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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　　　　序章




　磨みがき上げられた黒曜石のような平板プレートを、節の立った指が叩たたいていく。

　平板に浮うかび上がるのは、現在この大陸のどこでも使われていない奇き妙みような文字だった。大小様々なそれは、文字というよりむしろ記号に近い。

　流れるような速度で平板に浮かんでは消えていく文字を、色の薄うすい瞳ひとみが追っていく。

「……なるほど」

　平板を叩く手を止めて、男はぽつりと呟つぶやくように言った。

「この意味は《指令》──おそらく、対象を特定した支配の術式といったところか」

　さほど興味がないように淡たん々たんと呟いて、男は平板をすっと指先で撫なでる。

　同時に浮かんでいた文字が消え、かわりに円を基調に無数の線を組み合わせて描えがかれた、複雑な図形が浮かび上がってきた。

　一見しては単なるごちゃついた線のかたまりにしか見えないが、独自の法則に従って描かれた図形は、見る者によっては規則的な美しささえ感じさせる。

「とてつもなく複雑な術式だな。情報量が半はん端ぱではない……これが千近くも重ね合わさって、物質としての形を作り出しているわけか。これだけの術式を用いなければ操あやつれない相手となると、もはや神話級の化け物くらいしか……」

　呟きながら、平板の図形を指でなぞっていた男が、ふと気づいたように手を止める。

　色の薄い瞳が見開かれたのは、ある可能性が頭に閃ひらめいたためだった。

「まさか……」

　男は足早に平板の前を離はなれると、壁かべに作り付けられた大きな書しよ架かから分厚い手て綴とじの本を引っ張り出す。乱暴に引っ張り出したため他ほかの本が何冊か床ゆかに落ちたが、彼はそれには目もくれようともしなかった。

　黄ばんだ紙をめくる手が止まり、彼は低くかすれた声を洩もらす。

「やはり……そうか」

　呟いた声には、抑おさえきれない熱ねつ狂きようの響ひびきが宿っていた。

　男は本を手にしたまま、先さき程ほどまで自分が立っていた場所の横へと視線を移す。色の薄い瞳に宿るのは、ひそやかな──しかし確かな笑えみの気配だった。

「これが本物なら……面おも白しろいことになりそうだ。この大陸に残るのは、ユーディルシア王子の〈イリュウス〉のみだが──」

　男の視線の先にあるのは、金とも銀ともつかない光こう沢たくを放つ、美しい細工を施ほどこされた一台の竪たて琴ごとだった。
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「王子──っ！　そこですぞっ!!」

「負けるな姫ひめ様──っ!!」

　じわりと暑さを増した日差しに、緑に染まる山並みがひときわ鮮あざやかに映はえる季節。

　シーゼルフォード城の広々とした前庭に響きわたる老ろう若にやく男なん女によ入り混ざる歓かん声せいに、タジェスはやや面めん食くらった様子を見せた。

　そこで行われているのは、兵士たちが中心になっての剣けん術じゆつ試合である。

　弱小国のフォーレにも、申し訳程度ではあるが軍が存在する。総勢八百名にも満たない兵士たちの主な仕事は国境や主要な街かい道どう──と言っても、馬車がすれ違ちがうのがやっとという程度の道だが──それに街や王城の警備などだった。

　王城の警備に当たる兵は三十人ほどで、大国ニーザベイムの第六王子であるタジェスの感覚からすれば存在していないにも等しい。

（しかも、ほとんどは引退寸前というか……引退年ねん齢れいをとっくに過ぎているようなお年寄りばかりだし……まさか引退した兵士の再就職先になってるわけじゃないよな？）

　内心で肩かたをすくめながら、タジェスは頰ほおにかかる髪かみを首を振ふって払はらう。

　金の光沢を持つ艶つややかな黒くろ髪かみに、琥こ珀はく色いろの瞳をした青年である。端たん整せいな顔立ちは甘さと精せい悍かんさの両方を兼かね備そなえ、引き締しまった長身とも相まって──主に女性の──目を引く。しかしその顔には人ひと懐なつっこい表情が浮かんでおり、男女を問わず話しかけやすい雰ふん囲い気きがあった。

　その引退年齢をとっくに過ぎたお年寄りたちは、観客席の一番前に陣じん取どって誰だれよりも元気な声で声せい援えんを送っている。

　一方、農夫らしき格好をした男たちの間で上がっているのは賭かけの声だ。

「ユート様が勝つ方に二十グラン！」

「いやティエル様だって意地があるさね！　俺はティエル様に八グラン！」

「なんだいそりゃ！　本気でティエル様が勝つと思ってないんじゃねえか、お前!?　俺は五十グラン賭けるぞ！」

　それを耳にして、タジェスは驚おどろくのを通り越こして思わず笑い出しそうになった。

　彼らが賭けの対象にしているのは、前庭に設しつらえられた対戦場──地面がむき出しになった馬場の一角に杭くいを打ち、縄なわで囲っただけのものだが──で、現在対戦中の二人である。

　一方は、黄みがかった茶色の髪を短く切った十代半ばの少年。もう一方は豪ごう奢しやな黄金の巻き毛を一つに束ねた、二十歳はたちほどの女性。簡素な防具を身につけ、練習用の刃はを潰つぶした剣けんを打ち合う二人は誰あろう、このフォーレ国の王子と王女だった。

「なんだ、この程度か！　本気でかかってこい、ユート!!」

　黄金の髪を振り乱しながら、鋭するどい斬ざん撃げきを繰くり出すのは第三王女のラスティエル・フィオナ・フォーレ。宝石のように鮮やかに澄すんだ青い瞳と、凜り々りしいといった表現がこの上なく似合うはっきりした目鼻立ちを有する美女だ。

「ちょ、ティエル姉上……首から上を狙ねらうのは反則で……！」

　ティエルの猛もう攻こうを握にぎった剣で必死に防いでいるのは、この国唯ゆい一いつの王子にして王家の末子のユーディルシア・エインス・フォーレ。細くさらさらの髪を短く切り、男物の衣服に身を包んでいるが、その容姿は少年というよりも少女──それも並外れた美少女──に近い。

　色白の繊せん細さいな容よう貌ぼうに、北国の森の色を思わせる深緑色の大きな瞳。成長途と中ちゆうの体格は華きや奢しやといってもいい細さで、剣を握っているのがなにかの間ま違ちがいのように見える。しかしそんな見た目とは裏腹に、剣を構える姿は堂に入ったものだ。
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「し、審しん判ぱん！　試合を中断させてくれ！　これじゃ試合に……!!」

　その口から発される言葉は、いささか情けないものだったが。

「なにを言っとる！　実戦には規則もなにもありはしないのだぞ！　情けないことを言ってないで真っ当に勝負しろ!!」

「だから、これは試合ですってば──っ!!」

　悲鳴のような声をあげながら懸けん命めいに攻こう撃げきをかわすユートを、ティエルは描いたように整った眉まゆを上げて追いかけ回す。

「逃にげるな、馬ば鹿か者──っ!!」

「逃げますよ！　姉上、本気でぶった斬ぎる気でいるでしょう!!」

「安心しろ、模も擬ぎ剣けんで人は斬れん！　骨が二、三本折れるぐらいだ!!」

「それを聞いてどこが安心できるんですか!!」

　対戦場を所ところ狭せましと走り回る両者を見て、城勤めの老兵士達がふむふむとうなずく。

「やはり、ティエル様と王子は特別試合を組んでおいて正解だったのう。他の対戦者じゃ歯も立たんし、ティエル様は熱くなるとああじゃから……」

「怪け我が人が何人出ることになるやら」

「王子ならその心配はないじゃろう……たぶん。おお、頑がん張ばってくだされ～！」

　額を寄せてうなずきあった爺じいさま軍団が、対戦場の隅すみまで追い詰つめられたユートを見ていっせいに応おう援えんの声をあげる。なにも知らない周囲の観客たちも同様だ。

　その様子を苦く笑しよう混じりに眺ながめてから、タジェスは視線を対戦場に戻もどして言った。

「やれやれ、ユートらしくもない……というか、姉君相手じゃ本気出せないか」

　半ば独り言めいた呟きに、隣となりの席に座っていたイルが「そうですねぇ」と応じた。

　癖くせのない銀色の髪を長く伸のばし、首の後ろで一つに結ゆわえた青年だ。銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけた顔は端整そのものだったが、その顔に浮かぶのほほんとした表情がその印象を『人の好よさそうなお兄さん』に留とどめていた。

　彼は薄水色の瞳を眩まぶしそうに細めて、対戦場を見つめながら、

「それに、ティエル姫様も本当にお強いですから……純じゆん粋すいに剣の腕うでだけで言えば、王子の上を行くかもしれませんよ。だから余計にやりにくいんでしょうけど……」

「なるほど」

　防戦一方となっているユートを見やって、タジェスは納なつ得とくする。

　下手に手加減をすればティエルは頭から湯気を立てて怒おこるだろうし、わからないように手加減するには実力が拮きつ抗こうしすぎている。つられて本気になれば、うっかり手元が狂くるってティエルに傷を負わせかねない。

「確かに、それはやりにくいだろうねぇ……」

　苦笑混じりの表情で呟つぶやいたタジェスに、ふいに横から声がかけられた。

「楽しんでおられまして？」

　視線を向けるより早く声の主に思い当たり、タジェスは満面の笑みを浮うかべて応こたえる。

「ええ、とても」

「でしたらなによりです。わたくしたちだけ楽しんでいるんじゃ申し訳ありませんもの」

　にっこりと微笑ほほえんで告げるのは、ユートの三歳年上の姉のリーシャ姫だった。金褐かつ色しよくの髪の一部だけを結い上げ、淡あわい薔薇ばら色いろのリボンで束ねている。十八という年齢の割には幼さの残る容貌と、ころころと表情の変わる若葉色の瞳ひとみが子犬のようで愛らしい。

「まぁ、少々驚きはしましたけどね──ここまで城下の人々と、王族の距きよ離りが近い国は初めて見ましたもので」

　いささかの苦笑をにじませてタジェスが言葉を返すと、リーシャは口元を手で隠かくすようにして「ですわよね」と笑った。

「わたくしも聞いたことがありませんわ……でも、我が国ではこれが普ふ通つうなんですの。城下といっても小さな街で、ほとんどの人が顔見知りなんですもの。兵士も城勤めの者も、ほとんど家族といっていいような付き合いですし」

「……ですね」

　フォーレに来てからの数ヶ月間で、何度も目にした光景をタジェスは思い浮かべる。

　城の使用人たちは国王一家と、客人であるタジェスに一定の礼れい儀ぎを尽つくしながらも言うべき時ははっきりと苦言を呈ていしていた。

　その態度は他ほかの国では不敬と取られかねないものだったが、タジェスが驚いたことに国王を始め、誰一人としてそれを咎とがめる者はいなかった。時には王族──国王すらも──が使用人に向かって平身低頭で謝っていたほどである。

「もちろん、他の国ではやり方が違うとわかっておりますけど……だから、他の国のお客様が来た時は、ちゃんとお行ぎよう儀ぎ良よくしてますのよ？　国内でも礼儀にうるさい方々はいらっしゃいますし……そういう方の前でも、みんなでそれっ、と化けの皮を被かぶりますの」

　屈くつ託たくのないリーシャの物言いに、タジェスは思わずといった様子で笑えみをこぼす。

　言こと葉ば遣づかいはともかく、リーシャの言葉や態度はタジェスのよく知る貴婦人のものとは大きく異なっていたが、決して不快には感じられなかった。

（それにしても……本当にユートとは似ていないな）

　リーシャの笑顔を失礼にならぬ程度に眺めながら、タジェスは内心でひそかに思う。

　彼女も他の姉たちも十分以上に人目を引く美人なのだが、ユートの硬こう質しつな美び貌ぼうとは明らかに系統が違う。咲さき誇ほこる花と宝石を比べているよう──とでも言うのだろうか。顔の造りだけでなく、持っている雰囲気がまるで違ちがうのだ。

（不思議なものだ。あんまり王族っぽくないところはよく似てるのに）

　そんな感想をおくびにも出さず、タジェスは笑みを浮かべてリーシャに言葉を返した。

「それは楽しそうだ……ところで、私も外国からの客だと思うんですが」

「二ヶ月以上も滞たい在ざいなさっていたら、うちの感覚ではもう家族と変わりありませんわ──あんまりお城にはいらっしゃいませんけどね」

　悪戯いたずらっぽく付け加えられた一言をタジェスは笑ってやり過ごし、切れ長の目に意味深な含ふくみ笑いをもたせてリーシャを横目に見やる。

「……それはつまり、私を家族として迎むかえ入れてもいいという意味でしょうか？」

　たいていの女性は赤くなって言葉に詰まってしまうであろうタジェスの一言に、リーシャは赤くなりもせずにけろりと笑って応えた。

「まぁ、ずいぶん大きな弟ができますのね、わたくし」

「リーシャ姫ひめのような可愛かわいらしい姉上ができるのでしたら、喜んで婿むこに入りに来ますとも。なんなら今からでも『姉上』とお呼びしたいくらいです」

「『姉上』はわたくしの他にあと三名ばかりおりましてよ？　勇気を出して呼んでみます？　エイル姉様は執しつ務む室で、ネイア姉様は地下の実験室ですから、とりあえずティエル姉様あたりから──たぶん、その場で決けつ闘とうを申し入れられると思いますけど」

　指先を顎あごにかけて考え込み、リーシャは精せい一いつ杯ぱいいかめしい口調を作って告げる。

「『うちの大事な弟を変態などにくれてやるわけにはいかん！』とか──なんのかの言って、ユートのことを一番可愛がっているのはティエル姉様ですもの。エイル姉様もネイア姉様も、そんなことになったら有形無形の嫌いやがらせをしかけてくるのは間違いありませんけど」

「あのお二方だと、洒落しやれにならない嫌がらせが来そうですねぇ……」

　苦笑するタジェスに、リーシャは笑顔に戻って「当然ですわ」と応える。

「いくら次期国王はエイル姉様だからって、その程度の覚かく悟ごもない方にフォーレの王子を差し上げるわけにはまいりません。ましてユートはわたくしたちの、とても大切な弟ですもの……でも愛があれば乗り越こえられますわよね？　それくらいの試練」

　弾はずむような口調で念を押され、タジェスは冷や汗あせ混じりの笑顔で応える。

「も、もちろんですとも」

　その時、両者の会話に口を挟はさむこともできずに横目で試合の様子をうかがっていたイルが、思わずといったように大声をあげた。

「あっ！　試合が終わりそうですよ!!」

　タジェスもリーシャも途と端たんに口を閉じて、対戦場に視線を転じる。

　一方的に攻撃を受けるばかりだったユートが、反はん撃げきを開始したところだった。ティエルも負けじと剣けんを振ふるうが、疲つかれのためか太刀たち筋すじに乱れが見える。

　大上段から振り下ろされた剣を避よけ、ユートは雷らい撃げきのような突つきを相手の喉のど元もとに放つ。

　白い首に触ふれるか触れないかのところで剣が停止するのと同時に、両手に旗を持って立っていた若い兵士が片側の旗をさっと上げた。

「勝者、ユート王子！」

　その声が響ひびきわたった直後、観客の間から盛大な歓かん声せいと拍はく手しゆがわき上がる。

　肩かたで大きく息をしながら、観客の声にユートは手を上げて応える。ティエルは口をへの字に曲げていたが、試合の結果そのものには不満はないらしく、自分から手を差し出してユートに握あく手しゆを求めた。

　固く握手を交かわす二人を、タジェスも手を叩たたきながら見つめやった。

　同時に、渾こん身しんの力でティエルに手を握にぎりしめられたユートの顔が、はっきりと歪ゆがむのを見てタジェスは危あやうく吹ふき出しそうになった。







「もっと早く本気を出さんか！　クソッ、今回はいけるかと思ったのに！」

「クソとか言わないで下さい！　仮にも一国の王女が！」

「そのくらいの言葉、お前だって使うだろうが！　つまらんことで目くじらを立てるな！」

「使いません！　……いえ、使わないようにしてます。なるべく。できるだけ」

　言い合いながらも並んで対戦場をあとにする二人に、タジェスの座る貴き賓ひん席──ただ芝しば生ふに椅い子すを置いただけのものだが──からリーシャが笑顔で声を投げた。

「二人とも、お疲れさまでした！」

「王子～！　お疲れさまでした、素す晴ばらしい試合でしたよ！」

　歩み寄ってきたユートにイルが手しゆ巾きんを差し出し、ユートは受け取ったそれで額や首筋に浮かんだ汗を拭ぬぐう。彼にしては珍めずらしく、色白の頰ほおがうっすらと上気している。

「本当に疲れたぞ……姉上ときたら、遠えん慮りよも手加減もまるでなし。それどころか規則まで無視して──普通の兵士が相手だったら怪け我がするどころの騒さわぎじゃないぞ」

「でも、王子が相手だったから、ティエル様もそこまでのことをしたんじゃ？」

　イルが首を傾かしげて心底不思議そうに言うと、ユートは口を閉じておもむろに視線を逸そらす。

　やや赤くなった頰と緩ゆるんだ口元を見れば沈ちん黙もくの意味は明らかで、タジェスは笑いを嚙かみ殺しながらユートの頭に手を置いて言った。

「本当に君は素す直なおじゃないねぇ！　それに、姉きよう弟だい仲が良いようでなによりだ」

「頭に手を載のせるな、縮んだらどうする！」

　タジェスの手を振り払はらい、ユートは口元を引き締しめて言葉を返した。

「仲は悪くないかもしれんが……そのかわりこき使われる頻ひん度ども半はん端ぱではないぞ。今回だってティエル姉上の頼たのみで仕方なく手伝っていたら、いつの間にかこんなことに……」

　本当は審しん判ぱんをやるつもりだったのに……と、ユートは内心でぼやく。

　審判だけのつもりがいつの間にか特別試合を組まれ、いつも負けてばかりのユートから一本取ってやると目を血走らせるティエルの相手をする羽目になったのである。

「……特別試合だから、勝ったところで賞品も出ないし」

「賞品ってあれかい？　牛一頭分の肉。でもあれって、結局試合のあとの打ち上げで全部皆みんなで食べちゃうんじゃ……？」

「一応優勝者は、好きな部分の肉を好きなだけ食べていい──ってことになってるんだ。でないと賞品の意味がないからな」

「でも、だったら君が優勝しなくて正解だよ。君が好きなだけ食べたりしたら、他の人の取り分なんて尻尾しつぽの一本すら残らないだろう？」

　笑いながらタジェスが言い返すと、ユートはむっとしたような表情を見せたものの、あえて反論することはしなかった。

　未練を断たち切ろうとするかのように、ごしごしと手巾で顔を強く拭うと、

「まぁ──これでティエル姉上への義理も果たしたし、しばらくは大きな行事の予定もない。溜たまっていた書類を片付け終わったら、また一ひと稼かせぎしに……」

「この間戻もどってきたばかりなのに、もう次の出で稼かせぎの算段かい？」

　さすがに呆あきれたように、タジェスが晴れ晴れとしたユートの顔を見下ろした。

「あのメダルもけっこうなお金になったんだし、そんなに急いで出かけなくても……少しゆっくり休んだら？　いくら君が頑がん丈じようでも、あんまり根を詰つめるのは良くないよ」

「心配するな、体力だったら売るほどある──本当に売れたら苦労はないんだがな。とにかくちょっと無む茶ちやをした程度で倒たおれるようなやわな身体からだはしとらん！　やっとファナ姉上の婚こん礼れいで増やした借金を返せた程度なんだぞ。冬までにあと二千万グランは──」

　言いながらイルに手巾を返そうとしたユートの手が、途と中ちゆうで不自然に止まる。

　イルがぼんやりとした顔で、宙の一点を見つめていることに気づいたためだ。見開かれた瞳ひとみは色の付いた硝子ガラスのように空くう虚きよで、ユートは不ふ審しんそうな顔で声を投げる。

「イル……？」

　応こたえはなく、ユートは彼の目の前でひらひらと手を振ってみせる。

　それにも反応しないイルに、ユートが眉まゆを寄せてなにか言おうとした時──ふらりとイルの身体が傾かたむき、ユートは持っていた手巾を放ほうり捨てて手を差し出した。

「──おい!?」

「イル!?」

　倒れる寸前にイルはかろうじて体勢を立て直し、きょとんとした顔でユートを見た。

「あ……王子？」

「王子って……お前、どうしたんだ？」

　しきりに首をかしげながら、イルはユートの問いに応えた。

「どう……したんでしょうか？　今、一いつ瞬しゆん記き憶おくが飛びました」

「……寝ね不ぶ足そくかい？」

　思わずタジェスが発した言葉にユートは呆れたような目を向け、タジェスは「……なわけもないか」と肩をすくめてみせる。

　ユートはタジェスを無視して、イルの顔を間近からのぞきこんだ。

「どこか調子でも悪いのか？　まさかつまずいただけなんて馬ば鹿かなオチじゃないだろうな？」

「歩きもせずにつまずけるほど、私器用じゃありませんよ……」

　情けなさそうに言い返す様子はいつも通りで、ユートは寄せていた眉まゆ根ねをほんの少し緩めてイルの胸むな元もとを拳こぶしの背で叩く。

「どうだかな。お前のぼんやりはいつものことだが、最近とみに拍はく車しやがかかってきた気がするぞ。この間はカップに茶葉だけ入れて持ってきただろう？」

「……そ、そんなことがありましたっけ？」

「忘れているのならなお重じゆう症しようだぞ。他ほかにもポットの蓋ふたをしたまま水を入れようとしてまわりを水みず浸びたしにしたり、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくがないのに火を点つけようとしたり、物置小屋と間ま違ちがえて廏きゆう舎しやに踏ふみ込んで、馬に蹴けり出されそうになったこともあったろう？」

　次々と並べ立てられる失敗談にイルの眉まゆ尻じりはどんどん下がっていき、タジェスは笑いをこらえながら「よく覚えてるねぇ」と合いの手を挟む。

「あまりに珍ちん妙みような失敗ばかりだから、忘れようにも忘れられないんだ！」

　タジェスに向かって憤ふん然ぜんと言い返してから、ユートは落とした手巾を拾い上げてやや乱暴な仕草でイルに突き出した。

「……だが、どこか調子がおかしいのなら早めに言え。お前の場合、普ふ通つうの医者に診みせて治るものじゃないからな。対策を立てておかないと」

　告げる口調はつっけんどんなものだったが、ユートの目にはイルの身を案じる光がのぞいていた。

「ありがとうございます、王子」

　にこりと微笑ほほえんでイルは応え、ユートの手から手巾を受け取る。

「でも、大だい丈じよう夫ぶですよ。私これでも丈じよう夫ぶさが売りですから──王子はもちろんご存知と思いますけど。蹴っても踏んでもぴんぴんしているでしょう？」

「……そ、そうだな」

　心当たりが山ほどあったためか、ユートはばつの悪そうな顔で視線を逸らす。

　その瞳には先さき程ほどのぞかせた光は微み塵じんも残っておらず、にやにやと笑って見ているタジェスの腹にユートは軽く肘ひじを入れた。

「なにを見てる！　俺は仕事に戻るぞ。書類が山積みになって残ってるんだ！」

「いいのかい？　表ひよう彰しよう式しきに付き合わなくて……」

「ティエル姉上がいれば問題ないはずだ！　どうせ、そのまま打ち上げになだれ込むのだろうし……」

「君も打ち上げに参加すればいいじゃないか……気になってるんだろう？　牛一頭分の焼き肉──あとから来ても、一番おいしいところはなくなっていると思うよ？」

「……う」

　香こうばしい匂においをたてる焼き肉がユートの脳のう裏りをよぎり、踏み出しかけていた足がぴたりと止まる。焼き肉と片付けなければならない仕事の狭はざ間まで悩なやむユートに、追い打ちをかけるようにイルが顎あご先に指をかけて言った。

「そう言えば、農園頭のクロウさんが鶏にわとりを何羽か差し入れしてくれるそうですよ。牛だけじゃ足りなくなりそうだからって──さっき裏庭で、手伝いのおかみさんたちがせっせと羽むしってました」

　懸けん命めいに歩き出そうとするユートの足が、鉄てつ枷かせでも付けたようにさらに重くなる。

　難しい顔で黙だまりこくったままのユートに、タジェスは微笑を浮うかべて顔を近づけ悪あく魔まのささやきを放った。

「今日一日くらい仕事しなくても、誰だれも君を責めないと思うよ？　むしろ喜ぶんじゃないかな──少なくとも、ここに集まった人たちは」

「………」

　うつむいて動かないユートの顔をのぞき込むようにして、タジェスは止とどめの一言を口にする。

「それに、今日こっちの行事に参加する予定になっているんだったら……君の分の夕食は用意されていないんじゃないかな？」

　愕がく然ぜんと顔を上げたユートの表情が、その可能性をまるで案じていなかった証あかしだった。

　はっとしたように顔を背そむけ、しばらく動きを止めたあとユートは地の底まで届きそうなため息を吐ついた。

「……宴えん会かいに参加していこう。夕食を食いっぱぐれるよりはましだ」

　そうとなれば手伝わねば、とユートはすでに宴会の準備を始めている城下の人々のもとへと足を向ける。

　その足取りが軽いことに気づいて、タジェスはやれやれと言いたげな笑えみを浮かべた。

「まったく、素す直なおじゃないんだから……参加したいんだったらすればいいのに」

「王子は真面目まじめですからねぇ」

　いつも通りのほんわりとした笑顔で、ユートを見送りながらイルが応える。

　その横顔を注意深く眺ながめやり、タジェスはいささかばかりの真しん剣けんさをのぞかせた口調で低く声をかけた。

「本当に……なんともないのかい？」

「ええ」

　イルの返事は、拍ひよう子し抜ぬけするほどにあっさりしたものだった。

「ご心配おかけしてすみませんでした。もう大丈夫ですよ──きっとお天気がいいので、立ちくらみでも起こしたんですよ」

「……君でも立ちくらみを起こすのかい？」

「起こさないものなんですか？　普通の人間はこういう症しよう状じようを立ちくらみって言うんじゃ？」

　逆に問い返され、タジェスは言葉に詰まる。

　思わぬところで考え込む羽目になったタジェスを、農夫や兵士といった男手に混ざって竈かまどの準備をしていたユートが手を上げて呼んだ。

「夕食にありつく気なら、少しこっちに来て手伝え！　タジェス！」

「やれやれ、人使いが荒あらいなぁ……」

　苦く笑しようしながら、タジェスはユートの方に向かって歩き出す。

　ティエルとリーシャは試合の優勝者である若い男性──驚おどろくべきことに今回の優勝者は兵士ではなく、飛び入り参加した近所の農夫である──に、賞状と優勝賞品の目録を手て渡わたしているところだった。ぱらぱらとまばらな拍はく手しゆが起こるが、観客たちの関心はすでにそのあとの打ち上げに移っているようだ。

　何歩か進んだあとで、タジェスは思い出したようにイルをふり返った。

「君も……」

　かけた声が途と切ぎれたのは、イルの全身がうっすらと透すけて見えたためだ。

　思わずまばたきして見直すと、先程までと少しも変わりないイルの姿がそこにあった。

（……気のせいか？）

　妙みようにこわばった表情で黙り込んだタジェスに、イルが首をかしげて問いかける。

「タジェス様、なにか……？」

「ああ……いや。君も行って手伝ったほうがいいんじゃないかい？」

　手伝いになればの話だけど、という言葉は口に出さずに吞のみこんでおく。

　イルはそれには気づかず、笑みを深めて「そうですね～」と応えると、いそいそとユートに歩み寄っていった。

　しばらくその姿を見送ったあと、タジェスは気のもみ過ぎかと苦笑を浮かべて、足早にイルのあとを追って歩き始めた。







　一いつ片ぺんの光も差さない闇やみの中に、ひとひらの羽根が舞まう。

　空間を支配するのは、それ自体が質量を持ったかのような無限の闇。上下の別も、時間さえ存在しないかのような絶対的な無の空間。

　ただ一つ、ほのかな光をまとった一いつ対ついの白い翼つばさをのぞいては。

　叩たたくべき空気も存在しない闇の中、翼は力強く羽ばたいて軽々と持ち主を運ぶ。

　羽ばたきの度に撒まき散らされる無数の羽根。闇の中に漂ただようそれは足あし跡あとのように点々と光の標しるべを残す。

　翼を背負うのは、負けぬほどに白い肌はだと髪かみを持つ美しい女性の姿をしたものだった。

　しかし人ではない証に、一糸まとわぬその肌は顔と両手以外、純白の羽う毛もうに隙すき間まなく覆おおわれている。手首と膝ひざから下を包むのは幾いく重えにも重なる飾かざり羽根。優ゆう雅がに広がる羽根は身体からだにぴったりと密着した形のドレスをまとっているかのように思わせる。

　爪つめの形までも完かん璧ぺきな指を虚こ空くうに向け、女性は喉のどを震ふるわせて高らかな歌声を放つ。

　玻は璃りの竪たて琴ごとに銀の糸を張って奏かなでたような澄すみ渡わたった声は、この世のあらゆる楽器はもちろん、生身の人間にもとうてい出せるはずのない声だった。

　美しくさえずる鳥のように、歌声を響ひびかせながら女性は悠ゆう々ゆうと宙を飛んでいく。

　歌声が浸しん透とうしていった闇がどろりとその質を変えるのを、目もく撃げきした者はその元げん凶きようたる女性も含ふくめて誰一人存在しなかった。







　日も暮れてとっぷりと暗くなった頃ころ、ユートは城内の自分の部屋に向かっていた。

　夕刻過ぎに始められた打ち上げは完全に太陽が沈しずんだ頃にお開きとなり、吞み足りない者は街の酒場に移動して宴会の続きをしたり、あるいは後片付けをする女性陣じんに邪じや魔まにされながら前庭の隅すみでちびちびやったりしている。

「楽しかったですねぇ、王子」

　後ろを付いてくるイルにそう声をかけられ、ユートは「ああ」とだけ応こたえる。

　街の人々と言葉を交かわしながら焼きたての肉や、彼らの持ってきた差し入れの料理を食べるのはとても楽しかったのだが──

（やるべきことを放ほうり出して飲み食いに興じていたのは……やはり褒ほめられた話じゃないな）

　王子であるユートは表向きなんの役職にも就ついていないが、父である国王や姉のエイル姫ひめの負担を少しでも軽減すべく、彼らの仕事をできる範はん囲いで手伝っている。

（父上や姉上はきちんと仕事をしてらしたのに──ああ、でも父上はこっそり顔を出していたな。侍じ従じゆう長に見つかって即そく連れ戻もどされていたが……）

　そんなことを考えながら薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進むユートに、横を歩いていたタジェスがからかうような視線を向けて言葉を投げやった。

「たまには仕事を忘れて、思いきり羽目を外せばいいのに。普ふ段だんの生活が真面目なんだから、そのくらいしても許されると思うけどね……そういう融ゆう通ずうの利きかない君も好きだけど」

「うるさい」

　ぶすりとして言い返すと、ユートはタジェスを置き去りにするように足を速める。

　もちろん身長の分、歩ほ幅はばも大きいタジェスは置いていかれるようなことはなく、悠々と足を進めながら笑みを含んだ声で告げた。

「あんまり仕事仕事って言ってると、歳としを取った時なんの趣しゆ味みもない爺じいさんになって早くボケちゃうよ？　ああ、君の場合趣味は金かね儲もうけになるのかな……？」

「うるさいな！　そもそも、お前の部屋はあっちだろう！　いつまでついてくる気だ!?」

　曲がり角の向こうを指差して怒ど鳴なると、タジェスはいやいや、と首を振ふってみせる。

「廊下は暗いし、君を部屋までちゃんと送り届けようと思ったんだよ。というか、どうせなら君の部屋の近くに部屋を用意して欲しかったよね。あんな離はなれた別べつ棟むねなんかじゃなく……そうしたらもっと君と長い時間一いつ緒しよにいられるのに」

「暗くて悪かったな！　どうして自分の家で、他人に部屋まで送られなきゃならないんだ!?　目をつぶっていたって部屋まで帰り着けるぞ！　それに、城で一番上等な客間を用意したっていうのに文句を付けられる筋合いなどない!!」

「どんな立派な部屋よりも、君の近くにいられることが私にとっては一番のもてなしだよ……隣となりの部屋とか空あいていなかったのかい？」

「冗じよう談だんじゃない、これ以上べったりお前に付きまとわれてたまるか!!」

　犬でも追い払はらうように手を振って、ユートは明かりの乏とぼしい廊下を足早に歩き出す。

　その姿を苦笑しながら見送ったあとで、タジェスも自分の部屋の方向へと曲がっていった。目の端はしでそれを確かく認にんして、ユートはわずかに歩く速度を落とす。

　そのまましばらく歩いたところで、ユートはイルの姿が見えないことに気がついた。

「おい……？」

　足を止めてふり返ると、後方にぽつんと立っているイルの姿が見えた。

　不十分な明かりの中でその表情はよく見えず、ユートはたとえようのない不安が胸にこみ上げるのを感じながら声をかける。

「イル……どうした？」

　呼びかけながら歩み寄ろうとしたその時、イルの姿が一いつ瞬しゆんうっすらと霞かすんだ。

　ぎょっとしたように目を見開き、ユートは床ゆかを蹴け立たてて彼に駆かけ寄る。その目の前でイルはのろのろと顔を上げ、困こん惑わくした表情で自分とユートの姿を見比べた。

　その表情はいつもと変わらず、ユートは内心わずかに安あん堵どするものを感じたが──

　次の瞬間、支えを失った人形のようにイルは床にくずおれた。

「──イルっ!?」

　慌あわてて手を差し出し、ユートは力を失ったイルの身体を支える。

　薄うすれていた色しき彩さいはすでにもとに戻り、腕うでに伝わってくるずっしりとした重みもあった。だがその身体はどんなに揺ゆさぶっても、いっさい反応を示すことはなかった。

「おい、イル!?　しっかりしろ!!」

　遠えん慮りよのない力で頰ほおを二度三度と叩いても、閉じられた瞼まぶたはぴくりとも動かない。

　ユートの声で異変に気づいたのか、タジェスが廊下を駆け戻ってくる気配がする。

　近くの部屋からも誰だれか顔をのぞかせるのがわかったが、ユートはイルの身体を両りよう腕うでで支えたままその場を一歩も動くことができなかった。

　色を失ったその顔を、硬かたくこわばった表情でユートは見下ろす。

　両腕に伝わるイルの身体の重さが、混乱に陥おちいりかけるユートの心を繫つなぎ止める唯ゆい一いつの鎖くさりだ。

「ユート!?　いったい、なにが──」

　そこに駆けつけたタジェスがその様子を目にして思わず息を吞み、遅おくれて現れたリーシャが顔色を変えてユートに声をかけた。

「イル！　どうしたんですの、ユート!?」

「……わかりません」

　応える自分の声を、ユートは他人のもののように遠く聞いた。

「歩いていたら急に倒たおれて……私にもなにがどうなっているのか、さっぱり……呼びかけても叩いても、なんの反応もなくて……」

　無理に感情を抑おさえているような平へい坦たんな声で応えるユートを、気遣うような顔で見やってからリーシャはてきぱきとした口調で指示を出した。

「まずは、イルを部屋まで運びましょう！　ここに寝ねかせておくわけにもいきませんわ」

　ユートは言われるままにイルの片腕を肩かたに担かつぐようにしてその身体を持ち上げ、自室の隣にあるイルの部屋まで運び込む。

　運んでいる間も、寝しん台だいにそっと身体を下ろした時もイルが目を開くことはなかった。

　精せい巧こうな人形のように見えるその姿を、ユートは唇くちびるを嚙かんで見下ろす。

　彼の身になにが起こっているのか──あるいは起ころうとしているのか。その問いに答えを返すことのできる人間はこの場にはおらず、誰もが胸に抱いだきながら口にできない疑問を抱かかえたまま、重い沈ちん黙もくが室内を支配していた。







　　　　２




　木々の葉を透すかして差し込む光の中、足早に歩む一人の少年の姿があった。

　身にまとった長い衣ころもの裾すそを蹴立てるようにして、草の生おい茂しげる道をずかずかと進む。整然と植え込まれた木々の間を抜ぬけ、ぽっかりと開ひらけた区画に出ると少年は空を見上げた。

　空全体を淡あわく染め上げる陽光が、艶つややかな紫むらさきの瞳ひとみを明るく透かし上げる。

　強い日差しを遮さえぎろうともせず、空の一点をじっと見つめていた少年の瞳がやがて豆まめ粒つぶよりも小さな黒い点をとらえた。

「……来たか」

　呟つぶやく少年の視線の先で、点は上下移動をくり返しながら徐じよ々じよに大きくなってくる。

　近づいてくるものの姿がはっきりと見てとれる大きさになり、それが頭上に来るのと同時に少年は腹の底から力ちから一いつ杯ぱい怒ど鳴なった。

「──遅おそいっ!!」

　叩たたきつけるような風が衣の端を激しくはためかせ、黒々とした影かげが少年の全身を染める。

　微び動どうだにせず立っている少年の目の前に、その大きさからは考えられぬほど軽かろやかな動きで舞まい降りたのは、蝙蝠こうもりの皮ひ膜まく状の翼つばさを持つ巨きよ大だいな生き物だった。

　生き物の背にまたがる男に、少年は傲ごう然ぜんたる態度で言葉を投げつける。

「行き先はわかっておるのだろうな？」

　男の顔は逆光になっていて見えなかったが、うなずく仕草ははっきりとわかった。

　差し出された手につかまり、少年は長い衣の裾を蹴けりさばいてたくましい四し肢しを持つ生き物の身体からだに這はい上がる。

　両りよう翼よくの間に腰こしを落ち着け、目の前にある男の腰帯おびを摑つかむと少年は鋭するどく言い放った。

「ならば急げ！　ぐずぐずしとると手て遅おくれになりかねん!!」

　応こたえるよりも早く鉤かぎ爪づめを備えた生き物の後あと肢あしが地を蹴り、二人の人間を乗せてなお軽々とした動きで生き物は空中高く飛び上がる。「どわっ！」と少年が思わずあげた声を置き去りに、生き物は大きく広げた翼で風をとらえ天高く舞まい上がった。







「……どうだい？」

　扉とびらを叩く音のあと、中からの返事を待たずに開かれた扉の隙すき間まから顔を出して、タジェスは控ひかえめに問いの声を投げた。

　壁かべと一体となった形の寝台の横に腰こし掛かけたユートから、返事はない。

　深くうなだれたその顔を心配そうに見やりながら、タジェスは部屋の中に足を踏ふみ入れた。

　石造りの壁がむき出しになった、小さな部屋である。寝台以外の家具は窓の下に置かれた小しよう卓たくと小さな棚たな、それにユートが座っている背もたれのない椅い子すしかない。

　擦すり切れた敷しき物ものを踏んでタジェスはユートの隣に立ち、寝台に横たわるイルを見下ろした。

「まだ……目を覚まさないのかい？」

　顔を動かさずにタジェスが投げた言葉に、ユートはうなずきだけで応える。

　すでに一晩が過ぎ、朝の光がイルの身体を白く染めていたが、その目が開かれることはおろか指の一本さえ動かされることはなかった。

　その身体は温かく、肌はだの弾だん力りよくも失われていないが──その姿はまるで死体を連想させる。

「君も少し休んだらどうだい？　昨晩からずっと付きっきりじゃないか。私がかわりにイルを見ているから……」

「……いや、いい」

　顔を上げようともせずに、ユートはぼそりと低く声を返す。

　その顔に疲つかれの色は見えなかったが、イルの顔を見やる目には不自然なくらいに表情がなかった。朝日に白く照らされる顔はイルと同様、精巧な作り物のようだ。

　タジェスは重ねて声を投げようとして、結局なにも言わないまま口を閉じた。今のユートになにを言っても無む駄だだと悟さとったのである。

「……なにか、心当たりはないのかい？　イルがこうなるような……」

　かわりに口にした問いに、ユートは無言で首を横に振ふった。

　ただの人間が相手なら倒れた理由も見当がつこうというものだが、ユートの世話係のイル・グラースは──普ふ段だんの姿からは想像もできないが──精せい霊れいである。

　フォーレの国宝たる精霊剣けん〈イリュウス〉に宿る精霊が彼の正体だ。人間の医師に診みせたところで意味があるとは思われず、ただ彼が自分から目を覚ましてくれるのを待つことしかできなかった。

「……初めてなんだ、こんなことは。原因に心当たりがあれば……とっくに手を打っている」

「しっかりしたまえ、ユート」

　感情を消した平坦な声で応えるユートに、タジェスはやや口調を強くして言った。

「こんなことになって混乱する気持ちはわかるが、今君がしっかりしなくてどうする？　まずは少し休みたまえ──寝ね不ぶ足そくの頭じゃろくな考えも浮うかぶまい！」

「だが……！」

　反射的に言い返しかけ、ユートは唇を嚙んで深くうつむく。

　ただ側そばについていたところで、なんの足しにもならないことはよくわかっていた。それより少しでも休んで、万ばん全ぜんの体調でイルを目覚めさせる方法を探さぐるべきだ。

　ユートの中の理性がそう告げていたのだが──

「……イルが気づいた時、側にいてやりたいんだ」

　ぽろりとこぼれた言葉は、理性ではなく感情から生まれたものだった。

　聞き分けのない子供のような言葉を口にしたように思えて、ユートは赤くなった顔を背そむけてタジェスの視線を避さける。
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　少し驚おどろいたようにユートの後頭部を見下ろし、タジェスはなんとも複雑な微び笑しようを浮かべた。

「やれやれ……愛されてるねぇ。不覚ながら、イルが羨うらやましくなってしまったよ」

　ほとんど口の中だけで呟き、タジェスは置物のように横たわるイルに視線を移す。

　その時、閉とざされたままのイルの瞼がごくわずかに動いた。タジェスは慌あわててユートに声をかけようとし、ほとんど同時にユートもその変化に気づく。

「イル……っ!?」

　身を乗り出すようにして呼びかけた時、イルの瞼がゆっくりと開かれた。

「……王子」

　半ば無意識のように呟いた瞬しゆん間かん、薄うす水色の瞳に感情と意志の光が宿る。

　軽くまばたきをしてユートを見返す顔は、いつもと少しも変わることのない太平楽な表情を浮かべたものだった。

「どうなさいました、王子？　なにか困ったことでもございましたか？」

「お前……」

　わずかに表情を歪ゆがめて呟き、ユートは深々と息を吐はく。

　半ば以上は安あん堵どのため息だったが、再び顔を上げたユートの顔には怒いかりの色があった。

「……心配させるな、馬ば鹿か者！　いきなり倒たおれるからどうしたのかと思ったぞ!!　具合が悪いなら早めに言え!!　せめて予告をしてから倒れろ!!」

　ほとんど殴なぐりかからんばかりの勢いで怒ど鳴なるユートの腕うでをつかまえ、タジェスは「はいはい落ち着いて」と苦く笑しよう混じりになだめる。

　そんな二人を不思議そうに眺ながめながら、イルは身を起こそうとし──その身体が思うように動かないことに気がついた。

「……あれ？　なんか、身体が変です。全然言うことをきかないというか……」

　うんうん言いながら寝しん台だいの上で懸けん命めいに起き上がろうとし、やがて力ちから尽つきたようにばったりと寝台に倒れ込む。

「駄だ目めですぅ……どうしたんでしょう。身体がものすごく重い……」

「……動けないのか？」

　眉まゆをひそめて問いかけるユートに情けない顔でイルはうなずき、遠えん慮りよがちな口調でユートに向かって告げる。

「申し訳ありませんが、王子……一度、この姿を解除してはいただけませんか？　もとの姿に戻もどれば、たぶん動けるようになるんじゃないかと」

「あ、ああ……」

　ユートは椅子から立ち上がると、なにもない空中に向かって手を差し出す。

　軽く目を閉じたあと、すうっと息を吸って目を開くのと同時に、凜りんと響ひびきわたる声がその唇くちびるから放たれた。

「我が手にあれ！　〈イリュウス〉!!」

　寝台に横たわるイルの姿が消え──かけたところで、不規則に明めい滅めつして再びはっきりとした輪りん郭かくを取り戻す。

　先さき程ほどまでと少しも変わることのない自分の姿を、イルは困こん惑わくした表情で見下ろした。

「……あれ？」

　気の抜けた声に、顔色を変えたのはユートのほうだった。

「お前……剣の姿になれないのか!?」

「ええと……どうやら、そうみたいですね」

　表情を選びあぐねたように中ちゆう途と半はん端ぱな笑えみを浮かべて応えるイルに、ユートは思わず怒鳴り返しそうになって口を閉じる。

　深刻な顔つきで黙だまり込んだユートを横目に見やり、タジェスが低く言葉を投げた。

「剣になれないって……大変なことじゃないのかい？」

「そうだぞ！」

　わずかばかり真しん剣けんさを増したタジェスの声に、励はげまされたようにユートも勢い込んでイルに詰つめ寄る。

「精霊剣としての本来の力を発揮することのできないお前なんて、ただの半人前以下の世話係だろうが！　手がかかるばっかりで、なんの役にも立たないぞ!!」

「半人前以下って……あんまりです、王子！　せめて三分の一人前くらいにして下さいよ!!」

「いや、むしろ減ってるからそれは……」

「そんなことよりも、問題はこうなった原因だ！　いったいなぜ──まさかお前、変なものを拾い食いしたりしてないだろうな!?」

「してませんよ～！　落ちてるものを食べるなんてお行ぎよう儀ぎの悪い真似まね！　王子じゃあるまいし──第一、基本的に私がものを食べないことは王子だって知ってるでしょう!?」

「誰だれが拾い食いなんてした!?　人聞きの悪い！　お前こそ昔は食べられるものも食べられないものも関係なしに口に入れてただろうが！」

「そんな昔のこと、引き合いに出さなくてもいいじゃありませんか！」

　ぎゃあぎゃあと言い合っていたため、ユートは扉を叩たたく控えめな音に気づかなかった。

　いくぶん冷静にそれを見ていたタジェスが音に気づき、扉に向かって「はい？」と応じる。

　一いつ拍ぱくの間のあと開いた扉の向こうに立っていたのは、朝食の載のった盆ぼんを手にしたリーシャと眼鏡をかけた一人の女性だった。

　カルスネイア・ティーナ・フォーレ──ユートの四番目の姉である。

　つかつかと室内に踏み込んでくる彼女の姿に気づいたユートが、思わずぎくりとした表情を浮かべる。

「ネイア姉上……」

「お早うございます、ユート。タジェス殿でん下かもご機き嫌げん麗うるわしく」

　抑よく揚ようのない口調で言って、ネイアは二人を押しのけるようにして寝台の脇わきに立つ。

　青玉の瞳ひとみに白はく皙せきの美び貌ぼうの申し分のない美女である。ティエルと瓜うり二ふたつなのは彼女たちが双ふた子ごだからで、姉と同じきつく巻いた金きん髪ぱつを邪じや魔まにならないようにきっちりと編み上げ、二本のお下げにして後頭部から長く垂らしている。

「体調が悪いと聞きましたが、イル？　頭痛や腹痛などの症しよう状じようはありませんか？」

「あ、お早うございます。ネイア姫ひめ様」

「お早うございます」

　顔色も変えずに応じるネイアに、ユートがさすがに呆あきれたように声をかける。

「姉上……頭痛や腹痛って、さすがにそれは……」

「もちろん冗じよう談だんです。あったら面おも白しろいと思ったのも事実ですが」

　しれっと応じて、ネイアはユートが座っていた椅い子すに腰こし掛かけ、横たわったままのイルにあれこれと質問する。無駄のない口調は熟練の医師を思わせるもので、イルが大人しく──たまに的外れな返事を交えながらも──応こたえるのをユートは横目に眺めやった。

「ユート」

　そこに声をかけられ、ユートは盆を持ったリーシャに顔を向ける。

「朝食を持ってきましたわ。ユートには足りないと思いますけど……今、侍じ女じよに追加を運ばせていますから。タジェス様もどうぞ──お腹なかが空すきましたでしょう？」

「あ……ありがとうございます、姉上」

「どういたしまして」

　にこりと笑ってリーシャは小しよう卓たくの上に盆を置き、「椅子が足りませんわね。ちょっと隣となりから借りてきますわ」と身をひるがえす。

　ユートは慌ててそれを制し、タジェスに声をかけて隣の部屋から椅子を運んできた。

　三人が席に着いたところで朝食の追加も到とう着ちやくし、ユートは小卓の上の書類を片付けて食事にする。ほんのりと湯気を立てるパンに香こう草そうを練り込んだバターを塗ぬって口に運び、刻んだ根菜類のスープを飲み干すと、ユートはあらためてリーシャに礼を言った。

「……ありがとうございました。すっかり食事を取ることも忘れていて……姉上のお手をわずらわせてしまって申し訳ありません」

「いいんですのよ。それに、元気が出たようでなによりですわ」

　リーシャは笑いながら、ネイアに口の中をのぞき込まれているイルに目をやる。

「イルのことが気になって、食事どころではなかったのでしょう？　急に倒れたと言うから、わたくしもなにごとかと思いましたわ──父様や母様も、エイル姉様やティエル姉様も心配していらしてよ。無事に目を覚ましたと、すぐにお伝えしなくては」

「そう……なんですが」

　大きなカップに注がれた冷茶を手に、ユートは言いあぐねる様子を見せる。

　リーシャが首を傾かしげた時、食事の手を止めて──三人前は軽くあろうという量の食事をユートが平らげる横で、しっかりと自分の分を確保していた──タジェスが言葉を投げる。

「どうも、剣の姿をとることができなくなってしまったみたいなんですよ。起き上がることもままならないみたいですし」

「……まぁ」

　リーシャはイルに心配そうな視線を戻し、同じ言葉を耳にしたネイアが無表情に「本当ですか？」とイルに問いかける。

「はぁ……そうみたいです」

「一大事ですね。剣の姿をとれないイルなんて、ただの置物と変わりないでしょう。福を招く幸運の壺つぼとでもいうならともかく、イルを飾かざっておいても招かれるのは貧びん乏ぼう神がみばかりでこれっぽっちもありがたくありません」

「姉上……それは言い過ぎじゃ……」

「君がさっき言ってたのも、あんまり大差のないことだったと思うよ」

　さすがに顔を引きつらせるユートにタジェスがさらりと言い、複雑な顔つきで黙り込んだユートにリーシャが真剣な目を向けて問いかけた。

「でも、このままにはしておけませんわよね……？　厄やくを招く置物はともかく、剣の姿もとれない──ましてやまともに動くこともできないなんて、どこか異常をきたしているとしか思えませんわ。なんとかいたしませんと！」

「……それはそうなんですが」

　ネイアの言葉に打ちのめされた様子のイルを見やりながら、ユートはやや歯切れ悪く言う。

「こうなった原因がまったくわからないんです。イルにも心当たりがないみたいですし、精せい霊れいの身体からだの不調をどうやって治したらいいのかなんて……どういう原理で動いてるものなのかもわからないくらいで……」

「……ユート」

　唇を嚙かんでうつむくユートを見つめ、リーシャはふっと口元をほころばせた。

「考えすぎるのはユートの悪いクセでしてよ。落ち着いて、よく思い出してみてごらんなさい──イルと絆きずなを結んだあなたにならわかるはず。あなたの内に宿る声に耳を澄すまして。きっと思い浮うかぶものがあるはずだから」

「……姉上？」

　困惑した表情を見せながらも、ユートは眉まゆを寄せて考え込む。

　どこか不思議な微び笑しようを浮かべて見守るリーシャの前で、ユートの表情がわずかに変化し──自分でも意識せぬうちにユートは低く声を発していた。

「──まさか」

「なにか、思い当たったのかい？」

　タジェスの声にユートははっと息を吞のみ、その顔を驚おどろいたように見返す。

　瞳に宿るのは焦あせりとも戸と惑まどいともつかない奇き妙みように鋭するどい光で、タジェスが内心で首を傾げた時ユートはリーシャに強い口調で言った。

「仮にそうだったとして……それでイルが治ると、姉上はお考えですか？」

「わかりません。でも、ユートの心に浮かんだ答えがそれなのでしたら……試ためしてみるだけの価値はあるのでは？」

「……他ほかに、あてがないのも事実ですしね」

　姉きよう弟だいの間でかわされる謎なぞめいたやりとりに、タジェスは困こん惑わくした表情で口を挟はさもうとする。

　しかし、それよりも早くユートが毅き然ぜんとした態度で言い放った。

「悪いが、この件にお前を関かかわらせるわけにはいかない。今の会話も、できれば聞かなかったことにしてくれ」

「どういう……」

「別にかまわないのではなくて？　ここまで関わっておいて仲間外れにされたのではタジェス様もすっきりしないでしょうし」

「しかし、姉上……」

　ユートの声を無視して、リーシャはタジェスに向き直るとにこりと微笑んでみせる。

「タジェス様は秘密は守れる方ですわよね？　ちょっと事情がありまして、他国の方にお話しするわけにはいかないんですの……フォーレの最重要国家機密なものですから。でもタジェス様なら、ユートの不利益になるようなことを口外なされたりしませんわよね？　どんな場面であろうとも──相手が誰であっても」

　歌うように告げる口調は無む邪じや気きそのものだったが、無視することのできない奇妙な威い圧あつ感かんがそこには含ふくまれていた。

　それに気け圧おされたようにタジェスは一いつ瞬しゆん黙だまり、琥こ珀はく色いろの瞳を甘くきらめかせてリーシャを見返すと真しん摯しなものののぞく口調で言った。

「それが必要とあらば、この命に代えましても」

「でしたら、これから見聞きすることはすべて口外無用でお願いいたします。約束を破っちゃ嫌いやですわよ──そんなことをしたら、小こ鬼おにがタジェス様の枕まくら元もとに現れて、寝ねている間に耳の穴から頭に入り込んで脳みそかき回しちゃうんですから！」

　愛あい嬌きようたっぷりに告げる言葉は妙みようにおどろおどろしく、タジェスはわずかに顔を引きつらせながらも笑え顔がおで「守りますとも」と応えた。

　渋じゆう面めんでその様子を見守っているユートに、リーシャはくるりと向き直った。

「ね？　大だい丈じよう夫ぶですわよ、タジェス様を連れて行っても」

「しかし……父上の許可もいただかずに……」

「お父様にはわたくしからお伝えしておきますわ。きっとお父様も反対なさらないはずです。イルがこの有様では、人手が多いに越こしたことはありませんもの」

「あの……いったい？」

　二人のやりとりにタジェスが遠えん慮りよがちに口を挟み、ユートは苦虫を嚙み潰つぶしたような表情で口を閉じる。

　かわりにタジェスに向かって説明したのは、朗ほがらかな笑みを浮かべたリーシャだった。

「イルを連れて、ユートと一いつ緒しよに行っていただきたい場所がございますの。さほど遠くはない場所ですけど──そこは王家の血を引く人間以外には立ち入ることのできない場所で、〈封ふう印いんの森〉と呼ばれていますわ」







　晴れ渡わたった空から降り注ぐ日差しが、木々の影かげを地面に濃こく落としている。

　むせ返るような緑の中、栗くり毛げの馬に乗って細い山道を進みながら、タジェスは愛馬フェリに乗って前方を進むユートに声を投げた。

「そろそろかい？　けっこう城から離はなれたと思うんだけど……」

「もう少し先だ」

　応こたえるユートの後ろには、毛布でぐるぐる巻きにされたイルが乗っている。

　自分の力では満足に動くことのできないイルを馬に乗せるため、縄なわで鞍くらに固定しておこうと言ったのはユートだ。ただそれではあまりに見た目が悪い──罪人にしか見えない──ため、毛布を固く巻いてその端はしを鞍に縛しばり付けるというやり方で決着したのだった。

「それより、〈封印の森〉に入ったら絶対に俺から離れるなよ。迷子になるからな」

「……まさか、道がないとか？」

「あることはあるんだが……あの森の中では道に迷いやすいんだ。たいていは知らないうちに森の外に出てしまう……王家の血を引く人間が同行してさえいれば、迷うことなく森の奥まで行けるんだがな」

「それって、まさか……」

　なにか気づいたようにタジェスが言葉を口にしようとしたその時、緩ゆるやかに下る道の前方に鬱うつ蒼そうと茂しげる木立が見えてきた。

「あそこだ」

　ユートの声に視線を戻もどし、タジェスはわずかに息を吞む。

　ここまでの道のりで目にしたものとは明らかに桁けたの違ちがう樹じゆ齢れいの木々が、巨きよ大だいな衛兵のように並んで立っているのが見えたためだ。

　その隙すき間まを埋うめるのは、それよりもいくぶん背せ丈たけの低い木々と蔓つる性せい植物の枝葉。重なり合う木々の葉に太陽の光を遮さえぎられた森の中は、明るさに慣れた目にはまるで真夜中のように暗く感じられる。

「行くぞ」

　かろうじて開けた森の入口に向かって、ユートは気負う様子もなく馬を進める。

　そのあとに内心おっかなびっくりながらも顔には出さずにタジェスが続いたが、目が慣れてくるにつれて、その表情は徐じよ々じよに感かん嘆たんを帯びたものへと変わっていった。

　周囲にそびえ立つ木々の大きさが、あらためて実感できたためである。数百年──あるいは千年を超こえるであろう木々の幹はみっしりとした苔こけに覆おおわれ、その根元には羊歯しだや茸きのこが小さな群落を作っている。

「きょろきょろするな。置いていくぞ」

　遅おくれがちなタジェスにユートはそう何度も声をかけ、その度たびにタジェスは慌あわてて馬の速度を上げる。幸い背後のイルを気き遣づかってか、ユートはそれほど速度を上げることはなくタジェスが置き去りにされるようなこともなかった。

「……着いたぞ」

　やがて、ユートはそう言って馬を止める。

　その声にはわずかに硬かたい響ひびきが含まれていたが、眼前の光景に言葉もなく見入っていたタジェスはそれには気づかなかった。

「これって……」

　タジェスは呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、目の前に広がる風景を見やる。

　森を抜ぬけた先にあったのは、山の斜しや面めんを巨きよ人じんの手でごっそりと抉えぐり取ったような切り立った崖がけだった。ほとんど直角といってよい角度でそびえる崖には、わずかな窪くぼみに根を下ろす灌かん木ぼく以外なにも生えていない。

　しかし、タジェスの目を奪うばったのは崖そのものではなかった。

　その下方──崖と地面が接しているあたりに、巨大な岩を無造作に積み上げて作ったような岩屋が見えたのである。崖の大きさに比べるとまるで玩具おもちやのように小さく見えるが、岩屋を形作る岩は一つ一つがちょっとした建物くらいの大きさだ。

　岩屋の奥には、黒々とした穴がぽっかりと口を開けている。これまた鼠ねずみの穴のように見えるが、大人が数人は並んで楽に通れるくらいの広さがある。

「ユート、あれは……？」

「〈封印の森〉が王家の人間以外の立ち入りを拒こばむ理由──と言われているが、正直なところ俺にもよくわからん。ただ、あそこがフォーレにとって特別な場所であることだけは確かだ。イルにとっても──それに、俺にとっても」

　鞍の金具に毛布を縛り付けている紐ひもを解きながら、ユートは淡たん々たんと説明する。

　その言葉を半ば聞き流しながら、タジェスは馬を下りて崖がけ下したの穴へと近づいていった。

（これは──人間が作ったものなのか？）

　冷や汗あせ混じりに内心で呟つぶやくタジェスを横目に見やり、ユートは馬を下りると毛布に包まれたままのイルを鞍あん上じようから抱かかえ下ろす。

　見た目に似合わぬ力でイルを地面に座らせると、「ありがとうございます、王子」と微笑ほほえむイルの身体からだから乱暴に毛布を剝はぎ取った。

「うわっ！　もう少し丁てい寧ねいに扱あつかって下さいよ！」

「十分壊こわれ物扱あつかいしてやっただろうが！　贅ぜい沢たくを言うな！」

　ユートは言って、丁寧にたたんだ毛布を馬の背に乗せ、タジェスの馬と一緒に近くの木の下まで引いていく。木の幹に手た綱づなを結んで戻ってくるユートの姿を見やりながら、イルは懐なつかしそうに目を細めて言った。

「久しぶりですね、ここに来るのは……もしかして王子と出会って以来ですか？」

「……そうだな」

　言いながらイルの腕うでを肩かたにかけ、よっこらせと担かつぎ上げるユートにタジェスは驚おどろいたような目を向ける。

「出会った……ここで？」

「ああ」

　ユートは言葉を選ぶように口を閉じ、岩屋に目をやって残りの言葉を口にする。

「正確には、その岩屋の奥でだがな。俺が三歳の時だ。ここまでどうやって来たのかは覚えていないが……なにかに呼ばれているような気がして、その中に入っていった。そこでイル──〈イリュウス〉に出会ったんだ」

「可愛かわいかったですよねぇ、王子」

　にこにこと嬉うれしそうに微笑んでイルが言うと、ユートは眉まゆを吊つり上げて怒ど鳴なる。

「可愛いとか言うな！　別に好きであんな格好をしていたわけじゃ……!!」

「でも、本当によく似合っておいででしたよ？　小こ花ばな柄がらの淡あわい桃もも色いろのドレス……あの頃ころは髪かみも長く伸のばしていて」

「あ、あれは母上が……いいから黙だまれ！　それ以上一言でも喋しやべったら放ほうり出すぞ!!」

　顔を真っ赤にして叫さけぶユートをタジェスはやや呆あつ気けに取られたように見つめてから、口元に手を当ててぷっと吹ふき出した。

「……そう言えば、子供の頃は女の子の格好で育てられたんだっけ？」

「お前も言うな！　というか、そのことは今すぐ忘れろ!!」

「忘れられないよ、あんな可愛い肖しよう像ぞう画がを見せられたんじゃ……今はもうドレスは着ないのかい？　たぶん、とてもよく似合うと思うんだけど。なんなら私から、最新流りゆう行こうのドレスを一着贈おくらせてもらっても……」

「……今すぐその口を閉じないと、こいつをお前にぶん投げるぞ」

　据すわった目で低く声を発するユートに、「こいつ」呼ばわりされたイルが「えええっ!?」と慌てふためいた様子を見せる。

「わわ、私は投とう擲てき用の武器じゃありませんよ！　それは使い方を色々と間ま違ちがえてます!!」

「わかった、わかった」

　タジェスは笑いながら両手を上げて見せ、ユートはその顔を睨にらみつけるとまさに今放り投げようとしていたイルの身体を、やや乱暴に背中に担いだ。

「いいから行くぞ！」

「手伝うよ、ユート。一人で運ぶのは大変だろう？」

　タジェスの提案にユートは少し考え込む様子を見せたあと、イルに肩を貸すような形に担ぎ直し、空いている左ひだり腕うでをタジェスが肩にかけてその身体を支える。

　協力してイルの身体を運びながら、二人は巨きよ石せきに囲まれた入口の奥へと入っていく。

　入口の中は思っていたよりも明るく、奥へ続く通路がはっきりと見えた。床ゆかは磨みがいたように滑なめらかで小石の一つ、枯かれ葉はの一枚も落ちていない。頭上に一定の間かん隔かくで並ぶ明かり取りらしき窓も、崖の高さを考えれば明らかに不自然な存在だった。

「ここって……もしかして」

　無言で奥へ進むユートにタジェスが声をかけ、それに答えが返されるより早く二人は一面の光に包まれた空間に到とう着ちやくした。

「………」

　薄うす明あかりに慣れた目を眩まぶしそうに細め、タジェスはその部屋を凝ぎよう視しする。

　天てん井じよう全体がうっすらと白く発光し、それが壁かべに乱反射して眩しいほどの明るさを作り出している。乱反射の原因は壁の素材にあった。純度の高い水で作った氷の結けつ晶しようのような無色透とう明めいの鉱物によって形作られているのだ。

「ここに……あの時、〈イリュウス〉がいた」

　タジェスの顔を見ずに、淡々とした口調でユートが告げた。

「いや──あった、と言うべきなのかもしれない。剣けんの姿をして壁の中に埋め込まれていたあれは。手に取りたくて、壁に触さわると壁が音をたてて崩れ落ちて……剣を摑つかんだ瞬しゆん間かん、精せい霊れいの姿をとった〈イリュウス〉が目の前に立っていたんだ」

　言いながらユートは壁にそっと手を触ふれ、タジェスはそれにつられるように氷のように透すきとおった壁を見つめやる。

「ここになら……イルを治す手がかりがあるかもしれない。いや、ここになければもう、他ほかに可能性は……」

　ユートはきつく唇くちびるを嚙かみしめ、不安をにじませた視線を肩に担いだイルへと向ける。同時にイルの表情が完全に消えているのに気づき、その目が大きく見開かれた。

「イル……お前!?」

　その声の切せつ迫ぱくした響きで、タジェスもイルの異変に気づく。

「イル……おい、返事をしろ！」

　ユートの声に応こたえるようにイルはのろのろと首を動かし──唇がかすかに開かれた。

「歌……が、聞こえ……」

　その言葉だけを口にし、唇を薄うすく開いたままイルの姿が空気に溶とけるように消える。

　肩にかかる重みがなくなり、わずかに均きん衡こうを崩くずしてよろめくタジェスの目の前で、その姿は銀と水すい晶しようで作られたような優美な長ちよう剣けんへと変わった。

　部屋中を満たす光の中に、支えもなく浮うかぶ長剣にユートは恐おそる恐る手を伸ばす。

「イル……応えろ、〈イリュウス〉!!」

　呼びかけても返事はなく、触れた手に伝わるのはひんやりとした冷たさだけだった。空中に浮かぶ長剣を両手で握にぎりしめ、ユートはやり場のない思いを叩たたきつけるようにくり返し、その名を呼ぶ。

「〈イリュウス〉！　なんとか言え、〈イリュウス〉!!」

「……ユート」

　見かねたようにタジェスが声をかけると、ユートはきつく奥歯を嚙みしめて手にした剣を見下ろし、低く押し殺すような声で言った。

「返事がない……どういうことだ？　急に剣に変わったと思ったら……俺の声が届いていないのか？　それとも……」

「落ち着いて、ユート」

　タジェスはユートの肩に手を置き、その顔をのぞき込んで告げる。

「ここに連れてきてこうなったということは、なにかイルに影えい響きようを与あたえるものがここにあるということじゃないか？　それを探せば……」

「だが、なにが影響を与えているのか俺には判断できない」

　のろのろと首を振ふって、ユートは喉のどの奥から絞しぼり出すように言う。

　自身の無力を嘆なげくかのように、打ちひしがれたその姿をタジェスは驚いたように見やって、直後その瞳ひとみに浮かぶ光を鋭するどいものへと変えた。

「だが、嘆いていても始まらない。君に判断できないというのなら、誰だれか他に判断できる人を探すべきだろう？　城に〈イリュウス〉のことについて詳くわしく知っている人はいないのかい？　君の父上は？　そういう人から話を聞いたほうがいいんじゃないかい？」

「……そう、だな」

　悔くやしげに唇を嚙んで、ユートはタジェスに促うながされるまま入口に足を向ける。

　足音の響ひびく通路を二人で戻もどり、陽光の降り注ぐ外に足を踏ふみ出した──その時、二人の耳に風を切るようなかすかな音が届いた。

　不思議に思って顔を上げた瞬間、頭上に巨きよ大だいな影かげが舞まい降りる。

「な──っ!?」

　反射的に身構えたユートの前で黒い影は激しい羽音を立てて速度を減げん殺さいし、叩きつけられた風に思わず目を細めた時、ぐるりと身体からだの向きを変えて影は音一つ立てず綺き麗れいに足から地面に降り立った。

　滑らかな曲線を描えがく身体を覆おおう銅あかがね色いろの鱗うろこが、ぎらりと鋭く陽光を反射する。

　一いつ対ついの翼つばさを背に広げ、馬の二倍はあろうという高さから見下ろす瞳は黄金とも朱しゆ紅こうともつかない色合いに輝かがやいている。しなやかに伸びる首から尾おの先にかけて楔くさび状じようの鱗がずらりと一列に生え、狼おおかみに似た頭部からは朱金の二本の角が生えている。

「……まさか」

　ユートが呟つぶやいた時、伝説にのみ語られる竜りゆうに酷こく似じしたその生き物の上から、若い男の声が投げられた。

「悪ぃ悪ぃ、速度が出すぎて止まりきれなかった──大だい丈じよう夫ぶか？」

　生き物の首にかけた手た綱づなを手に、ひょいと長い首の向こうから顔をのぞかせたのは鮮あざやかな真しん紅くの髪をした青年だ。

　癖くせの強い髪に様々な色の組くみ紐ひもを混ぜて編み、洗あらいざらした朱色の布を額に巻いている。簡素な衣服の腰こしには髪と同じ色の腰帯おびが巻かれ、余った帯の端はしが風に軽くはためいている。その腰には短めの剣も帯びていたが、その剣以上に鋭い雰ふん囲い気きを漂ただよわせているのが当の本人だった。

「お、お前……どうして……」

「よう、元気だったか？　王子様」

　青緑色の瞳に悪戯いたずらっ子のような光を宿して告げる青年──カーマイクルの姿をユートはやや呆ぼう然ぜんと見上げる。

　その視線に応えるように、カーマイクルは片頰ほおににっと笑えみを刻んだ。
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　ユートの見ている前でカーマイクルは巨大な生き物──それが長ロン尾グテ竜イルと呼ばれていたことをユートは思い出す──から身軽に飛び降りると、軽けい妙みような口調で話しかけた。

「それにしても、相っ変わらず娘むすめっ子みたいに細いな～。ちゃんと食ってるのか？」

「誰が娘だっ！　しっかり三食食ってるわ、人聞きの悪い!!」

　反射的に怒ど鳴なり返し、ユートはそれどころではないと思い直す。

「お前──どうして、ここに？　王家の人間以外は、この森には立ち入れないはずでは……」

「火急の件ゆえ、申し訳ないが勝手に押し入らせてもらった」

　そう言葉を返したのは、カーマイクルではなかった。竜の上にもう一人の人ひと影かげがあったことに、ユートはその時初めて気がついた。

「シーゼルフォード城にそなたの気配がなかったのでな。捜さがしてみたらこちらに来ているのがわかった。おかげで説明してこちらに連れてくる手間が省けたが──その様子だと、どうやら〈イリュウス〉にも〈ハルピュイア〉の影響がすでに出とるようだな」

　淡たん々たんとした口調で告げるのは、白金の髪かみに艶つややかな紫むらさきの瞳をした少年だった。

　ユートと同じくらいの年とし頃ごろであるにもかかわらず、老人のような口調で喋しやべるのがやや奇き異いに感じられる。

　小こ柄がらな身体を包むのはゆったりとした純白の衣ころもで、慣れた様子で衣の裾すそを摑み上げると彼は竜の背中から勢いよく飛び降りた。

「な……」

　危なげなく地面に着地すると、少年は短く切った髪を乱暴に払はらってユートに歩み寄る。

　ほとんど鼻先が触れあわんばかりの距きよ離りでじっと見み据すえられ──幸か不幸か、少年の身長はユートとあまり変わらなかった──ユートがたじろいだような声を出す。同時に少年はユートから身体を離はなして、ふんと言いたげな表情を浮かべた。

「いささか頼たよりないが──他に使えそうな者もおらんし、今回はこれでよしとするか」

「なんだと……!?」

　思わず声を荒あらげてから、ユートは戸と惑まどったような視線をカーマイクルに向ける。その視線に対し、カーマイクルは軽く肩かたをすくめながら首を横に振ってみせた。

「俺は今回、ただの足代わりだ」

「……〈疾風ベンダの紅バール〉の頭かしらが、ただの足代わりだと？　どういうことなんだ？」

　困こん惑わくするユートの様子にかまわず、少年はユートがその手に握りしめている〈イリュウス〉へと無造作に手を伸ばす。

「なにを──！」

「取りゃせんわ。いちいち騒さわぐな」

　言い放って、少年はユートの手から〈イリュウス〉を取り上げる。

　奪うばわれまいと反射的に指に込めた力が抜ぬけたのは、少年の動きがあまりに隙すきだらけだったのと、向けられた瞳に浮かぶ奥深い光に威い圧あつされたためだった。

　少年は取り上げた〈イリュウス〉を重そうに両手で持つと、矯ためつ眇すがめつするように無色の刀身に顔を寄せて見つめる。

「……ふむ、〈ハルピュイア〉の術式を遮しや断だんするために休きゆう眠みん状態に入ったか」

　少年は刀身から顔を離すと、眉み間けんに皺しわを寄せたまま呟いて〈イリュウス〉をユートにぽんと放ほうるように投げ返した。

「お前、人のものを……！」

「その程度のことで壊こわれたりせん。それに、お前ではなく儂わしにはアークトゥールという立派な名がある。縮めてアークと呼んでも、心の広い儂は笑って許してやるから感謝せい」

　平然と少年──アークは言葉を返し、眉まゆを吊つり上げるユートに重ねて言った。

「そんなことより、この剣けんが今どのような状態にあるのか知りたくはないのか？　興味があるなら、その口を閉じて儂の話を聞け」

　ぐっと押し黙だまるユートに、アークはほんの少しばかり表情を和やわらげてから言葉を続ける。

「〈イリュウス〉がその形状になったのは、己おのれの精神に影響を与える術式から自分自身を守るためだ。全力をもってせねば抵てい抗こうできない術式だったゆえ、仮の肉体を維い持じすることを放ほう棄きしたのであろう──人間に近い肉体を維持するのは、けっこうな労力を必要とするからな」

「……〈イリュウス〉が自らこの形状になったと？」

「その通り。無意識におけるものであろうが──それより問題なのは〈イリュウス〉に影響を与えている術式の方だな。これだけの影響を与えているとなると、おそらく〈種〉はほとんど完全に汚お染せんされていると考えた方が良い。そうでもなければこの状態はとても説明しきれん」

「……全然説明になっていない気がするのは、俺の勘かん違ちがいか？」

　頭痛をこらえるように、眉間に皺を寄せて言葉を返すユートにアークは面めん倒どうくさそうな顔を見せてから、言葉を探すようにして言った。

「要するに、古代の魔ま術じゆつを使って〈イリュウス〉を操あやつろうとしている人間がいると思え。正確には〈イリュウス〉のみではなく、現在活動しているすべての精せい霊れいが対象だが──〈イリュウス〉以外にこの大陸で活動しておる精霊はおらんはずだからな」

　ちらりとユートの持つ〈イリュウス〉を見やり、アークはユートの顔に視線を戻す。

「普ふ通つうならば、どのような術式を用いようと〈イリュウス〉を操ることなどできん。しかし、今回狙ねらわれたのは〈種〉──すべての精霊の精神の根幹をなす存在だ。この世界とは異なる場所に封ふう印いんされた、精霊の祖先とも言うべきものだろうか……むろん、それとて簡単に操られたりするようなものではない。だが、今回使われたのはおそらく〈種〉専用に作り出された術式──〈ハルピュイア〉だった」

「それは……さっき言っていた……」

「さよう。封印されている〈種〉を目覚めさせ、支配しうる可能性を持つ唯ゆい一いつの術式。それが〈ハルピュイア〉だ。ひとたび〈種〉が目覚めれば、すべての精霊がその支配を受けることとなる──現在この世においては〈イリュウス〉が。今は休眠状態に入ることで〈種〉からの指令を排はい除じよしておるが、〈種〉が完全に目覚めればそれもかなわなくなる」

「そんな……」

　我知らず呟き、手にした〈イリュウス〉を見下ろすユートに、アークはわずかに痛ましげな視線を向けた。

　それを隠かくすように、軽く首を振ふってアークは言葉を続ける。

「〈ハルピュイア〉は失われた術式とされておった。存在は伝えられていたが、実際使われたことは一度もなかったからな──まさかそれが実存していて、しかも使いこなせる者がいようとは想像だにしておらんかった。その儂の考えの甘さが招いた失敗──それについては謝る。本当に申し訳ないことをした」

「……ちょ、おい！」

　目の前で深々と頭を下げるアークを見て、ユートは慌あわてた声をあげる。

　アークの言葉の意味を完全に理解することはできなかったが、ここ数日イルがおかしかった理由はだいたい判明した。

　しかし、だからといってアークが頭を下げる理由があるとは思われなかった。

「……世にも珍めずらしいもの見ちまった」

　ぼそりとカーマイクルが言葉を投げ、どう対処してよいのかわからないままアークを見ていたユートが助けを求めるように視線を移す。

　日焼けした顔ににやにやと笑えみを浮うかべながら、彼はアークに目をやって言った。

「滅めつ多たに拝めないものだから、しっかり目に焼き付けておいたほうがいいぜ。この御ご仁じんが謝るところなんざ、百年に一度も見られるかどうかだ」

「余計な口を叩たたくな、若造が」

　途と端たんに顔を上げ、アークが不ふ機き嫌げんそのものの声をカーマイクルに向かって放つ。

「己の不始末を詫わびるのは人として当然であろうが！　下らん茶々を入れとらんで儂をもっと早くここに連れてこられなかったことを心の底から反省せんか！」

「あれ以上早くって……そりゃ無む茶ちやですぜ。ご老体落っことしちまったら一大事でしょうが」

「ご老体とはなんだ！　こんなぴっちぴちの若者を捕つかまえて！」

「若いのは見た目だけのくせに……つうか、見た目通りに扱あつかったらまた怒おこるくせして」

　ぼそぼそと文句を言うカーマイクルに背を向け、アークは二人のやりとりを言葉も挟はさめずに見守っていたユートに向き直った。

　こほんと軽く咳せきをして、彼はばつの悪さをごまかすようにいささか早口で言う。

「この馬ば鹿かは放っておくとして、そなたには頼たのみたいことがある。〈イリュウス〉にも関かかわることじゃ──頼まれてくれるか？」

「……頼みの内容にもよるが」

　鋭するどい瞳ひとみでアークを見据え、ユートは慎しん重ちような口調で応こたえる。

「しかし──〈イリュウス〉をこのままにしておくこともできん。今の話の流れからすると、〈イリュウス〉をもとの状態に戻もどすためにはその〈ハルピュイア〉という術式をどうにかする必要があるのだろう？」

「察しが良くて助かる」

　口元にうっすらと笑みを浮かべて、アークはユートの視線を真っ向から受け止めた。

「そなたに頼みたいのはそれだ。〈種〉の封印されている世界──精霊の領域に通じる通路みちを開くゆえ、〈種〉を完全に支配しようとしている〈ハルピュイア〉を消しよう滅めつさせてもらいたい。もちろん儂も一いつ緒しよについていって手助けする。向こうの世界に不慣れなそなたを、一人で放り込むわけにもゆかんのでな──できる限りの力を貸すことを約束しよう」

「……俺には、術式とやらを滅ほろぼす方法などわからないぞ？」

　心もとなさそうな表情で言葉を返すユートに、アークは口元に浮かべた微笑ほほえみを濃こくする。

「そんなもんわかっておらんでも、そなたには〈イリュウス〉を使いこなすだけの力がある。安心せい──向こうではすべての術式が実体として認にん識しきされる。剣が通じる相手であればそなたにもできることはあろう……剣が通じない相手にはちょっとばかり弱いようだがな」

　途端にユートはかたわらに立つカーマイクルにきっと鋭い視線を向け、カーマイクルはそ知らぬ顔でそっぽを向いた。

　情報の漏ろう洩えい元は明らかだったが、ユートはそれ以上カーマイクルにかまおうとはせず、にやにやと笑うアークに視線を戻した。

「つまり、俺の腕うでっ節ぷしに用がある……ということか？」

「そればかりでもないが、そうと思ってもらってかまわん──引き受けてくれると言うのであれば、心ばかりだが報ほう酬しゆうも支し払はらおう」

　言ってアークが懐ふところから出したのは、小さな革かわの袋ふくろだった。

　袋の口を開けて無造作にひっくり返すと、鈍にぶく光を弾はじく白っぽい石が出てくる。

　ユートが目を丸くしたのは、それが研けん磨まされる前の金ダイ剛ヤモ石ンドだとわかったためだった。大きなものは子供の拳こぶしほどもあり、きちんと磨みがいて装そう飾しよく用の加工を施ほどこせば何千万という値が付くのは間ま違ちがいないだろう。

（これ一つでそれだけの値打ちがあるとすれば、この袋全部で三億……いや四億!?　それだけあれば、借金を大おお幅はばに減らせるぞ!!）

「……ユート、目が金貨になってるよ」

　タジェスにさり気なく声をかけられ、ユートははっとしてかぶりを振った。

　アークの手のひらに転がる原石から微び妙みように視線を逸そらして、無理をしているのがありありとわかる強い口調でユートは言葉を返す。

「ほ、報酬を受け取るつもりはない！　本来なら、こちらから頼んでもいいくらいのことなのだから──〈イリュウス〉をもとに戻すことができるんだったら、俺は精霊の領域へだろうとどこだろうと行ってやる!!」

　驚おどろいたようにユートの顔を見返してから、アークはにやっと顔全体に笑みを浮かべた。

「聞いていた通りの石頭だな！　しかし気に入った!!」

　からからと快こころよさげに笑って、アークは手のひらの上の原石を袋の中に戻すと、目を丸くして見ているユートの手に強ごう引いんに握にぎらせる。

「おい、人の話を……っ！」

「いいから受け取っておけ。〈ハルピュイア〉を消滅させるのは、そなたが考えている以上の大仕事だ。ましてや精霊の領域に初めて接する素人しろうとが──言っておくが、慣れた者でも下手をすれば戻れなくなる可能性があるのだぞ。そんな場所に危険を承知で連れて行こうと言うんだ、せめてそのくらいの対価は支払わせんかい！」

　言葉を挟む隙すきもなく一方的にまくしたてられ、思わず受け取った革袋を手にユートは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　そんなユートにアークはにやっと笑って、付け足すように言った。

「それに、これくらいでも少しは国の借金を返す足しになろう？　王子の身分で、国の借金を返すために働こうとはなかなかできることではないぞ！　実に天あつ晴ぱれな心がけだ！」

　目を丸くしているユートに背を向け、アークは足早に森に向かって歩き出す。

　ユートが慌てて声をかけようとするよりも早く、彼はくるりとふり向いて底の見えない紫むらさきの瞳をユートに据すえて言った。

「ただし、生半可な覚かく悟ごでは済まぬことだが──それでも行くか？」

「行く」

　きっぱりと言い放ったユートに、アークはちらりと好このもしげな笑みを見せる。

「そうか……ならば、付いてこい」

　そう言って再び歩き始めたアークの背中を追ってユートも歩き出し、竜りゆうの手た綱づなを引いたカーマイクルと戸と惑まどいの色を瞳に浮かべたタジェスが、互たがいを警けい戒かいするような微妙な間かん隔かくを開けて二人のあとに続いた。







　崖がけ下したを離はなれて、アークは森の中へと足を踏ふみ入れていった。

　道なき道を平然と踏み分け、ずんずん森の奥に向かって進んでいくアークにユートがたまりかねたように声をかける。

「おい、どこへ行く気だ？」

「黙だまってついてこんか！　──ふむ、このあたりでよいか」

　アークが足を止めたのは、森全体でもひときわ大きな一本の樹きの前だった。

　空に向かって高々と枝を差し上げる幹は太く、大人が十人輪になっても囲むことはできないほどだ。下のほうにはほとんど枝がなく、苔こけに半ば覆おおわれた幹がまるで天と地を支える柱のように揺ゆるぎなくそびえ立っている。

「今、準備をするからしばらく待っておれ」

　そう言うとアークはカーマイクルに横おう柄へいな態度で目配せを送り、カーマイクルは「人使いが荒あらいぜ」と肩かたをすくめながら、竜の背に載のせた荷物を下ろして少年に歩み寄っていく。

　言葉もなくそれを見送るユートに、タジェスが身を屈かがめて低めた声をかけた。

「ユート……」

　案じるような響ひびきを帯びた声に、ユートは前を向いたまま一拍ぱくの間もなく言い返す。

「わかっている。危険だと言いたいのだろう？」

　タジェスはつかの間口を閉じてから、考え込むような眼まな差ざしを巨きよ木ぼくの前に立つアークとカーマイクルに向けて言う。

「正直、ここまでついてきて良かったものか迷ってるよ……あの二人、本当に信用して大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「わからん」

　あっさりとユートが返した言葉に、タジェスは思わず眉まゆを寄せる。

　しかし、彼がユートに言葉を投げるよりも早く、ユートは少しも口調を変化させることなく次の言葉を口にした。

「だが、信用しないことには始まらん。それに、あのアークとかいう少年──」

　彼の見た目の年ねん齢れいを信じていいものかわからず、ユートは言いにくそうに唇くちびるを歪ゆがませて、

「──あの男の言っていることに、噓うそはないように思える。騙だますつもりなら、わざわざあんな手の込んだ作り話をするとは思えんし……」

「……そう思わせるのが狙ねらいだとしたら？」

「その場合は、まんまとあいつの噓に踊おどらされることになるな」

　とぼけた様子で応こたえるユートに、タジェスはわずかに非難するような眼差しを向けた。

「ユート、私は真面目まじめに……！」

「もちろんわかっている、心配するな──こちらに危害を加える目的で近づいてきたのなら、俺にもわかる。そもそも、そんな奴やつにカーマイクルが手を貸すとも思えんしな」

「……ずいぶん信用してるんだね」

「その程度の義理はある、と信じたいところだが……」

　微妙な表情になるタジェスにユートは深刻さの感じられない口調で言い返し、巨木の根元でなにやら作業している二人を見つめやる。

「前から聞こうと思っていたんだけど、あの男となにかあったのかい？　ずいぶん親しげじゃないかい……確か〈疾風ベンダの紅バール〉の頭かしらとか言っていたよね？　そういえば指輪がどうこうという話も聞いたような気が……」

　じとっとした目つきで背はい後ご霊れいのように忍しのび寄るタジェスに、ユートは煩わずらわしげな目を向けて語気も荒く言い放った。

「うるさいな！　どうしてお前がそんなことを気にするんだ!?」

「気になるに決まっているだろう！　大事な君に悪い虫が付くのを黙って見てなどいられるものか！　相手は犯罪者だよ、悪いことは言わないから考え直して……」

「だから、どうしてそういう話になるんだ!?」

　嚙かみつくように言い返して、ユートは冷たい目をタジェスに向ける。

「ついてきたことを後こう悔かいしているのなら、さっさと帰ったらどうだ？　誰だれもお前についてきて欲しいなどと言っては……」

「君を置いて帰ることなどできないよ。言っておくが、ついてきて良かったものか案じているのは君が一いつ緒しよだからだ──君が危険な目に遭あうのを、手をつかねて見守っているわけにはいかない。場合によっては、引きずってでも君を城に連れて帰るからね」

　タジェスも負けじと厳しい口調で言葉を返し、睨にらみ合っている二人にアークが不思議そうな声を投げかけた。

「──どうした？　こっちの準備は終わったぞ」

「この男が今いま更さらになって、ついてきて良かったものかなどとグダグダ言い出すものでな」

　タジェスを睨みながら、ユートは苛いら立だちのにじむ声をアークに投げ返す。

「だったら、さっさと帰れと言ってやったところだ。どのみち、ここから先お前に出番はないのだから──」

「冗じよう談だんじゃない！　君を一人で行かせられるわけがないだろう！」

「危険だからこそ、お前を同行させるわけにはいかない！　自分の立場を考えたことがあるのか!?　ついてこられる方が迷めい惑わくだ!!」

「立場うんぬんについて、君に言われたくはないよ！」

　二人の言い合いをぽかんと見守っていたアークは、そこでようやく両者の言い分を理解してこともなげに言った。

「だったら、そやつも連れていけばよかろう──向こうに渡わたることができるか、できないかはそやつの器うつわ次し第だい。器が及およばなくばどんなに望んでも同行はできまいし、向こうに渡れるだけの器の持ち主ならむしろ戦力として無む理り矢や理りにでも連れていきたいくらいだ」

「お前……っ！」

「悪いがこちらも、なりふりかまっておられる状態ではないのでの」

　冷たい口調で言い返し、アークは冷れい徹てつな光の宿る眼差しをタジェスに向けた。

「しかし先さき程ほども言ったが、命の保証はできんぞ？　こんなところで簡単に危険にさらしてよい命なのか？　ニーザベイムのタジェス王子？」

　わずかに目を見はってから、タジェスは瞳ひとみを鋭するどく光らせてふっと笑った。

「こんなところで尽きる程度の命なら、後生大事に持ち帰ったところでたいして役に立たないとは思わないかい？」

「簡単に言いよるな、若造が」

　冷れい笑しようと苦笑の中間くらいの表情で、アークはタジェスに言葉を放った。

「運と天命を秤はかりにかけるか？　そんなことで試ためされる天も迷惑な話だがな──まあいい。その覚悟があるなら運と天命、ついでに己おのれの器もここで計ってみるがいい」

　ふわりと衣ころもの端はしをひるがえして背を向けるアークを、ユートは慌あわてて呼び止めようとする。

「おい……っ！」

「止めても無む駄だだよ、ユート」

　開き直ったような穏おだやかな声をタジェスが投げ、ユートはその顔に鋭い視線を向けた。

「馬ば鹿かかお前は！　あれだけ危険だと言われているのに──粗そ末まつにしていい命だとでも思っているのか!?」

「だけど、君は無事に戻もどってくるつもりなんだろう？」

　はっきりとした声こわ音ねで告げられ、ユートはわずかな間言葉に詰つまった。

「それは……もちろん、そのつもりだが……」

「だったら、私もきっと無事に戻ってくるよ。君にだって、帰りを待っている大切な人たちがいるんだ。その人たちを哀かなしませるようなことをしてはいけない──そのためにも利用できるものはなんでも利用したまえ。私は喜んで、君に利用されてあげるから」

　片目を閉じてみせるタジェスに、ユートは複雑な顔つきで黙り込んでしまう。

　タジェスはにっこりと人ひと懐なつっこい笑えみをその顔に広げると、さり気ない仕草でユートの肩に手を伸のばした。

「なんだい、黙りこくって……もしかして惚ほれ直したかい？」

「阿あ呆ほうか！」

　肩を抱だこうとする手をばしりと払はらいのけて、ユートは怒ど鳴なった。
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「下らんことを言ってないで──行くぞ！」

　言い捨てて足早に歩き出すユートをしばし見送り、タジェスは口元に浮うかべた笑みを深めてその背中を追いかけた。

「少しは私のことを見直してくれたかい？　今、自分でもけっこういいこと言ったような気がするんだけど……」

「その一言が余計なんだ！　黙だまっていればいいものを！」

　肩かた越ごしにタジェスを睨みつけた目を、ユートは手にした〈イリュウス〉へと向ける。

　その瞳に痛みをこらえるような光が一いつ瞬しゆんのぞいたが、直後それを純然たる決意の色に変えてユートは巨木の前に立つアークに歩み寄っていった。







「──少し、そこから離はなれて立っておれ」

　近づいてきたユートたちに視線も向けずに言うと、アークは長衣の下からしゃらりと環かん状じように束ねた長い鎖くさりを取り出した。

　紐ひものように細い銀の鎖には、いくつもの透とう明めいな珠たまが輪のような金具で固定されている。

　鎖を束ねる留め金を慣れた仕草で外すと、アークは空中に向かって鎖を大きく広げるように放ほうり投げた。

「レスイール・ティール・グローナ──我は契けい約やくをかわせし者」

　鎖の端を片手に握にぎり込んだまま、アークは宙に向かって澄すんだ声を放つ。

「真球に封ふうじたる力の断だん片ぺん、我が声に応え目覚めよ。呼びたるは盤ばん石じやくの磐いわお、天と地の柱、時と空間を支配する二十七の術式──」

　よどみなく流れる言葉に反応するかのように、鎖の各所に留められた珠がぽつぽつと息づくような光を宿す。

　同時に、巨きよ木ぼくの前に一定の間かん隔かくで置かれた水すい晶しよう片のようなものにも同じ光が浮かぶ。

　一つ一つが大人の手のひらほどもある結けつ晶しようは、切り出されたままの加工していない姿のものだった。それらの内部に宿った光は見る間に強さを増し、ほとばしるようにあふれ出て地面に光の線を描えがき始める。

「な……」

　次第に描き上げられていく複雑な図形に、ユートは思わず目を奪うばわれた。

　これまでに何度か同じようなものを目にする機会はあったが、緻ち密みつさがまるで違ちがう──地面からわずかに浮き上がって見える図形の下に、異なる別の図形が描かれていることに気づいてユートは息を吞のんだ。

　描かれた図形は最終的には三層にも及び、完成した図形を前にアークは鎖を大きく振ふるう。

「翼つばさの後こう継けい者しやアークトゥールが名において、封じられし扉とびらをここに開かん」

　少年の姿に似合わぬ厳おごそかな口調でアークが声を放つのと同時に、その目の前に描き出された図形が大きく形を変える。

　生き物のようにうねりながら空中に浮かび上がった線は、複雑に絡からまり合った形もそのまま立体的な図形へと変化した。無数に交差する光の線によって生み出されたのは、緩ゆるやかに湾わん曲きよくした柱によって支えられた一つの扉だ。

　完成した図形はうっすらと透すける扉だけを残して消え、アークは迷うそぶりも見せずに扉に向かって手を差し伸べる。

　触ふれてもいないのに開かれていく扉の向こうで、巨木の幹がぼんやりと霞かすむのがわかった。

「その向こうにあるのが、精せい霊れいの領域だ」

　気を吞まれたように扉を見つめるユートに向かって、アークは鎖を束ねて懐ふところにしまいながら涼すずしい顔つきで言った。

「精霊の領域はどこにでもあり、またどこにも存在しない──ゆえに、どこからでも扉を開くことは可能。ただし、それだけの力が術者にあればの話だがな」

　つまり自分が凄すごいのだと言いたげに胸を張ってみせるアークに、竜りゆうを連れて戻ってきたカーマイクルがぼそりと一言放つ。

「準備に散々人をこき使っておいて言う台詞せりふじゃないですぜ、ご老体」

「たったこれっぽっちの準備で、別領域への扉を開くような大おお技わざを使える術者がこの世にどれだけいると思っとる!?　普ふ通つうならば二十人がかりで七日はかけて行う術だぞ！　一人で成功させただけでも十分世紀の偉い業ぎようなんだ、少しは敬わんか!!」

「だってあんた、人間っていうより化け物の領域に片足突つっ込んでるでしょうが──だいたい足りない力を補うために、この樹きを探してたんじゃ？」

「当たり前だ！　なんの補助もなしに一人であんな術を使ったら、どれだけ魔ま力りよくがあろうが一発でカラカラに乾ひ上あがってしまうわ！　これから精霊の領域に乗り込もうという時に、力を全部使い果たすような馬鹿がどこにおる!!」

　額に青筋を立てて怒鳴ると、アークはカーマイクルにふんと背を向ける。「カラカラに乾上がれば、少しは年相応に見えるんじゃねえの？」というカーマイクルの呟つぶやきは幸いアークの耳には入らず、彼はユートに試すような目を向けて言った。

「本当にいいのだな？　断るなら今のうちだ──この向こうは精霊の領域。だがおそらくすでに、そこは〈ハルピュイア〉の影えい響きようを色強く受けておる。ひとたび向こうに渡れば、たやすくこちらに戻っては来られまい」

「戦力が必要だと言ったのはお前のほうだ」

　アークの目を見み据すえて、揺ゆるぎない口調でユートは言い返す。

　ベルトに付けた小物入れから細い縄なわを取り出すと、彼は手にしていた〈イリュウス〉の柄つかと刀身の二ヶ所に縛しばり付けて斜ななめに背負い──ユートの手にない時は、その刃はは装そう飾しよく品と変わらず完全に切れ味を失う──アークにあらためて向き直った。

「それに、俺にも向こうに行かねばならない理由がある。俺の相棒を──〈イリュウス〉を取り戻さなければいけない」

　きっぱりと言い放つユートにアークは目を細めると、するりと近づいていってその背中を手のひらで力ちから一いつ杯ぱい叩たたいた。

「──っ！　なにを……っ!?」

「よし行くぞ！　覚かく悟ご決めて付いてこい！」

「というか、もしも俺が断ったらどうするつもりでいたんだ？　他ほかに当てでもあったのか!?」

「そんなものあるわけなかろう！　その程度で怖おじ気づくような奴やつなら、連れていっても足手まといになるのが目に見えとる。それなら儂わし一人で乗り込んだ方がまだマシだ！　刺さし違える覚悟ならば儂一人でも〈ハルピュイア〉を討ち滅ほろぼすことくらい難しくはない──もろともにあの世に引きずり込んでくれるわ!!」

「……おい」

　冷や汗あせ混じりに呟くユートに、アークは気負いのない笑みを浮かべて言う。

「安心せい。そなたが断ったらの話だ──儂とて、なにも好んで命を捨てたいわけではない。どれだけ生きたところでまだまだ命は惜おしいからの」

「……というか、お前は実際何歳いくつなんだ？」

　半眼になって問うユートにアークは答えを返さず、後ろに控ひかえるように立つカーマイクルに声を投げ放った。

「そちらも用意はいいか？　おぬしにはしっかり働いてもらうぞ!!」

「あんた、俺を巻き添ぞえにすることに関してはなんのためらいも持ってねえのな……」

　片手で頭をぼりぼりと搔かきながら呟いて、カーマイクルは竜の上にひらりと飛び乗る。その手を借りて、アークがカーマイクルの後ろに収まるのをユートは戸と惑まどった顔で見守った。

「ほれ、行くぜ。あんたも──」

　差し出された手を前に、ユートはわずかにためらう様子を見せる。

「どうした、乗らんのか？」

「……これに乗って行くのか？」

「それが一番、手っ取り早く動けるからな。向こうでどれだけの距きよ離りを移動することになるかわからん──移動の魔ま術じゆつが使えるかどうかもわからんしの」

　むしろ使えない可能性の方が高い、とアークは瞳ひとみに鋭するどい光をのぞかせて告げる。

　その顔をユートはわずかな間沈ちん黙もくして見返し、意を決したように竜に歩み寄った。カーマイクルの手を無視してごつごつと尖とがった鱗うろこを摑つかみ、自力で竜の上に這はい上がる。

「よし、行くか──」

　カーマイクルが笑え顔がおで声を放つと、地上に残されたタジェスが慌あわてたように言った。

「ちょっと待ちたまえ！　まだ乗っていない人間がいるというのに──」

「そりゃ失敬。すっかり忘れてたぜ」

　からかうような笑みを瞳に含ふくませて告げるカーマイクルに、ユートの手を借りて竜の背中に登ったタジェスが険のある眼まな差ざしを向けた。

「意図的なものを感じるのは、私の気のせいかね？」

「気のせい、気のせい──ちっこくて可愛かわいい王子様ならともかく、でっかくてむさ苦しい王子様なんて場所取りなだけだから乗せたくないなんて、かけらも思っちゃいねえから」

「君とは色々と、話し合わなければいけないようだね？」

「時間がねえからあとにしてくれ。向こうに着いてもあんたがそこに乗ってたらな──乗っていない方に俺は賭かけるが」

「言ってくれるじゃないか。その目でしかと確かめるといい！」

　舌ぜつ戦せんをくり広げる二人の間に挟はさまれる格好で、ユートが苛いら立だったように大声をあげる。

「そんなことはあとにしろ！　いいから出発するぞ!!」

「ほい来た」

　カーマイクルは舌戦を一方的に切り上げると、手た綱づなを両手に握にぎり直して竜へと声をかける。

「じゃあ一丁行くとしようぜ、マールス！　荷物が多くて悪いけどな！」

　同時に竜は大きく翼つばさを羽ばたかせ、たくましい両足で大地を蹴けった。宙高く跳ちよう躍やくした身体からだはそのまま滑かつ空くうの体勢に入り、速度を上げながら巨木へと向かっていく。

　ぶつかる、と思わずユートが目を閉じたその時、竜の鼻先が宙に浮うかんだ扉をくぐる。

　竜の身体に比べて、あまりにも小さすぎるその扉は次の瞬しゆん間かん眩まばゆいほどの光を発し、あたりを白く染め上げた。

　その光に、竜の身体全体がすっぽりと包み込まれる。

　光が薄うすれた時、竜の身体はもちろん巨木の前に浮かんだ扉も、陽炎かげろうのように揺ゆらめいて見える幹の姿もなに一つ残されてはいなかった。

　ただ静かに、一本の巨木が枝を風にそよがせているだけだった。







　　　　４




　閉じていた目をユートが開いた時、その目の前いっぱいに広がっていたのはどこまでも青く澄すみわたる空だった。

　雲一つなく広がる空に満ちた光が、呆ぼう然ぜんと見開かれたユートの目を刺さす。

「──これは」

　思わず感かん嘆たんの吐と息いきを洩もらすほど、その空の青さと深さは圧あつ倒とう的だった。視界全体を染め上げる混じり気のない青──空には太陽らしき天体はなく、無数の小さな光点が見え隠かくれしているだけだが、深く澄んだ空の色は明らかに夜空のそれとは違ちがう。

　視線を下方に転じると、島のように点々と浮かぶいくつもの岩がん塊かいが映った。

　よく見れば、岩塊はなんの支えもなく宙に浮かんでおり、その異様な光景にユートは思わず言葉を失って見入る。岩塊の中には上に草木の生おい茂しげっているものもあり、それらと比ひ較かくして見ると岩塊のとてつもない大きさがよくわかった。

「あれは……？」

　呟いたユートの声に応こたえるように、すぐ前に座ったアークが言った。

「〝飛び島〟だ。見ての通り、ただ宙に浮かんでいるだけのただの土つち塊くれだがな」

　その声でユートは自分以外の人間の存在を思い出し、はっとした表情で彼に視線を返す。

　アークとその前に座るカーマイクルの背中が目に入り、ついで後方へと向けた彼の目にタジェスの長身が映った。わずかに安あん堵どしたような息を吐はき、ユートはアークに視線を戻もどすと確かめるようにその言葉を口にした。

「飛び島……？」

「さよう。ここには大地と呼べるものは存在せんのでな──あれらの飛び島が唯ゆい一いつそれに近い役割を果たしておる。うっかり身を乗り出して落っこちるでないぞ？　どこまでも落ちていく羽目になるからの」

　思わず顔を引きつらせて、竜りゆうの背中にしっかりとしがみつくユートに、アークはからからと笑って声を放ほうりやった。

「安心せい、そうなった時はきちんと拾いに行ってやる！」

　自信たっぷりに告げるアークを疑わしそうに見やり、ユートは一面塗ぬり潰つぶしたように広がる足の下の空を恐こわ々ごわと見下ろす。

「安心せい。この世界では距離も時間もたいした意味は持たん。どれだけ落ちようとも、そなたの存在さえ認にん識しきできれば見つけ出すことは難しくはないわい」

「よくわからんが……あまり、当てにしないほうが良さそうなことだけはわかった」

「なんだと！　儂が当てにならんと抜ぬかすのか!?」

「落ちたりしなければいいだけの話だろう？　回収されるとわかっていても、こんな高い場所から落っこちるのはぞっとしないしな」

　言いながら、いかにも嫌いやそうに下を見やるユートに、心から同意するようにタジェスはうんうんと深くうなずいた。

「万が一、拾ってもらえなかった時のことを考えると、なおさらにね……」

「お前まで言うか！　おまけで付いてきた分際で!!」

　タジェスに目をやってくわっと声を荒あらげるアークに、カーマイクルは笑いをこらえるように肩かたを震ふるわせながら肩かた越ごしに声を投げやった。

「あんまり大声で喚わめかないでもらえませんかね、ご老体？　うちのマールスは気が弱いもんで近くでそんな大声を出されると、怖こわがって言うこときかなくなっちまう──それに、あんまり大声をあげると、あんたもプッツリポックリいっちまいますぜ？」

「プッツリポックリとはなんだ！　縁えん起ぎでもないことを言うな!!」

　反射的に言い返してから、アークはふいに不安を覚えたように大きく深呼吸する。

　それを面おも白しろがるような目つきで眺ながめやってから、カーマイクルは笑みを残した視線をユートの顔へと移した。

「まぁ、落ちないようにしっかり摑まってるんだな。マールスは美人にゃ甘いから、よほどのことでもない限り、あんたを振ふり落としたりはしないだろうけどよ」

「誰だれが……っ！」

　思わず言い返しそうになって、そんな場合ではないと口を閉じたユートと入れ替かわるようにして、タジェスがいかにも不ふ愉ゆ快かいそうな顔になって言葉を投げ返した。

「ユートが美人であると認めるにやぶさかではないが、君がそれを口にするのはあまり気分の良いものではないね。下心が見え見えというか」

「……マールス、こいつは機会があったらさっさと振り落としていいぞ。重くて邪じや魔まだろ？」

「いいのかい、貴重な戦力を振り落として？　もちろん、私も黙だまって振り落とされるつもりはないけどね」

「戦力と言えるほど役に立てばいいけどな。つうか、どうしてついて来てるんだよ……絶対に取り残されて、一人でぽつんと立っているとこ想像して内心爆ばく笑しようしてたってのに」

「残念だったね。私のユートへの愛が勝ったというところかな」

「おい王子様、こいつ頭の病気かなにかか？」

　カーマイクルに声をかけられ、ユートは苦虫を嚙かみ潰したような顔で「そのようなものだ」と応える。

「ひどいじゃないか、ユート！　私は真しん剣けんに言っているというのに！」

「真剣に言ってそれならなお悪い！　いっそ頭を丸ごとカボチャと交こう換かんしてこい！」

　ユートは怒ど鳴なって、やや険しい視線をカーマイクルへと投げた。

「それからお前も、いつまでも嫌いや味みたらしく『王子様』呼ばわりはよせ！　ユートでいい！」

「へいへい、王──じゃなかった、ユート」

　わざとらしく途と中ちゆうで言い直すカーマイクルの言葉を聞いて、ユートの脳のう裏りに閃ひらめくように耳に馴な染じんだ声が浮かぶ。

『はい、お──ユート様』

　背負った〈イリュウス〉にちらりと視線を向けてから、ユートはぐっと唇くちびるを嚙んで前方へと視線を戻した。

（待っていろ、絶対もとに戻してやる！）

「それより、問題の〈ハルピュイア〉はいったいどこにいるんだ？」

　鋭するどい視線を四方へ配りながら問うユートに、深呼吸の成果かいくぶん冷静な口調を取り戻したアークが空の一点を指差して応える。

「あちらだ──まだかなり離はなれておるがな。あまり近くに出れば、即そく座ざに攻こう撃げきを受けることになっておったろうし」

「距きよ離りは関係ないんじゃなかったのか？」

「まぁ、もののたとえだ──階層だの防護網もうだのと説明したところで意味はあるまい。とりあえず、見たままの距離と思っておればよい」

　半分あきらめたようなアークの言葉に反感を覚えたものの、理解する自信もなかったため、ユートはあえてそれ以上の説明を求めなかった。

「とにかく、向こうでいいんだな？」

　確認するユートの声に応えるように、竜がその進行方向をわずかに変える。

　ゆったりと翼つばさを大きく動かし、風に乗って飛ぶ竜の背中では不思議なほどに揺ゆれを感じなかった。速度を考えれば、当然感じるはずの風圧や息苦しさもない。まるで見えない壁かべに守られてでもいるかのようだった。

　同時に、あることに気づいてユートはカーマイクルの背中に声をかけた。

「そういえば……この竜、飛ぶことができたのか？」

　以前見た時は、高いところから滑かつ空くうすることはあっても、このように自在に空を飛ぶことはなかったような気がする。

　それを口にするユートに、カーマイクルはちらりと微び苦く笑しようめいた表情をのぞかせた。

「あ～、バレちまったか。つっても、こいつだけが特別なんだけどな──先祖がえりってぇのか？　生まれつき他ほかの奴やつと違って、宙に浮ういたり空高く飛び上がったりする力があったんだよ──まぁ、その力のせいでこんな雑用を押しつけられたわけなんだが」

「雑用とはなんだ、名めい誉よなことだと思わんか！」

　アークが口を挟はさみ、カーマイクルは視線を逸そらして聞こえないふりをする。そんな両者を見比べながら、ユートは探さぐるように声を発した。

「お前たちは……いったいどういう関係なんだ？」

「それは内ない緒しよ。こっちにも色々事情があってな──この御ご仁じんの頼たのみ事は、無条件で引き受けることになってるんだ」

　軽い口調で応えながらも、カーマイクルの瞳ひとみにはそれ以上の詮せん索さくを許さない断固とした光がのぞいていた。

　それに圧おされたようにユートは口を閉じ、手前に座るアークに視線を移す。

「……お前は、いったいなにものだ？」

　問いかける瞳に浮かぶのは不安や猜さい疑ぎではなく純じゆん粋すいな疑問で、アークはそのことに気づくと少し困ったように微笑ほほえんだ。

「すまんが、今はまだ答えられん」

「今は……？　いずれは答える気があるということか？」

「それが必要とされる時が来たら、な。できることなら、そのような時が訪おとずれることはないよう願いたいものだが──」

　奇き妙みような言葉にユートが眉まゆを寄せた時、カーマイクルが前方を見やって小さく声をあげた。

「おや？　なんか妙みようなもんが見えてきましたぜ、ご老体」

　その声にアークは素す早ばやく視線を戻もどし、ユートもそれに倣ならう。二人の目が同時に捉とらえたのは、前方に浮かぶ無数の小さな点だった。

　最初は飛び島かとも思ったのだが、それにしてはあまりに小さく密集し過ぎている。

　よくよく眺めているうちに、それが無数の──まるで雲うん霞かのようにこちらへと向かってくる生き物の群れであることに気づき、ユートは思わず息を吞のんだ。

「こりゃまた、ずいぶん盛大なお出で迎むかえで！」

　いささか顔を引きつらせながらも、笑みの混ざった声で言うカーマイクルに、アークは嚙みつくように言葉を投げ返す。

「なにを吞のん気きなことを言っとる！　さっさと逃にげんか!!」

「逃げるって……進行方向はあっちですぜ？」

「馬ば鹿か正直にまっすぐ突つっ込んでいく必要がどこにある！　儂わしが手て薄うすなところを指示するからその通りに進め！　ヘマをしたら連中のただ中に放り込んでくれる!!」

「その場合って、普ふ通つうは一いち蓮れん托たく生しようなんじゃないでしょうかね……」

「やかましい！」

　言い合いながらも、カーマイクルは手た綱づなを握にぎる手と竜りゆうの首の根元にかけた足に力を込めて、アークの指示通りに方向を変える。大きく旋せん回かいする竜の身体からだの上でぐらりと体勢を崩くずしそうになって、ユートは慌あわててその背に並ぶ尖とがった鱗うろこにしがみついた。

「方向転てん換かんするなら、せめて声くらいはかけてからにしろ!!」

「悪ぃ！　けどその余よ裕ゆうもなさそうだぜ！」

　言われてユートは、遠く見えていた生き物の群れが間近に迫せまっていることに気づく。

　先さき程ほどまでは麦粒つぶのようにしか見えなかった一体一体の姿が、今では細部まではっきりと見てとれる。羽の生えた動物のような姿をしたものが大半だったが、中には植物らしき蔓つるに全身覆おおわれたものや、生き物か物体かの判別さえ難しい泥どろの塊かたまりのようなものまで存在していた。

「なんだ、あれは……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたユートの声に、アークが前方へと顔を向けたまま答えを返した。

「儂らを排はい除じよするために〈ハルピュイア〉が送ってよこした連中だ──思ったより反応が早かったの。もうしばらくは、時間を稼かせげるかと思っておったが……」

「どうするんだ、戦うのか？」

　今にも剣けんを抜ぬき放ちそうなユートを見て、アークはふっと相好を緩ゆるめる。

「気持ちはありがたいが、そう慌てるな──そなたの腕うでがいかに良かろうとも、空中を自在に飛び回る連中を仕留めるのは荷が重かろう」

　言って、アークは幼さの残る顔に似合わない不敵な笑みを浮かべる。

「ここは──儂の出番だ」

「格好つけてないで、さくっと相手の数減らしちゃもらえませんかね!?」

　アークの言葉に被かぶせるようにカーマイクルが焦あせりのにじむ声を投げ、アークは不ふ機き嫌げんそうな表情で言い返した。

「なんだ！　人がせっかく決めたところだというのに、少しは遠えん慮りよせんか！」

「遠慮していられる状じよう況きようじゃないでしょうが！」

　カーマイクルの声には珍めずらしく余裕がなかったが、それも無理からぬことだった。怪かい物ぶつたちの姿は、もうあと少しというところまで接近してきている。

「ふん……ならば、仕方ない」

　アークは身体を起こすと、怪物たちの密集しているあたりに向かって手を上げる。

　その手にはなにも握られていなかったが、銀の指輪の光る人差し指と中指をそろえて立て、空中に弧こを描えがくように指先を滑すべらせる。

　指先の動きに添そって、うっすらと輝かがやく線が空中に生み出された。

　頻ひん繁ぱんに方向を変える竜の動きをものともせず、真円といくつかの直線を重ね合わせた精密な図形を空中に描き上げると、アークは怪物たちに向かって怒鳴った。

「すまぬが、片付けさせてもらうぞ！」

　その言葉と同時に、空中に浮かび上がった図形から超ちよう高温の青い炎ほのおが放たれる。

　怪物たちに向かって放射状に放たれた炎は、数百──いや千を超こえる数の怪物を巻き込んで一いつ瞬しゆんのうちに消し炭に変えた。直ちよく撃げきを免まぬがれたものも、炎によってかなりの痛手を受けたらしく動きがおぼつかなくなる。

「よし、今だ！」

　怪物たちの数が減って、ぽっかりと開いた空間を示してアークが声をあげる。

「囲みを抜けるぞ！　全速力でな!!」

「言われなくてもそのつもりっすよ！　舌した嚙かまないで下さいっ!!」

　カーマイクルが返すや、竜の速度がさらに上がり、その上に乗った人間たちの身体が後方にぐんと引っ張られそうになる。勢いに負けて体勢を崩したアークの身体をユートが支え、その後方でタジェスが慌てて竜の背中にしがみつく。

「すまぬ！」

「気にするな！」

「……私はちょっと気になるがね」

　竜の背中に伏ふせた格好でタジェスが呟いたが、その格好では様にならないと思ったのか声はやや控ひかえめだった。

　そんな人間たちのやりとりもお構いなしに、竜は速度を少しも鈍にぶらせることなく怪物たちの間をすり抜けていく。こまめに方向を変える必要がなくなったため、速度に乗ってのびやかに飛ぶ姿は力強く、どこか楽しげでもあった。

　もう少しで、囲みを突とつ破ぱすることができる──そう思われた瞬しゆん間かんだった。

　しつこく追いすがってくる怪物たちの中に一つの大きな影かげをとらえ、アークの目がわずかに見開かれた。

「いかん、あれは──！」

　言葉と同時に、反射的に空中に伸のばされた手が再び図形を描えがきかける。

　しかし、それが完成するよりも早く、猛もう烈れつな速度で接近してきた影がその勢いのまま頭から体当たりをかけてきた。

「──うわっ！」

　激しく揺ゆさぶられ、ユートは思わず大声をあげる。

　空中に放ほうり出されそうになって、必死に竜の背中にしがみつきながらユートが見たものは、竜の数倍はあろうかという大きさの巨きよ大だいな魚だった。

　ぎらぎらと光を放つ鱗は刃やいばのように鋭するどく、長く伸びた胸むなびれを翼つばさのように広げて空中を旋回している。顔は獣けもののそれに似ており、開いた口から見えるのは三対ついの鋭い牙きば。

「な──!?」

「ええい、厄やつ介かいなものを引っ張り出しおって!!」

　アークが怒いかりの声をあげながら、伸ばした指先を宙の一点に向かって据すえる。

　ほとんど同時に三つの図形が空中に浮かび上がり、それぞれ方向を微び妙みようにずらして青白い閃せん光こうを巨大魚めがけて放った。

　閃光の一つは巨大魚が身をくねらせたため外れたが、残る二つは命中する。

　しかし鱗の表面で弾はじけるようにして閃光は消え、かわりに巨大魚が竜に向かって大きく口を開いた。

「──させるかっ！」

　喉のどの奥で呻うめきながら、アークは描きかけていた図形を素早く完成させる。

　先程のものよりも複雑な図形が光を帯びるのと同時に、巨大魚の全身にさざ波のような薄うすい燐りん光こうが広がる。それは開かれた口の前で収束して一条の光の柱と化し、ユートたちの乗る竜に向かって撃うち放たれた。

　入れ替かわるように、紫むらさきを帯びた雷らい光こうが巨大魚の首に突き刺ささった。

　同時に竜の姿も光の柱の中に吞みこまれたが、光が薄れてゆくにつれて見えてきたのは銀に輝く網あみのようなものに包まれた、傷一つない竜の姿だった。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　全員無傷の中、ただ一人ぐったりと力を失って竜の背に半ば伏しているアークに、ユートが心配そうな声を投げやった。

　彼は巨大魚への攻こう撃げきを終えるのと同時に、別の図形をほとんど一瞬で描き上げでその攻撃を防いだのである。余裕のない状態で術を使ったことが身体に相当の負ふ荷かをかけたらしく、息を切らして座る彼の額には玉のような汗あせが浮うかんでいる。

「大丈夫だ……それより、早く逃にげんか」

　力の入らない瞳ひとみでカーマイクルを睨にらんで、アークは言った。

「ぐずぐずしておると、奴やつがまた動き始めるぞ……儂わしにできたのは、奴をしばらく痺しびれさせておくことだけだ……」

「それじゃ、ケツに帆ほかけて逃げるとしますか」

　わずかな笑えみを口元に浮かべ、カーマイクルは言葉も軽く言い放つ。

「他ほかの連中もわんさと押し寄せてきてるようだし、ご老体の援えん護ごも期待できないんじゃ逃げるしかなさそうだ──ま、最初っからその予定だったけどな」

　ユートはなにか言いたげにその顔を見やったが、彼がなにか言うよりも早くカーマイクルが手綱を握って肩かた越ごしに声を放った。

「じゃあ、飛ばすぜ──しっかり摑つかまってろ！　あと、ついでにご老体のことも頼たのむ。後ろにかろうじて引っ付いてる、でかい荷物のことは忘れちまっていいからよ！」

「……さっきのは、本気で落ちるかと思ったよ」

　冷や汗を額ににじませてタジェスは遠い目つきで言い、ユートはそんな彼に目をやってから視線を前に戻もどして力強くうなずく。

「──任せておけ」

　カーマイクルは片頰ほおで笑って、流す程度の速度で飛んでいた竜りゆうの肩かたを軽く蹴ける。

　それだけで気持ちが伝わったかのように、竜は朱しゆにきらめく瞳を輝かせて大きく翼つばさをはばたかせ、猛もう然ぜんと速度を上げ始める。

　怪物たちはなおも追いかけてこようとしたが、その数が大おお幅はばに減っていたこともあって竜はやすやすと追つい跡せきを振ふり切り、虚こ空くうの彼方かなたへと消えていったのだった。







　手が当たった拍ひよう子しに棚たなから滑り落ちた本が、床ゆかの上でばさりと開いて転がった。

「あら……やってしまいましたわ」

　小さく舌を出して呟つぶやくと、リーシャは登っていた梯はし子ごを下りて本を拾い上げる。

　溢あふれるほどの本に占せん拠きよされたこの部屋は、シーゼルフォード城の一角に位置する蔵書室である。フォーレ王家が所有する書物──大半は二束三文にもならない紙かみ屑くず同然であったが──が収蔵され、現在は半ばネイア王女の私室と化してもいる。

　本の埃ほこりを丁てい寧ねいに払はらい、中のページが折れていないことを確かめると、リーシャは本を小こ脇わきに抱かかえて再び梯子の上に登る。

「こんなところをネイア姉様に見られたら、またお小言をいただいてしまいますわ……」

　ぶつぶつと呟きながら、書しよ棚だなに本を戻したところで彼女の手が止まった。

　不思議な色の光を宿した瞳が、ゆっくりと蔵書室の奥──天てん井じようまで届く高さの書しよ架かへと向けられる。そこには主にフォーレ国内のことについて記された、手製の覚え書きのようなものがまとめて収められていた。

　棚を見つめるリーシャの目が、惑まどうようにわずかに揺れる。

　自ら断たち切るように視線をそらすと、目の前で棚から落ちそうになっている一冊の本を押し込んで、リーシャはドレスの裾すそに気をつけながら梯子を下りていった。

「……まったく、ネイア姉様ったら、少しはご自分で片付けて下さってもよさそうなものでしょうに……」

　呟く声には、今さっき瞳にのぞかせた感情の色は残されていなかった。

　迷いのない歩調で部屋から出て行くまでの間、その目が再び奥の書架へと向けられることは一度もなかった。







「おい……大丈夫か？」

　腕うでにぐったりともたれかかるアークを見下ろし、ユートは不安そうに言った。

　目を閉じてうつむくアークの顔は血の気を失って蠟ろうのように白く、ユートの声に返事をする様子もない。

　そうしていると、その姿はひどく幼く──ユートよりも年下のようにさえ見えた。

「起きないか？　まったくだらしがねえなぁ……普ふ段だんあれだけ強気なことを言っといて」

　追っ手が来ないことを確かめ、竜の速度をいくぶん落としながらカーマイクルが投げた声にユートはむっとしたように片眉まゆを上げて応こたえた。

「その言い草はないだろう？　無事に逃げられたのは誰だれのおかげだと思ってる？」

「そりゃあ、大荷物にもめげずに頑がん張ばってくれたマールスの手て柄がらだと──冗じよう談だんだって、冗談。そんな怖こわい顔すんなよ」

「……竜の功績も認めてやっていいとは思うがな」

　カーマイクルに向けた鋭い目をわずかに和やわらげて、ユートは鱗うろこに包まれた竜の背中をぽんぽんと撫なでるように叩たたく。

　さほど強い力ではなかったが、竜は応えるように首を上げて「クゥッ」と一声鳴いた。

「この野や郎ろう、美人が相手だと途と端たんに愛あい想そ良くなりやがって」

「だから美人というのは……」

　誰のことだ、と顔をしかめてユートは言い返す。

　カーマイクルが苦く笑しようを浮かべてなにか言いかけた時、後ろのタジェスがやれやれとため息を吐ついてユートに声を投げた。

「それは嫌いや味みにしか聞こえないよ、ユート……自覚がないのも良し悪あしだね」

「なんの自覚だ!?　俺はただ、女扱あつかいするのをやめろと……」

「別に女扱いしてるわけじゃねえぜ？　男だろうと女だろうと、美人は美人だし。マールスはあんたみたいな向こうっ気の強い美人に弱いんだよ」

「竜の割にはなかなかの審しん美び眼がんじゃないか。ただユートの本当の魅み力りよくを、竜が理解できるとは思わないが……」

「言っとくが、こいつの上であんまり下手なことを言わないほうがいいぜ。けっこう頭がいい上に気位が高くてな──気に入らない奴は、わざと失敗したふりをして振り落とすから」

「……性格の悪いところは、きっと飼い主に似たんだな」

　ぼそりと呟いた瞬しゆん間かん、ぐらりと竜が体勢を崩くずしてタジェスは「うわっ！」と竜の背中の鱗を摑む。同じように竜の背中にしがみついて「危ないだろう！」と怒ど声せいをあげるユートに、カーマイクルは笑って声を投げ返した。

「すまんすまん──やりすぎだぜ、マールス」

　竜の首をなだめるように叩きながら告げると、竜はそ知らぬ顔でそっぽを向く。

「タジェスもいちいち突つっかかるな！　そんなことをやってる場合か！」

「……面めん目ぼくない」

　肩をすくめてタジェスが言い返した時、ユートの腕に抱えられていたアークが低く呻き声を洩もらして目を開けた。

　ぼんやりと開かれた艶つややかな紫むらさき色いろの瞳が、ユートの顔で焦しよう点てんを結ぶ。

「気がついたか？　どうだ、気分は……？」

「最悪だ」

　その言葉にユートが顔色を変えるよりも早く、アークはこれ以上ないほどの仏ぶつ頂ちよう面づらで残りの言葉を口にした。

「こんな敵地のど真ん中で意識を失うなど、儂としたことが不覚の極きわみ……そなたにも迷めい惑わくをかけてしまったようだしの」

「いや、俺は……」

　否定しようとするユートの腕から離はなれて、アークは自力で座り込む。

　その顔色はすぐれないままだったが、息を整えて前方を見定めようとする目には力強い光が戻っていた。

「お早いお目覚めで、ご老体」

　カーマイクルが笑って肩越しに声をかけると、アークは顔をしかめて言い返す。

「いちいち嫌味がましく付け加えんでいい！　わざとらしく人を年寄り扱いしおって──少し休んでおっただけだ。これから先は、また体力勝負になりそうだからな」

「……常に口に出してないと、あんたが年寄りだってことを忘れちまうんですよ」

　ぼそぼそとカーマイクルが口の中で呟くのにもかまわず、アークは先さき程ほどまでの姿が噓うそだったように鋭するどく目を光らせて言葉を放つ。

「それより、今はどこに向かって飛んでおる？　さっきの場所からは離れたようだが──」

「一応あんたの指示した方向に向かってますよ。飛び島くらいしか目印になるものがないから、どの程度正確かはわからんけど」

　言われてアークは考え込むような表情になり、衣ころもの下から珠たまを繫つないだ鎖くさりを取り出すと左手で珠の一つを握にぎり、もう一方の手で宙の一点を指し示す。

　そろえた指先が正確に円を描えがくのと同時に、その内側がうっすらと紫むらさきの光を帯びた。

「うむ、方向は間ま違ちがっておらんな。とすると、そろそろ見えてきてもいいはずだが……」

　ユートが肩かた越ごしにのぞきこむと、アークの目の前の円えん盤ばんにはわずかな光の濃のう淡たんでぽつぽつと島しま影かげらしきものが描き出されている。

　首を伸のばしてユートの後ろからそれを見ていたタジェスが、なにかに気づいたように円盤の一点を指差して言った。

「その動いている点はなんなんだい？」

「これは──」

　言いかけたアークの目が、はっとしたように大きく見開かれる。

「いかん、見つかった！」

　その言葉と同時に、視界の一部が白く染め上げられた。

　飛んでいる竜りゆうのやや右方を、白い光の帯が撫でるようにかすめていく。本能的に危険を察知したのか、竜がわずかに方向を変えたため巻き込まれることはなかったが、一いつ瞬しゆんにして視界を埋うめ尽つくすほどの強きよう烈れつかつ巨きよ大だいな光だった。

「まさか、さっきの……!?」

　ユートが険しい表情でふり返りかけ、それを制するようにアークが叫さけぶ。

「逃にげろ！　次が来るぞ!!」

　カーマイクルは言葉も返さずに手た綱づなを握りしめ、ユートとタジェスは半ば反射的に竜の背にしがみつくように身を伏ふせた。

　ほとんど同時に放たれた光が、一瞬前まで竜の身体からだのあった場所を貫つらぬく。

　その時にはすでに、竜はわずかに弧こを描く軌き道どうでその場を離れたあとだった。猛もう然ぜんと速度を上げて離り脱だつする竜の足元を、巨大な光の柱が白く染め抜ぬいていった。

「逃げ切れるか──!?」

　必死に竜に摑つかまりながら、背後に目をやってユートが声をあげる。

　その目には遠く、先程の巨大魚の姿が映っていた。今はまだ小魚のように見えるが、徐じよ々じよにその姿が大きくなってくるのがわかる。

　背筋が凍こおる思いのユートに、同じように後方に目を向けていたアークが怒ど鳴なった。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ！　この先の飛び島に逃げ込めば──」

　その瞬間、竜の真上から矢のように襲おそいかかってくる影かげがあった。

　思わぬ方向からの不意打ちに、逃げるので精せい一いつ杯ぱいの竜とそれを操あやつるカーマイクルはもちろんユートもタジェスも、誰一人として対処することはできなかった。

「──っ！」

　翼つばさを持つ巨大な虎とらのような怪かい物ぶつが、竜の背中に鋭い爪つめを振ふり下ろす。

　寸前でそれに気づいたユートが真下にいたアークを力ちから一いつ杯ぱい突つき飛ばしたが、彼にできたのはそこまでだった。身体を揺ゆさぶる激しい衝しよう撃げきの中、襲いかかってくる獣けものの牙きばを夢中でかわした気もするが、定さだかではない。

　激しく入り乱れる視界が一転した──そう思った瞬間、ユートの身体は空中にあった。

「──ユート!!」

　真っ白になった頭にタジェスの声が響ひびき、ユートは反射的にその方向に手を伸ばす。

　失敗を悟さとったのは、その手をタジェスが摑んだ瞬間だった。かろうじて竜の背中に乗っているタジェスの体勢では、ユートの身体を引き上げることは不可能──そればかりか、この状態では一いつ緒しよに落下する危険もある。

「馬ば鹿か、放せ──!!」

「放せるとでも思っているのかい！」

　強い口調で言い返して、タジェスはぐっと強く腕うでを引き寄せる。

　次の衝撃が来たのは、その瞬間だった。至近距きよ離りを灼やいた白光でユートは竜がそれをかわすために急きゆう旋せん回かいしたのだと悟ったが、それは同時にぎりぎりで保たれていた均きん衡こうに止とどめの一いち撃げきを与あたえる結果となった。

　タジェスの身体もろとも、ユートは空中に放ほうり出される。

「──っ！」

　目を見開いたユートの身体を、タジェスは守るように両りよう腕うででしっかり抱かかえ込む。その体温を両りよう肩かたに感じながら、ユートは石のようにただ落ちていくことしかできなかった。
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　肩かた先さきに人の視線を感じて、ふと彼は平板プレートを叩く手を止めた。

　同時に彼の前に浮うかび上がっていた、蜘蛛くもの糸を張り巡めぐらせたような複雑な図形が消える。薄うすい染しみが広がるだけの壁かべを前に、彼はゆっくりとふり返って言った。

「……戻もどってきていたのか」

「今のは……なに？」

　感情を抑おさえた話し方の中に、わずかな不ふ審しんをにじませた声が問う。

　やや低めのやわらかい声は女性のものだったが、彼自身に対する興味はひとかけらものぞいてはいなかった。

「あれの内部に収められている術式だ。分ぶん析せきするのに少々手間取ったが……それだけの価値はあるものだった」

　黒い台の上に置かれた竪たて琴ごとが、ぼんやりと光を帯びていることに女性は気づく。

　まさか、と彼に向けた目には色いろ濃こい緊きん張ちようの色が浮かんでいた。

「動かしているの？」

「試験のためさ。実際に動かしてみないことには、性能の確かめようがないからな」

　こともなげな口調で応こたえる彼の顔を、女性は険しい眼まな差ざしで睨にらみつけた。

「大丈夫なのでしょうね？　こんなところで暴走など始まったら──あなたの命などどうでもいいけど、万が一あの方に迷惑がかかるようなことがあったら……」

「そういう類たぐいの術式ではないから、心配するな」

　声の底にひそやかな笑いを含ふくませて、彼は投げ捨てるように言った。

「それに許可は取ってある。あの方も了りよう承しよう済みのことだ」

「……それなら、いいけれど」

　拭ぬぐいきれない不安を眉まゆのあたりに残して、呟つぶやく女性に彼は黙だまって背を向けた。

　その口元に浮かぶ笑えみは、女性の態度に対してのみ向けられたものではなかった。胸を震ふるわせるかすかな予感が、こらえきれない笑みを口の端はしに上らせる。

「……面おも白しろい見物になりそうだ」

　呟いた言葉は声にもならぬほど小さく、離れて立つ女性の耳に届くことはなかった。







　どこまでも続くかと思えた落下が、突とつ如じよとして終わったのは幾いく層にも重なり合った木の枝と葉が、ユートとタジェスの身体を受け止めたためだった。

「うわああああぁっ！」

　ばさばさばきばきっ、と木の枝をへし折りながら二人の身体は梢こずえを抜けて、その下の地面に叩たたきつけられる。思った以上に衝撃が少なかったのは、木の枝によって落下の速度がやわらげられていたことと、地面に生おい茂しげった灌かん木ぼくのためだった。

「う……」

　めちゃめちゃに折れ曲がった灌木の間で、ユートは呻うめきながら目を開ける。

　まず身体の各所に手を触ふれて、怪け我がをしていないことを確かめてからユートは背中の〈イリュウス〉に目をやり、無事であるのを見てほっとした表情になる。

　その直後、肝かん心じんなことを忘れていたことに気づいてユートは思わず跳はね起きた。

「──タジェス!?」

　梢の中で引き離はなされてしまったのか、タジェスの姿がどこにも見えない。

　呼びかける声にも返事はなく、ユートは慌あわてて立ち上がるとあたりに深く生い茂った草木をかき分けて彼の姿を探し始めた。

「タジェス、どこにいる──!?」

　もしかして木の枝に引っかかってでもいないかと、ユートは上を見上げる。

　その耳に、草木をへし折る音とともに弱々しい声が届いた。

「……ユート、ここだよ」

「タジェス!?」

　ユートは周囲を見回し、声の聞こえてきた灌木の茂みを手でかき分け始める。

　間もなく見えてきたのは金の光こう沢たくを持つ黒くろ髪かみで、ユートは折れた枝を押しのけながらほっと安あん堵どの息を洩もらした。

「よかった……無事だったか」

「……なんとかね」

　タジェスも協力して枝をかき分け、灌木の下から解放されると彼はユートに抱だきつく。

「ありがとう、助かったよ！　それに君も無事でなによりだ！」

「へばりつくな！　暑苦しい!!」

　乱暴にその身体からだを押しやり、ユートは眉を寄せたまま言葉を紡つむいだ。

「それに、無事なことは無事だが──ここはいったいどこなんだ？」

　その問いに答えることは、タジェスにはできなかった。

　覚えているのは、ユートを助けようとして竜の背中から落ちたところまでだ。そのあとはただ長い、無限にも思えるほど長い落下の時間が脳のう裏りに焼き付いているばかりで──

「……どうして生きているんだろう？」

　心の底から浮かび上がった疑問を、タジェスは知らず口にしていた。

　どれだけの時間落下を続けていたのか正確には思い出せないが、あれだけの距離を落下して地面に叩きつけられれば、たとえ木の枝が多少衝撃を緩かん和わしたところで生きていられる人間などいるはずもない。

　ユートはなにも応えなかったが、同じことを考えているのは表情を見ればわかった。

　しばらく無言で見つめ合ったあとで、タジェスはふっと表情を緩ゆるめる。難しい顔をして考え込んだままのユートの肩かたを、彼はぽんと軽く叩いて言った。

「まぁ、なにか人知を超こえた力が働いたのであれ、我々の悪運が死すべき運命をねじ曲げたのであれ、こうして無事に生きているのだから素す直なおにそれを喜ぼうか。仮にとっくに死んでいてここが天国だったのだとしても、君が一緒なら後こう悔かいはないし」

「冗じよう談だんじゃない、こっちは後悔だらけだ！」

　その言葉でいつもの調子を取り戻したように、憤ふん然ぜんとした口調でユートは続ける。

「第一こんなしけた天国があってたまるか！　こんな草と木しかないようなところが天国だと言うのなら、誇こ大だい広告で神しん殿でんを訴うつたえるぞ!!」

「……って、どうやって訴えるつもりだい？」

　苦く笑しよう混じりに言い返してから、タジェスは瞳ひとみを甘くきらめかせてユートの顔をのぞき込む。

「まぁ、私にとっては君さえいればどこでも天国のようなものだからね。どんな場所でも関係ないが──君としては、やっぱり天国は金銀財宝に囲まれているようなところであって欲しいかい？　ずいぶん俗ぞくな天国だけど」

「だ、誰だれが──第一、死んでからお宝を手に入れたって意味がないだろう！　この世に送ってよこせるわけでもないのに……」

　思わず言い返してから、ユートはわずかに顔を赤らめてそんなことより、と語気を強めた。

「天国うんぬんはともかく、問題はここがどこかだ！　おそらく精せい霊れいの領域のどこかだろうが──まさか俺たちだけ、もとの世界に戻れたとは思えないし」

「まぁ……そうだね」

　頭や服についた木の枝や葉を払はらいのけながら、タジェスは苦笑して返す。

「とすると……ここは飛び島の上か？　落ちていった先にたまたま島があったのだとしたら、たいした強運だが」

　むしろタジェスが言ったように、悪運と呼んだほうが近いのかもしれない。

　ユートの様子がすっかり普ふ段だん通りに戻ったことに、安堵するような光を瞳の奥にのぞかせてタジェスは確かめるような口調で言った。

「じゃあ、ひとまずは我々の悪運に感謝することにして……これからどうしようか？」

「アークの到とう着ちやくを待つ」

　寸分の迷いもなく応えてから、ユートは眉を寄せてかりかりと頭を搔かいた。

「ここが飛び島の上なら、竜りゆう以外に移動する手段はないからな。拾いに行くと言ったあいつの言葉を信用する以外にあるまい。どの程度あてにしていいものかはわからんが……」

　言いながら歩き出そうとするユートに、タジェスは慌てて声をかけた。

「ユート？　どこに……」

「俺たちも、もう少し見晴らしのいい場所に移動しておこう。木に隠かくれたくらいで見つけられなくなるとは思わんが、あいつが来た時少しでも見つけやすい場所にいたほうがいいだろう？　ただ待っているだけというのも芸がないしな」

　一応、周囲の様子も確かめておきたいし──と言って歩き出すユートの背中を、タジェスは早足で追いかける。

「迷子の鉄則は、その場を動かないことなんじゃなかったっけ？」

「動き回った程度で見つけられなくなるなら、最初っから俺たちを見つけ出すなんて無理だと思うぞ。どれだけ落ちていたと思うんだ？」

「いや……それはそうなんだけど」

　ぶつぶつと呟くタジェスを無視して、ユートは下草や藪やぶをかき分けて足を進める。

　周囲に立ち並ぶ木々は、すべてがこの世界に来る直前に見た〈封ふう印いんの森〉の巨きよ木ぼくに匹ひつ敵てきするほどの大きさだ。下に生い茂った下草もユートの背を隠すほどに深く、かき分けて進みながらユートは巨きよ人じんの森に迷い込んだような気持ちになった。

（ええい……ますます小さくなった気がするぞ！　腹の立つ！）

　そんなことを考えながら進んでいくと、ふいに視界を遮さえぎる下草がなくなってユートの視界が大きく開けた。

「あれは……？」

　前方に広がった景色の一部に、ユートの目が釘くぎ付づけとなる。

　そこにあったのは、満々と水を湛たたえた小さな沼ぬまだった。周囲の木々と比べてあまりに小さいその姿は、むしろ泉と呼ぶべきかもしれない。

　静かに凪ないだ水面には周囲の緑が映り込み、小さな宝石が落ちているようだ。

「ユート、あそこに……！」

　タジェスが背後から緊きん張ちようをはらんだ声をかけ、ユートは彼の示す方向に目をやった。

　森の緑にまぎれて最初はよくわからなかったが、よく見ると泉からやや離れた場所に純白の衣ころもをまとった人の姿があるのがわかった。一いつ瞬しゆんアークかと思いかけてから、ユートは胸の中でその可能性を否定する。

　滑すべるような足取りで泉に向かっているのは、長い黒髪の人物だったためだ。

「……人間？」

　眉を寄せて呟き、ユートはわずかに迷ったあとで草地に足を踏ふみ出した。

「ユート、危ない……！」

　タジェスが慌てて止めようとするが、その声がユートの耳に届くより相手が弾はじかれたように顔を上げるほうが早かった。

　その顔はまだ幼く、ユートよりも二、三歳年下のように見えた。

　白く整った容よう貌ぼうは男性とも女性ともつかぬ端たん整せいなもので、やわらかく波打つ漆しつ黒こくの髪かみが膝ひざのあたりまで覆おおっている。大きな瞳はユートのものより明るい萌もえ黄ぎ色いろ。長い髪もよく見ると光を受けて淡あわく緑に透すけていた。

　華きや奢しやな身体を包むのは袖そでのない簡素な形の衣服で、折れそうに細い腰こしと胸むな元もとのかすかなふくらみが少女であることを示している。

「怖こわがらないでくれ。俺は君になにもしない」

　呼びかけながら、軽く両手を上げてユートは少女に近づいていく。

　少女の目に怯おびえの色は見えなかったが、いかなる人間らしい感情もその瞳には浮うかんでいなかった。動くものをただ無意識に追いかけるようなその視線は、人を恐おそれない野生の生き物を思わせた。

「君は、ここに住んでいるのか……？」

　少女の前でユートは足を止め、ゆっくりとその前に膝をつく。

　視線の高さを合わせてその顔をのぞき込んだ瞬しゆん間かん、少女がにっこりと微笑ほほえんでユートの頰ほおに手を伸のばした。

『──綺き麗れい。森の一番深いところの緑ね』

　ユートの頰に軽く手で触ふれて、少女は弦げんを弾はじくような声で告げる。

　思いもかけない少女の行動に目を丸くしたユートは、その声が耳ではなく頭のどこかで聞こえていることに一瞬気づくのが遅おくれた。

「え？　緑──って、瞳のことか？　綺麗……!?」

　目を見はりながらうろたえた声を返すユートに、少女は笑え顔がおで深くうなずき、その瞳をよく見ようとするようにさらに顔を近づける。

「ちょ、ちょっと近い──近すぎる!!　もう少し離はなれて……っ!!」

『それに、とても強く輝かがやいている。勇気と思し慮りよと優やさしさ──いろんな光が混ざり合って、きらきらしてて本当に綺麗』

　顔を赤くして後じさろうとするユートに構わず、少女は額がぶつかりそうなほどの距きよ離りからその瞳をのぞき込んで笑う。

　力任せにその身体を引きはがすことは可能だったが、触れたら壊こわれそうな華奢な肢し体たいに触さわることもできず、ユートは悲鳴じみた声をタジェスに向かって投げる。

「み、見てないでなんとかしてくれ！　タジェス!!」

「ああ、ごめんごめん。目に楽しくて、ついうっかり見とれてしまった……」

　言いながら、タジェスは二人に歩み寄ると少女の側そばに屈かがみ込んで、豊かな黒くろ髪かみに覆われた背中をそっと優しく叩たたいた。

「淑しゆく女じよのたしなみとして、そう無む闇やみに男性に親しげにすることはあまりお勧すすめできないよ？　特に、君みたいな魅み力りよく的なお嬢じようさんにはなおさらのこと──正直嬉うれしくないわけじゃないが、あまり積極的に来られると戸と惑まどってしまうのが男というものだからね」

　ぱちりと片目を閉じてみせるタジェスを、少女はきょとんとした瞳で見返す。

「できれば、彼を放してやってくれないかな？　近くで見たい気持ちはよくわかるけど、少し距離を取ってくれたほうが彼としては助かるから」

　少女は首を傾かしげながらも、ユートの頰から手を離して草の上に座り直す。

『……これでいい？』

　どちらにともなく向かって告げた言葉に、タジェスは笑ってうなずき、ユートは大きく息を吐はきながら「ありがとう」と応こたえた。

　赤くなったままのユートの顔を見やって、タジェスはからかうような口調で言った。

「礼を言うなら私にじゃないかい？　助けてあげただろう？」

「笑って見てたのはどこのどいつだ？　というか、『目に楽しい』っていうのはいったいどういう意味だ!?　まさか……」

「いやぁ、君が慌あわてふためく場面なんて滅めつ多たに見られないものだから……それに美少女二人がじゃれているみたいで、ちょっと面おも白しろかったし」

「やっぱりそういう意味か──っ!!」

　声を荒あらげてから、ユートははっとしたように少女に目をやった。

　少女は二人のやりとりを澄すんだ瞳ひとみにただ映しているだけで、その内容に興味を示す様子も、逆に取り残されていることに不満を感じている様子も見せていなかった。

　ユートの視線をとらえて、大きな瞳がにこりと無む邪じや気きに微笑む。

　ばつの悪いものを感じながら、ユートは少女に向き直って軽く頭を下げた。

「すまん、大声を出して……」

『ううん。面白かったわ』

「……そうか。ところで、君に聞きたいことがあるんだが」

　首を傾げる少女に向かって、ユートは慎しん重ちような口調で問いかける。

「ここは……いったいどこなんだ？　精せい霊れいの領域の中だとは思うんだが──どのあたりに位置しているのか、君には答えることができるのだろうか？」

『位置……？』

　きょとんとした顔で応える少女には、ユートの質問の意味さえよくわからないようだった。

　ユートは距離に意味がないと言ったアークの言葉を思い出し、わずかに視線をさまよわせてから別の質問を口にした。

「じゃあ、君の名前は……？」

　その問いに、少女はこの上ないほどに嬉しそうな笑みを浮かべて応えた。

『わたしは、プリムローズ──この世界に張り巡めぐらされた〈種〉の長い長い根の先から出た、一つの芽』

　名乗ることを楽しむような無邪気な口調で告げたあと、彼女はがらりと表情を変えた。

　幾いく千もの時を重ねた大樹のような、底知れない威い厳げんすらその瞳に漂ただよわせて、

『そして、この飛び島の番人──あなたが〈種〉に害をなそうとするのでない限り、わたしはあなたへの助力は惜おしまない。それが、この島に在る精霊としてのわたしの役目──あなたはなにを望むの？　ユーディルシア王子』







「ええい畜ちく生しようっ！　どこに行きよった、あいつら!?」

　竜りゆうの背で歯は嚙がみするように叫さけぶアークに、カーマイクルは背中越ごしに声を投げやった。

「少しは落ち着いたらどうです、ご老体。そんなに慌ててちゃ、普ふ通つうの探し物だって出てきやしませんって──服の裏側は探しました？　鞄かばんの底は？　靴くつの中は？　まさかズボンと一いつ緒しよに洗せん濯たくに出しちまったりはしてませんよね？」

「──冗じよう談だん言っとる場合か!!」

　怒ど鳴なられてカーマイクルは首をすくめ、アークは大きく深呼吸すると、再び目の前の空間に向かって指先で円を描えがいた。

　空中に浮かび上がる図形を前に、彼は目を閉じて心の中で呼びかける。

（どこにいる？　反応せんか──！）

　心の奥底に深く意識を沈しずめ、そこに広がる闇やみの中から彼は特定の意識を探し出そうとする。

　限界ぎりぎりまで広げた意識の先に、その時かすかに引っかかるものがあった。それに集中した瞬間、星のように明るい光がはっきりと心に感じられた。

（見つけた──！）

「──いたぞ！」

　閉じていた目を見開くなり、アークは叫ぶように言った。

　その声に驚おどろいたようにふり返ってから、カーマイクルはその瞳にかすかな笑みを浮かべる。

「そいつは重ちよう畳じよう──じゃあ、迎むかえに行くとしましょうかい！」

「大至急だぞ！　思っていたより侵しん食しよくが広がっておる──あやつらのいる場所がまだ無事とは限らん!!」

　答えも返さず、カーマイクルは手た綱づなを強く握にぎって竜に加速の合図を送る。

　翼つばさを打ち鳴らして猛もう然ぜんと速度を上げる竜の背中で、半ば条件反射のように鱗うろこを摑つかんで身体からだを支えながらアークは胸の中で強く念じた。
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（儂わしらが到とう着ちやくするまで、どうか無事でおってくれ──！）

　その気持ちを汲くみ取ったように、竜は彼の出す指示の通りに大きく旋せん回かいして方向を変えると空くうを切り裂さくような勢いで飛んでいったのだった。







「……本当に、ここが近道なのか？」

　不安そうな表情で問いかけるユートに、プリムローズと名乗った精霊の少女はうなずいた。

『そうよ、ここが近道』

「正直、そうとはあまり思えないのだが……むしろどんどん森の奥に向かっていってるような気が……」

　助力を申し出たプリムローズに、ユートは「森の外に案内して欲しい」と頼たのんだのだ。

　しかし、彼女について歩き出していくらもたたないうちに、ユートはその選せん択たくが失敗だったのではないかと思い始めていた。

（まさか、罠わなとか……いや、彼女を信用することに決めたのは俺だ！）

　内心でかぶりを振ふって、ユートは先導するプリムローズのあとを黙もく々もくとついていく。

　この精霊の少女を信用していいと判断したのは半ば勘かんだったが、こういう時の勘は外れないことをユートは経験によって知っていた。

　それに──彼女の裏心のないまっすぐな視線は、どこかイルを思わせる。

　同じ精霊であるためか──非人間的なまでに整った容姿をのぞけば、男女の差もあって外見にほとんど共通点はないのだが──身を包む空気や、ふとした拍ひよう子しに見せる表情が精霊の姿をとった時のイルに不思議と似ているのだ。

　それはユートが唯ゆい一いつ知るもう一人の精霊──彼がその手で消しよう滅めつさせたネルヴァーナにも共通するものだった。

（精霊だからといって、必ず信用できるわけでもないだろうが……）

　足を進めながら、ユートは斜ななめに背負った〈イリュウス〉にちらりと目をやる。

　それでも、彼と同じ曇くもりのない眼まな差ざしを向けてくる相手に、警けい戒かい心しんを抱いだくことはあまりにも難しかった。

　形は違ちがっても、同じ色の魂たましいが見え隠かくれしているのだから──

　ユートは唇くちびるを嚙かんで、〈イリュウス〉から引き剝はがすようにして視線を離はなす。前方に戻もどした瞳には、かすかな痛みと決意の色が等しくのぞいていた。

　その姿を横目に見やりながら、タジェスは口を開くことなく歩を進め続ける。

　プリムローズは二人の沈ちん黙もくを気にする様子も見せず、しばらく無言で進んでいたがふと思い出したようにユートに目をやって言った。

『それより──本当に森の外に案内するだけでいいの？』

「ああ」

　迷いもせずにユートは応え、わずかに瞳を和やわらげて付け加える。

「それだけしてくれれば、十分だ。そのうち仲間が迎えに来てくれるだろうしな──その時のために、少しでも見つけやすいところに移動しておきたいんだ」

『仲間……？』

「俺たちをここに連れてきた張本人だ。迎えに来るくらいのことはしてくれるだろう」

　なおも首を傾げたままのプリムローズに、タジェスがわずかばかりの興味を瞳にのぞかせて声をかけた。

「君にも、仲間がいるんじゃないのかい？　そのあたりには見当たらないが……」

『──いるわ』

　風の音のような声で応こたえ、プリムローズはタジェスに澄んだ瞳を向けた。

『この世界の、ありとあらゆるところに──この飛び島に精霊として存在しているのはわたし一人だけど、わたしたちは皆みな〈種〉を介かいしてつながっている。たとえ側そばにいなくても〈種〉によって心の奥深くで結ばれている、仲間の存在を感じるわ』

「……〈種〉に結ばれている？」

　訝いぶかしげなタジェスの声に、プリムローズは淡あわい笑えみを口元にのぞかせて応えた。

『わたしたち精霊の意識は〈種〉に根ざすことによって存在している。すべての精霊は〈種〉によって生み出され、〈種〉のために存在するもの──〈種〉を守ることがこの世界に生み出された、わたしたちすべての目的』

「守る……ということは」

　わずかに眉まゆを寄せて、ユートは探さぐるような口ぶりでプリムローズに言った。

「もしかして、侵しん入にゆう者を撃げき退たいすることも含ふくまれているのか……？」

『それが必要なら』

　感情一つ揺ゆらさぬ瞳ひとみでそう応えてから、プリムローズは花のほころぶような笑みを浮うかべてユートの顔を見返した。

『あなたは違うわ、ユーディルシア王子。〈種〉に危害を加える気がないことははっきりしているもの。あなたは敵じゃない──敵じゃない相手に攻こう撃げきを加えたりしない』

「だと、ありがたいんだけどな……」

　複雑な表情でユートが脳のう裏りに思い浮かべたのは、この世界に来て間もなく攻撃をかけてきた無数の怪かい物ぶつたちの姿だった。

（もしかして……あれも精せい霊れいだったのか？）

　苦い思いで背の〈イリュウス〉にちらりと目をやり、その思いを振り払はらうように小さく首を振ると、彼はプリムローズに苦く笑しよう混じりの笑みをのぞかせた瞳を向けた。

「ところで、その『ユーディルシア王子』というのはよしてくれないか？　どうしてわかったのかも気になるが……ここへは王子としての立場で来てるわけではないんだから。俺のことは『ユート』でいい」

『どうして？　それがあなたの正式名めい称しようなんでしょう？　あなたが自分をそう認にん識しきしているから、わたしにもそれが読み取れたんだもの』

「……認識？　いや、確かにそれはそうなんだが……呼び方にも色々あるんだ。俺はユートと呼ばれるほうが慣れているから、もし嫌いやでなかったらそう呼んで欲しい」

「愛あい称しようで呼んで欲しい──なんて、君にしてはずいぶん積極的じゃないか」

　妬やけるね、とまんざら冗談ばかりでもなさそうな口ぶりで告げるタジェスの顔を、ユートは横目に睨にらみつける。

「いちいちうるさいな！　単に慣れの問題だ！」

「そうだね。私にも最初からユートと名乗っていたくらいだし……って、あの時は偽ぎ名めいだったんだっけ、そう言えば」

「そんな昔のことを今いま更さら蒸むし返すな！」

「昔って……たった何ヶ月か前の話じゃないか」

　もはや慣れたのか、そんな二人のやりとりに視線を向けることもせずプリムローズは何度か口の中でユート、ユート、と試ためすように呟つぶやく。

　深くうなずいて、彼女はユートにぱっと輝かがやくような笑みを見せた。

『──ユート。いい名前ね！』

「ありがとう」

　ユートは微笑ほほえんで応え、弾はずむような足取りで歩き出す彼女のあとに続く。

　やがて視界全体を覆おおっていた巨きよ大だいな木々が消え、広々とした空が頭上いっぱいに広がった。ユートは深く息を吸いながら周囲を見み渡わたし、そこが見渡す限かぎりの草原であることを知る。

　草原の向こうには、吸い込まれそうに深い空の色だけが見えた。ここが空に浮かぶ島だとはとても信じられない気持ちで、ユートは草原に向かって一歩足を踏ふみ出した。

　その時、頭上をかすめた小さな黒い影かげがあった。

　アークたちが迎えに来たのかと思い、ユートは反射的に空を振り仰あおいだが、その目に映ったのは竜りゆうの姿ではなかった。

　それは蜉かげ蝣ろうのような羽を背から生やし、風変わりな衣い装しようを身につけた複数の人ひと影かげだった。

　手にはそれぞれ剣けんや槍やりなどの武器を持ち、攻撃の意志も明らかにこちらへと接近してくる。

「──くそっ！」

　とっさに腰こしの剣を抜ぬこうとしたユートの手を、素す早ばやく前に出たタジェスの声が止めた。

「君はプリムローズを！」

　剣を抜いてそう告げるタジェスをとっさに制止しかけ、ユートはその言葉を吞のみこむ。非ひ戦せん闘とう員である彼女を一人にしておくわけにはいかないと気づいたのだ。

「無む茶ちやするなよ！」

　プリムローズの手を引いて後ろに下がるユートに、タジェスは微笑とも苦笑ともつかない笑みをのぞかせて応えた。

「努力するよ！」

　それ以上言葉はかわさず、タジェスは空中から襲おそいかかってきた相手の攻撃を弾はじく。

　襲しゆう撃げきしてきたのはユートよりも頭一つ分くらい低い身長の、子供のようにも見える姿をした怪物だった。だぶだぶの外がい套とうのようなものを身にまとい、頭には先せん端たんの長く垂れ下がった三角帽ぼう子しを被かぶっている。

　道どう化けめいた姿とは裏腹に、歯をむき出しにした顔は凶きよう暴ぼうそのものだ。老人めいた醜しゆう悪あくな顔に赤く濁にごった目が爛らん々らんと輝く。

「あまり──楽しくない相手だな！」

　タジェスは言い放ちながら、突つき出された槍の穂ほ先さきを剣の一いつ閃せんで斬きり飛ばした。

　続けて斬りかかってきた相手の攻撃をわずかに身をずらして避よけ、体勢を崩くずして突っ込んできた相手の首筋に剣の柄つかを叩たたき入れる。

　その余よ裕ゆうが感じられる戦いぶりから、加勢の必要はないと判断してユートは剣の柄にかけていた手を離した。

　さすがに人の姿をしたものを斬るのは気が引けたのか、タジェスは剣の平や柄で相手を気絶させていく。それでもさして時間をかけることなく、襲ってきた怪物たちはすべて地面に叩き落とされて呻うめくこととなった。

　ユートがほっと息を吐はいた時──プリムローズがかすれた声を発した。

『そんな……』

　その声が震ふるえていることに気づき、ユートは彼女の顔を見やる。

「どうした？」

『そんなはずない……どうして精霊なかまがあなたたちを襲ったりするの？　〈種〉に害をなそうとしているわけでもないのに……わからない。あの人たちの考えていることが、糸が切れているみたいに全然伝わってこない……！』

「プリムローズ……？」

　両りよう肩かたを押さえてその場にしゃがみこんだ彼女を、ユートは周囲に警けい戒かいの視線を配りながらも心配そうに横目で見る。

『おかしいわ……そんなことあるはずない。精霊わたしたちが人の本ほん性しようを見誤ることも……同じ精霊なかまたちの意識を感じないことも……いったい、なにが起きているの……？』

　うずくまったプリムローズの肩かたに、ユートが手をかけようとした時だった。

　かすかに震えていたプリムローズの肩が、ぴたりとその震えを止めた。同時に異様な気配を感じて、ユートはその肩に触ふれかけていた手を引っ込めた。

　プリムローズの身体からだが、ひとまわり以上も大きくなったのはその瞬しゆん間かんだった。

　細く華きや奢しやな手足は優美な曲線を描えがく、大人の女性のそれに──豊かに盛り上がった胸むな元もととは対照的に細くくびれた胴どう。ゆるやかな曲線を描く腰は白の衣装に包まれた、すらりと長い脚へと続く。

「……プリム、ローズ？」

　呼ぶ声に応えるように、ゆっくりと彼女が顔を上げた。

　二十歳はたちを過ぎたばかりくらいのその顔は、先さき程ほどまでの彼女と少しも変わらぬ造作をしており──しかしそこにはいっさいの表情が宿っていなかった。

　薄うすく紅を塗ぬったような形の良い唇くちびるが、静かに動いて一つの言葉を形作る。

『──命令を受じゆ諾だくします』

　感情のかけらも感じられない声に、ぞっとするものを感じてユートは大きく飛び退のく。

　鋭するどく閃ひらめいた彼女の手が、ユートの首のあった場所を貫つらぬいていったのは次の瞬間だった。息を吞むユートに向かって、彼女はさらに手刀を繰くり出す。

　かろうじてその攻撃をかわし、ユートは悲鳴のような声を彼女に投げ放った。

「プリムローズ、やめろ──！」

　彼女は応こたえず、指先を空中に伸のばして一本の線を描く。線をなぞるように空中に姿を現した一ひと振ふりの剣を、彼女は流れるような動作で素早く摑つかみ取った。

「──プリムローズ!!」

　地を蹴けって低い姿勢で斬りかかってくるプリムローズに向かって、ユートは剣を抜くこともできずただ叫さけぶことしかできなかった。

　白く光を弾く刃はが、愕がく然ぜんと見開かれたユートの視界いっぱいに広がった。
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「──ユート!!」

　その声がユートの耳に届くのと、まさに今目の前に迫せまろうとしていた刃が甲かん高だかい音を立てて弾かれたのは同時のことだった。

　飛び込んできた広い背中の主を、ユートは呆ぼう然ぜんと言葉もなく見上げた。

「しっかりしろ！　死にたいのかっ!?」

　背中越ごしに厳しい声を叩きつけられ、ようやくユートは我に返った表情になる。

「タジェス……すまん」

「謝るのはあとでいい！　早く剣を抜きたまえ!!」

「だが……あれは」

　ユートが口にしようとした言葉を、タジェスはわずかに表情を曇くもらせながらも毅き然ぜんとした口調で遮さえぎった。

「わかっている。私も見ていた──あれはプリムローズなのだろう？」

「……そうだ」

　低く呻くように応えるユートに、彼は目の前に立つ大人の女性の姿をした精せい霊れいから目を離はなすことなく、いささかの迷いも感じられない声で告げる。

「だが、このまま黙だまって彼女に殺されてやる気がないのなら、戦う以外に方法はない。少なくとも、彼女は本気で君を──私たちを殺す気でいるよ」

「それは……」

　ユートは奥歯をぎりっ、と嚙かみしめて腰の剣けんに手を伸ばす。

　その手が剣を抜くより早く、二人の前で剣を構えて立つプリムローズの姿に変化が生じた。

　豊かな黒くろ髪かみに覆われた背中に、薄く透すける一いつ対ついの羽が姿を現す。

　空気の襞ひだを寄せ集めるように出現した羽は地に触れるほどに長く、その羽を大きく広げるとプリムローズはふわりと軽く宙に浮うき上がった。

　次の瞬間、その身体が霞かすんだかと思うほどの速度でタジェスへと襲いかかる。

「──っ！」

　反射的に喉のど元もとを庇かばった剣が刃を弾き、タジェスは背に冷たいものを感じながらその手の剣を斜ななめに振ふり上げる。

　無意識のうちに手加減していたのか、剣けん先さきは白い肩をかすめることもなく空を薙ないだ。

　同時に振り下ろされた刃をタジェスは半ば勘かんだけで身体を反らしてかわし、空中に停止したプリムローズに向かって再び剣を突き出す。

　先程とは違ちがって十分に気合いの入った一いち撃げきだったが、プリムローズは風に漂ただよう羽根のような軽い動きでそれをかわすと、そのまま身体を反転させて速度を乗せた斬ざん撃げきをタジェスの胸元へ叩きつけた。

「──タジェス!!」

　かろうじて剣で防いだものの、ぐらりと体勢を崩すタジェスにユートは思わず声をあげる。

　さらに攻こう撃げきを加えようとするプリムローズの姿を目にした瞬間、ユートの中の迷いはあともなく消し飛んだ。

　半ば無意識に剣を抜ぬき放って、ユートはまさに剣を振り下ろそうとしているプリムローズとタジェスの間に飛び込んでいく。

「──くっ！」

　斬撃を受け止めた途と端たん、その細い腕うでから繰り出されているとは思えない衝しよう撃げきが腕に伝わる。しかし力負けすることなく思いきり剣を振り抜くと、プリムローズは空中に逃のがれて素す早ばやくユートから距きよ離りを取った。

「大だい丈じよう夫ぶか……!?」

　わずかに視線を向けてユートが問う声に、タジェスは苦い笑えみを口元にのぞかせて言った。

「ああ。柄がらにもなく張り切ってしまったせいで、ちょっと息切れしただけだよ」

「……お前は体力がなさ過ぎなんだ」

　眉まゆを寄せて言い返してから、ユートは複雑な感情を声に宿らせて付け加える。

「だが……おかげで助かった。ありがとう、タジェス」

　タジェスは軽く目を見開いたが、状じよう況きようが状況であったため余計な軽口は叩たたかず、瞳ひとみを和なごませてユートのかすかに赤く染まった横顔を見返しただけだった。

　どういたしまして、と声には出さずに口の形だけで応えると、タジェスは表情を引き締しめて前方に視線を戻もどす。

「さて、どうしたもんだろうね？　できれば彼女を斬きらずに済ませたいところだが……」

「……難しいだろうな」

　厳しい視線と表情を、空中のプリムローズへと向けたままユートは応えた。

　できれば傷を負わせることなく意識を奪うばうか、あるいは動きを封ふうじるかしたいところだが、それが可能と思えるほど今の彼女はたやすい相手ではなかった。下手に手加減すれば、重傷を負う──最悪、死に至るほどの──のはこちらのほうだ。

（どうする……？）

　ユートの瞳に焦あせりの色がのぞいた時、プリムローズがその手を宙に伸のばした。

　剣を持たないほうの手が、滑らかな仕草で宙に円を描いた──と見るや、その内部に浮かび上がった複雑な図形を目にしてユートの顔色が変わる。

「まさか──！」

　身構えたユートの周囲で、下草がざわりと不気味にそよぐ。

　はっと視線を向けるよりも早く、地面を覆おおっていた草が猛もう烈れつな勢いで伸びてユートの足首に絡からみ付いた。とっさに足を引き抜こうとしたが、異様な速度で生長した草が生き物のように二重三重に巻き付いてユートの動きを封じる。

「な……っ!?」

　タジェスに目をやると、同じように腰こしまで草に絡み付かれているのが見えた。

（──魔ま術じゆつまで使うのか!?）

「タジェス……！」

　ユートは手にした剣で足元の草を切り払はらい、タジェスの動きを奪う草も同様に切り捨て──ようとした。

　しかし手に伝わってきたのは、硬かたくしなやかな抵てい抗こうの感かん触しよくだけだった。

　自分自身の足を縛しばる草も切断できないまま、虚むなしく跳はね返された刀身をユートは呆然とした顔つきで見下ろした。

（切れ……ない？）

　一いつ瞬しゆん状況も忘れ、棒立ちとなったユートの足に絡み付いた草が、その時再び凄すさまじい勢いで空中へと向かって伸び始めた。

「うわ……っ!!」

　体勢を崩くずしてユートは思わず大声をあげ、その身体が半ばぶら下げられるような形で空中に運ばれていく。周囲から伸びた草がユートの腕や首にも巻き付き、締め上げる力の強さにユートの顔がわずかに歪ゆがむ。

「く……っ！」

　薄うすく開いた目に、その手の剣を高々と振り上げるプリムローズの姿が映った。

（まずい……このままでは！）

　かろうじて手放さずにいた剣を握にぎる手に力を込め、ユートは薄れかかる意識を懸けん命めいに繫つなぎ止めてプリムローズを見返す。

　全身に巻き付いた草を力任せに振りほどこうとした──その時だった。

「──やらせるかっ!!」

　空の高みから降ってきた声と巨きよ大だいな影かげが、ユートへ襲おそいかかろうとしていたプリムローズの身体からだを地上へと叩き落とした。

　一いつ瞬しゆんそれを不安そうに見送ってから、ユートは影のほうへと視線を戻す。

「ユート、無事でおったか！」

　鈍にぶく銅あかがね色いろに輝かがやく竜りゆうの背中から、ほっとしたように言葉を投げるアークの顔を見て、ユートの表情もほんの少しだけ緩ゆるんだ。

「ああ。見ての通りだが」

　大きく翼つばさを広げて急停止した竜が方向を変え、ユートの真下に迫るとカーマイクルが片手で剣を抜いて、ユートの身体を縛いましめている草を断たち切る。

　あっさりと断ち切られた草にユートが目を丸くする間もなく、支えをなくした身体は地上に向かって落下を始める。カーマイクルが大きく広げた腕の中に、その身体が計ったように落ちるのと同時に同じように宙に吊つり下げられたタジェスが声をあげた。

「こっちも忘れないでくれたまえ！」

　カーマイクルはにっと笑って、タジェスの身体に巻き付いた草を断ち切ると、落ちていった彼の身体を地上ぎりぎりで竜の背中に受け止める。

「……君は私になにか恨うらみでもあるのか？」

　竜の背中で腰を強打し、顔をしかめるタジェスにカーマイクルは平然と言い返した。

「大の男に親切にしてやる趣しゆ味みは俺にはないんでね！」

　その発言にユートが不満そうな顔でなにごとか言いかけた時、地上に視線を向けたアークが厳しい顔で声を発した。

「──来るぞ！」

　ユートの顔に緊きん張ちようの色が戻り、彼は素早くカーマイクルの前に膝ひざ立だちになって手にした剣を構える。

　放たれた矢のような勢いで向かってくるプリムローズの、表情のない宝玉のような瞳を見た瞬しゆん間かん、ユートの目にちらりと痛みに似た光が浮かぶ。

（プリムローズ──）

　一瞬の躊ちゆう躇ちよが剣を振り下ろす動きを遅おくらせ、十分な余よ裕ゆうをもってその一撃をかわしたプリムローズがユートへと斬りかかる。眉み間けんを狙ねらった剣先を剣の根元で弾はじき上げ、入れ替かわるようにユートがその手の剣を突つき出そうとした時、アークの声がその動きを止めた。

「下がれ、ユート！」

　反射的に身を引いた瞬間、アークの手元に浮うかんだ図形から青白い光が放たれる。

　光はプリムローズの肩かたを射抜き、ぐらりと体勢を崩した彼女にアークがさらなる攻撃を加えようとした瞬間、思わずユートは声をあげた。

「待て、その精せい霊れいは──！」

　アークは一瞬驚おどろいたように手を止めたが、再び険しい表情でプリムローズに向き直ると白く光る図形を空中に描えがき出した。

　図形から吐はき出された稲いな妻ずまの塊かたまりが、かろうじて空中に留とどまるプリムローズを直ちよく撃げきする。

　ユートはわずかに唇くちびるを嚙かんだが、アークはそんなユートを横目に見やって笑みを含ふくんだ声を投げた。

「殺してはおらんから安心せい。少しの間、動けなくなってもらっただけだ」

「……感謝する」

　ほうっと小さく息を洩もらして告げるユートに、アークはいたわるような光をのぞかせた瞳を向けて言葉を放ほうる。

「儂わしとて無む闇やみにあやつらを消しよう滅めつさせたいわけではない……その様子からして、あの精霊は先さき程ほどまでは正気でおったようだな？」

「ああ。急に様子が変わって……」

　応こたえるユートの目が、切れるように真しん剣けんな光を帯びる。

「どういうことなんだ？　まさか、ここに来てから襲ってきた連中はすべて……」

「……そう。〈種〉を乗っ取った〈ハルピュイア〉によって、外敵を排はい除じよするように命じられた精霊たちだ」

　心なしか沈しずんだ口調でそう告げると、アークは思いを振ふり切るように顔を上げてきっぱりと言い放った。

「詳くわしい話はあとだ！　早くここから移動せねば──時間がたてば、あの精霊もまた襲って来よう！」

　ユートに否いなやはなく、手にした剣けんを鞘さやに収めて彼は素す早ばやく竜の背に摑つかまる。ちらりと地上に向けた目に、燐りん光こうをまとわりつかせたままうずくまるプリムローズの姿が映ったが、彼はその目を一度閉じると進行方向へと鋭するどい視線を向けた。

　速度を上げて飛び去っていく竜の背後で、広大な森と草原とを載のせた浮うき島しまの姿は見る間に小さくなっていった。







　やがて見えてきた小さな浮島の上で、竜は速度を落としてふわりと舞まい降りた。

　草も木も一本も生えていない、巨大な岩塊かいのような浮島だ。ごつごつした地表に降り立つと竜は羽をたたんでうずくまり、その背からアークはややぎこちない動作で滑すべり降りた。

「……少し休ませてもらうぞ」

　うずくまった竜に背中を預けて座り込むアークを、竜の首に手をかけて降りながらユートは心配そうな顔で見下ろした。

「大だい丈じよう夫ぶか……？」

「なに、たいしたことはない……少しばかり無理が祟たたっただけのこと」

　言いながらもアークの顔色は悪く、応える声にも力がなかった。

　ユートに続いて竜の背を降りたカーマイクルが、硬かたくなった筋を伸ばすように大きく伸びをしながらなんでもないような口調で言った。

「そうそう、たいしたこっちゃない──あんたたちの居場所を見つけたあと、最短距きよ離りを突っ切るのにちょっと連続ででかい術をぶちかましただけだから」

「………」

　思わず無言でユートはアークの顔を見つめ返し、アークは居い心地ごこち悪そうに顔を背けたあとでカーマイクルをじろりと睨にらみつける。

「よけいなことを言うでない！　それに、それほど疲つかれてはおらんぞ……これはその、竜にも休きゆう憩けいが必要かと思っただけで！」

「はいはい、お気き遣づかいいただいてマールスも感謝してますよ。それはそうと、しっかり休んでおいて下さいね、ご老体。まともに立ってもいられないんでしょう？」

「うるさい！　休ませるつもりがあるなら、少しその口を閉じておれ！」

　カーマイクルはわざとらしく肩をすくめ、竜はその姿をどこか馬ば鹿かにしたように見て大きく鼻息を吐いた。

　黙もく然ぜんと立つユートに竜を降りたタジェスが歩み寄り、アークは二人を等分に見やって座れと言うように首を軽く振った。

　無言のまま近くの岩に腰こしを下ろしたユートに、彼はあるかなしかの笑えみを浮かべて言った。

「……色々と、聞きたいことがありそうな顔だな」

　ユートはわずかにためらってから、慎しん重ちように問いの言葉を口にした。

「アーク……この世界はいったいなんなんだ？　精霊の領域と言ったな？　だが精霊とは──〈種〉のためだけに存在する精霊とは、いったいどんな存在なんだ？　どうして〈種〉に操あやつられなければいけないんだ？」

「それは、ここが〈種〉によって作り上げられた世界だからだ」

　ユートの目を見返し、アークは迷いのない口調で言った。

「この世界のありとあらゆるものは〈種〉の力によって形作られた。この浮島も、精霊たちも──〈種〉の力なくしては、彼らは存在を続けていくことはできん。そして〈種〉の力に支えられているがゆえに、彼らはその命令に逆らうこともできん。たとえそれが、〈種〉を乗っ取った他ほかのなにものかの命令であっても」

「……それは、この世界に存在しない精霊であってもか？」

　問いというよりも半ば確かく認にんに近いユートの言葉に、アークは今いま更さらなどと言うことなく静かにうなずいてみせた。

「だから〈イリュウス〉は休止状態に入ったのだ。いっさいの機能を封ふう印いんして〈種〉からの干かん渉しようを防ごうとした──現実世界に拠より所を持つ精霊は、外部からの操作に対して強い抵てい抗こう力を持っておるが、〈種〉を介かいして操られることは想定しておらんからな。〈種〉の異変を察知して、休止状態に入ることができただけでも上出来と言えよう」

「〈種〉に──〈ハルピュイア〉に操られている精霊を、解放することはできるのか？」

「簡単なことだ」

　ユートを見返す瞳ひとみに、アークはにっと不敵な笑みを浮かべた。

「〈ハルピュイア〉を消滅させてしまえばいい。それで彼らは不正な指令から解放される──もともと〈種〉は、精霊に対して命令を下すような存在ではないからの。それゆえに、〈種〉からの命令に対してまるで抵抗の手段を持たんのだが……」

「──結局のところ、やることは同じなんだな」

　軽く肩をすくめてユートは呟つぶやいたが、その目には強い輝かがやきが宿っていた。

「ここへ来た目的は同じだが──理由が一つ増えた。操られている精霊たちを〈ハルピュイア〉から解放するという……」

「それだけではない」

　表情にどこか苦いものを含ませて、アークは重々しい口調で告げた。

「〈ハルピュイア〉が〈種〉を完全に支配して、その力を目覚めさせれば──今ここで起きている以上に悪いことが起こりかねん」

「悪いこと……？」

「精霊が操られるなどという事態では、済まされなくなるのだ。〈種〉の本来持っている力は、我々の住む現実世界を揺ゆるがしかねないほどのもの。それゆえに〈種〉はその力の大半を奪うばわれ、この領域に封ふうじられることとなった──かつてその力によって、世界が崩ほう壊かいの危機にまで瀕ひんしたがために」

「……世界の崩壊？」

　あまりにも規模の大きすぎる話に、ユートは呆ぼう然ぜんと言葉を返すことしかできなかった。

　タジェスも意味を判じかねるように、困こん惑わくした眼まな差ざしをアークに向けている。そんな二人の様子に、アークは苦く笑しようするともつかない表情を浮かべて言った。

「まぁ、いきなりそんなことを言われても、突とつ飛ぴすぎてついてはこれんだろうが……しかし本当のことだ。長い長い時間をかけて蓄ちく積せきされた歪ひずみの結果ではあったが、その力によって世界は一度崩壊の一歩手前まで追いやられた。それと同じことがくり返されるとは限らんが、過あやまちがくり返されるのをただ座して見ているわけにもいかん」

「………」

　ユートは言葉もなく、ただ腰に下げた〈イリュウス〉に視線を落とす。

　その内心の思いを読み取ったかのように、アークは鋭く光る眼差しでユートの顔を見つめて言葉を放った。

「それに一役買ったのが、現実世界に存在する精せい霊れい──その力を宿した兵器だった」

　わずかに息を吞のんで顔を上げるユートに、アークは感情を交えぬ淡たん々たんとした口調で告げる。

「精霊たちの力のぶつかり合いによって世界は乱れ、その他の様々な要因も重なって存在それ自体が非常に不安定な状態となった。そのままでは世界が消しよう滅めつ──あるいは、人が生存できる環かん境きようではなくなってしまう恐おそれがあったゆえ、〈種〉は封印されることとなったのだ」

「精霊は──〈イリュウス〉は、存在してはならないものなのか？」

　ユートがかろうじて口にした一言に、アークはわずかに瞳の表情を和やわらげて返した。

「そうは言っておらん。〈イリュウス〉一体の力で滅ほろびに瀕ひんするほど、世界はやわにできてはおらんぞ。これははるかな昔──数百、数千もの精霊が兵器として使用された時代の話だ。そなたから〈イリュウス〉を取り上げたりはせんから、安心するがいい」

　口をつぐんだユートに代わるように、タジェスが背中を竜りゆうに預けて座るアークを見下ろして言った。

「君──あなたは、いったいなにものなんだ？　魔ま術じゆつを自在に操ることといい、その知識といい、いったいどういう立場の──」

「言うたであろう、その質問に答えてやることはできぬと」

　ゆっくりと瞑めい目もくしてから、アークはタジェスの顔に底知れぬ輝きをのぞかせた瞳を向けた。

「そなたらの生きる世界とは無む縁えんのもの──此こ度たびの件には巻き込まざるを得なかったが、できれば今後二度と関かかわり合うことがないよう祈いのっておる。そなたらのためにもな」

「それは……」

　いったいどういう、と続けようとしたタジェスの言葉を、アークは目で押し止とどめて二、三度首を横に振ふる。

　その動作よりも、アークの顔に浮うかんだ微び笑しようがタジェスの言葉を奪った。

「──それより、このあとのことなんだが」

　同じ表情を目にしたユートは、アークの正体を追つい及きゆうすることをあきらめて口調をやや砕くだけたものへと変えた。

「どうやって〈種〉に近づく？　おそらく、この様子じゃ〈種〉はかなりの数の精霊によって守られているぞ？　蹴け散ちらして進むにしても限度はあるだろうし……できれば、あまり彼らを手にかけたくない」

　苦く渋じゆうするように眉まゆを寄せて、最後の一言を付け加えるユートをアークはどこか慈いつくしむような瞳で見つめる。

　その目が挑ちよう戦せん的な光を宿し、別人のように不敵な表情となってアークは笑った。

「それならば、ちゃんと対策は講じておる。心配せんでよい！」

「……対策？」

　アークは衣ころもの下をごそごそと手で探さぐると、磨みがかれた珠たまを繫つなげた鎖くさりの束を取り出して、その中から一つの珠を取り外した。

　胡桃くるみほどの大きさの珠を片手に握にぎり、彼はその手を空中に向かって差し伸のべる。

「我呼びたるは知覚と認識、影かげと光を司つかさどる十二の術式──」

　その言葉と同時に、アークの正面に人の背の高さほどの円を基もととした図形が浮かび上がり、やわらかな光であたりを白く照らした。

　ユートはわずかに目を細めて図形を見やり、その向こうにいくつか同じ図形が浮かんでいることに気づく。大きさは半分以下だったが、寸すん分ぶん違たがわぬその図形は見る間にその数を増やしていき、気がつけば百をゆうに超こえる数の図形が空中に浮かび上がっていた。

「これは……？」

　やや気け圧おされたような表情でユートが声を発した時、氷の塊かたまりを砕いたように微び細さいな光を撒まき散らして図形が消失する。

　次々と消えていく図形のかわりに現れたのは、竜に乗ったユートたちの姿だった──ただし、本体の五分の一くらいの大きさの。

「……これは？」

　なんとなくじっとりとした目つきで問うユートに、アークは慌あわてたように言った。

「馬鹿者、失敗したわけではないぞ！　最初からこの大きさで作るつもりで……！」

「……そうか、それなら良かった」

「なぜ目を逸そらす!?　信じておらぬな、その顔つきは!!」

「ご老体……あれはちょっと、いくらなんでも……」

「なんだ、お前まで！　単なる目くらましのための分身だぞ、いちいちそこまで精せい巧こうになど作っておられん！　というか、事前に準備してあったとはいえこれだけの分身を一度に作ることができただけでも、普ふ通つうは驚おどろくところだろうが!!」

「いや～、ある意味凄すごいかもしれないねぇ」

　ふよふよと空中を漂ただよう分身を、目で追いかけながらタジェスが感心したように言う。

「なんというか……ものすっごく可愛かわいいんだけど、あれ」

　タジェスの口にした感想は、その他二名の心の内を正確に代弁するものだった。

　大型犬くらいの大きさに縮んだ竜も、その背中に乗っているユートたちも三頭身ほどの──妙みようにころころとした縫ぬいぐるみのように可愛らしい姿となっていたのである。

「………失敗じゃ、ないんだよな？」

　きわめて微び妙みような表情で声を投げるユートに、アークは嚙かみつくように言い返した。

「くどい！　最初から小さくする予定だったと言っておろうが！　余計な力を使わないようにするための作戦だ！　……そりゃ、確かにあんな姿になる予定ではなかったが。力の調整を間ま違ちがえたか……？」

　視線を逸らしてぶつぶつと呟くアークを、ユートは胡う乱ろんげな眼差しで見やる。

（……やっぱり失敗したんじゃないのか？）

「あれ、一つもらって帰っては駄だ目めかな？」

　その後ろで吞のん気きな声をあげるタジェスに、ユートは思わず眉み間けんを押さえながら呆あきれ果てたような声を投げ返した。

「……なに考えてるんだ、お前？」

「いや、あんまり可愛いものだから……あの上に乗っかってる君を一体持ち帰りたいな、と」

「そんなもん持って帰ってどうする気だ!?」

「そりゃもちろん、一いつ緒しよに寝ねたりお風ふ呂ろに入ったり……」

「却きやつ下かだ!!」

　憤ふん然ぜんと言い放って、ユートは腕うで組ぐみをして考え込んでいるアークに目をやった。

「おい、あれでちゃんと役に立つのか!?」

「む、むろんだ！　〈種〉を守る精霊たちの目を引きつけるだけなら、あれで十分役に立つ。精霊たちは、ただ外敵を排はい除じよするようにしか命令されてはおらんのだから……あれが精霊たちの注意を引きつけているうちに、儂わしらは〈種〉のもとへと向かう」

　アークの言葉にユートはうなずきを返し、空中を漂っている分身たちへと視線を移す。

（……正直、これを囮おとりに使うのはちょっとあんまりという気もするが。よりにもよってこんな外見をしてるんじゃ……）

　複雑なその内心を見み透すかしたように、アークがほのかな苦笑をにじませた声を投げた。

「こやつらは実体を持ってはおるが、一種の幻まぼろしだ。あまり気分が良くないのはわかるが、最大限活用してやるのがこやつらに対しての礼れい儀ぎだと思え」

「……寸分違たがわない偽にせ物もののほうが、いくらか気が楽だったな」

　顔をしかめてユートが言うと、彼を励はげますように数体の分身がユートのまわりを弧こを描えがいて飛び回った。

　アークは微笑を浮かべてそれを見ると、顔を上げて空に散らばる分身たちへと目をやった。

「さあ、行け！　〈種〉を守っている精霊たちの注意を引きつけて、逃にげられる限り遠くまで逃げるのだぞ！」

　張り上げた声に応こたえるように、分身たちはその場でくるりと弧を描くと、離はなれた場所にいるものから順番に飛び立っていく。その見た目からは想像もつかない速度で、次々と消えていく分身たちをユートは言葉もなく見送った。

「……さて」

　やがて分身たちの姿が一体残らず見えなくなったところで、アークはそう言っておもむろに立ち上がった。

「儂らも、そろそろ行くとしようか」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　竜の背に登ろうとするアークを見やって、ユートは思わず声をかける。

　心配そうな色を浮かべたその顔を見返して、アークはにっと双そう眸ぼうを細めてみせた。

「大丈夫だ。もう十分休ませてもらったからな──ああ、竜がだが」

　言いながら、彼は一足先に竜にまたがったカーマイクルの手を借りて竜に登り、その背中に腰こしを落ち着ける。

　強い輝かがやきを宿した艶つややかな紫むらさきの瞳ひとみが、竜の上からユートを見下ろして言った。

「そう心配するな。〈種〉のもとまで乗り込んで〈ハルピュイア〉に一いち撃げきかます程度の余力は残っておる！　そんなに心配されると、自分がものすごく年寄りになった気がするぞ！」

「……だから実際、お前は本当は何歳いくつなんだ？」

　ユートの問いかけにまたも答えが返されることはなく、カーマイクルを急せき立てて今にも出発しようとしているアークを見て、ユートは小さく肩かたをすくめるとひらりと竜りゆうの背中に飛び乗った。

　その後ろにタジェスが乗ったところで、竜は岩いわ肌はだを蹴けって空中高くへと舞まい上がる。

　体重が消失したような奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに耐たえながら、ユートはすぐ前に腰を下ろしたアークに声を強めて言った。

「──場所はわかっているんだろうな!?　ここまで来て、道に迷ったというのは御ご免めんだぞ!!」

「そこまで阿あ呆ほうじゃないわ!!」

　言い返して、アークは鎖の束を握った手を空間の一方へと向ける。

「あちらだ──飛ばすぞ、しっかり摑つかまっておれ!!」

　ユートは応えずに、ただ竜の背中にかけた手に力を込めた。ほとんど同時に竜が加速を開始し、ユートは身体からだが後ろにのけぞりそうになるのを懸けん命めいにこらえながら、アークが示した方向へと目をやった。

　果てしない空の向こう──ぽつぽつと散らばる浮うき島しまの影のその先。

　空全体を満たす光がユートの瞳を明るく透すかし上げたが、彼は目を細めることもせずにただまっすぐな眼まな差ざしをその向こうへと据すえ続けた。
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　猛もう然ぜんと虚こ空くうを駆かけ抜ぬけていく、鳥のような一つの影かげがあった。

　大型の猛もう禽きん類るいよりもひとまわり以上大きいその影の上には、ころころとした三頭身の人形が四体乗っている。

　ぷっくりした頰ほおも愛らしい人形のうちの一体が、その顔に似合わぬ緊きん張ちようした表情を浮うかべて後方にちらりと目をやった。

　背後に迫せまるのは、それぞれ異様な形をした精せい霊れいの一団だ。

　思っていたよりも近くにあったその姿に、黄みがかった茶色の髪かみをした人形は慌てたように前に視線を戻もどして乗っている竜の背中にしがみつく。

　竜がさらなる加速を始めようとした時、それを追う精霊の一体が手にした槍やりを投げ放った。

　雷らい光こうのように空間を貫つらぬいた槍が竜の背中に命中し、それと同時に四体の人形ごと竜はぱっと白い光となって四散した。

　あたりに漂う光のかけらを、槍を投げた精霊は動きを止めて見つめやる。

　その身体が今まで向かっていたのとは反対の方向──〈種〉のもとへと向かって飛び始めたのは、一いつ瞬しゆんあとのことだった。

　他ほかの精霊たちもいっせいに方向を転じ、やがて彼らの姿は空の彼方かなたへと消えていった。







「──ええい、思った以上に残っておったか!!」

　顔を歪ゆがめて吐はき捨てながら、空中に指先で光る図形を描き始めるアークを、ユートは負けず劣おとらずこわばった顔つきで見やって言った。

「無理はするな！　ここでお前が倒たおれたら、一巻の終わりだぞ!!」

「ここで無理せずして、いつ無理をすると言う気だ!?　とにかく、ここを無事切り抜けんことには──!!」

　言いながらアークは図形を完成させ、放たれた白い光が集まった精霊たちを吹ふき飛ばす。

　そこに空いた隙すき間まにカーマイクルはすかさず竜を突とつ進しんさせ、四方八方から襲おそいかかってくる精霊たちをアークは今度は光の矢で次々と撃うち倒して、かろうじて彼らは包ほう囲い網もうをくぐり抜けたのだった。

　追ってくる精霊の姿が見えなくなったところで、カーマイクルは深々と息を吐いて言った。

「たはぁ～、こんな強きよう行こう突とつ破ぱになる予定じゃなかったんじゃないすか、ご老体？」

「抜かせ、儂だってこれほど残っておるとは思わんかった！　分身が大半を引きつけていってなお、これほどとは……どうやら〈ハルピュイア〉はすでに〈種〉の相当深いところまで侵しん食しよくしとるようだな」

　深刻な表情で呟つぶやくアークの顔を、ユートは言葉もないまま見つめやる。

　彼が指し示した〈種〉の方向に近づいていくにつれて襲しゆう撃げきしてくる精霊の数は増え、先さき程ほどはついに空を埋うめ尽つくすような精霊の一群に襲われた。相手が空中にいるのではユートに手出しすることはできず、ただアークが魔ま術じゆつを使って応戦するのを見ていることしかできなかった。

（いや……仮に手出しできても、役に立ったかどうか……）

　沈しずんだ顔つきで腰の剣けんに軽く触ふれるユートに、アークが気き遣づかうような視線を向けて言った。

「気にするな。そなたの力を借りねばならん時は、いずれ必ず来る。適材適所と言うだろうが──ここは儂に任せて、そなたは体力を温存しておれ」

「しかし……俺は」

　わずかにためらったのち、ユートはその言葉を口に出した。

「精霊とはいえ、無む闇やみに斬きりたくないと思っているせいかもしれない──先程プリムローズの操あやつる草を切ろうとした時、まるで刃はが立たなかった。そんなことは、これまで一度もなかったのに……」

　眉まゆを寄せてうつむくユートの姿を、黙だまって見返してからアークはゆっくりと言った。

「それは、ただの偶ぐう然ぜんだ。この世界で、そなたに斬れぬものなどありはしない──たとえ〈イリュウス〉の力なくしても。そなたの意志は、この世界では最強の武器となりうるだけの力を持っておる」

　心に隙すきができれば、刃は先さきが鈍にぶることもあろうがの、とアークはやや人の悪い笑えみを閃ひらめかせて付け加える。

「要は、信じるか信じないか。その手の刃が『切れぬ』と思えば、事実その刃は切れなくなる──心の奥底で思っただけでもな。ここはそういう世界なのだ。認にん識しきによってすべてが成り立っておる。己おのれと、己の目にするものをどこまで信じられるか──それがこの世界では大きな意味を持つこととなるのだ」

「信じる……か」

　ユートは背中の〈イリュウス〉に、ちらりと視線を向ける。

　あの瞬しゆん間かん、頭の片かた隅すみで『切れないかもしれない』という考えがよぎらなかったと言えば噓うそになる。〈イリュウス〉ではないただの剣で、魔術によって操られる草が切れるだろうかと──案じる気持ちが心のどこかに確かにあった。

　その迷いが、あの結果を生んだのだとしたら──

　我知らず、深々とため息を吐いたユートをアークは片眉を上げて見やった。

「どうした？」

「……いや、自分で考えていた以上に、〈イリュウス〉の力に頼たよりきりになっていたと気づかされただけだ」

　苦さの混ざる微び笑しようを浮かべて呟き、ユートはアークに視線を戻した。

「こいつは俺にとって、ただの便利な力を持った剣などではなくて──普ふ段だんは少しばかり手を焼かされるが、それでもちゃんと一つの意志と人格を持った存在だと──そう思って、接していたつもりだったんだが」

「今もそう思っとることは、そなたの顔を見れば十分にわかるぞ」

　微笑を浮かべたアークに指し摘てきされて、ユートはわずかに顔を赤らめる。ごまかすように背の〈イリュウス〉に目をやって、やや早口で、

「そんな力があってもなくても、こいつが俺にとってかけがえのない存在であることに変わりはない──取り戻したいのは『力』ではなく、いつもと変わりないこいつの『存在』なんだ。その思いが力になると言うなら、俺は全身全ぜん霊れいをかけて〈イリュウス〉を──イルを取り戻したいと願う！　その意志が、この世界で最も強い武器となるのなら──」

「その意気だ！」

　にこりと笑って、アークはユートの腰こしの剣に手を伸のばした。

「ついでに、儂わしからも少しばかり力を貸してやろう」

　その手が宙に小さく図形を描えがくのと同時に、剣がぼうっと淡あわい光に包まれる。

　戸と惑まどったような瞳ひとみを剣に向けるユートに、アークはその顔の笑みを深めて言った。

「気休め程度のまじないだが、ないよりはましだろう。あまり強力な術をかけても、そなたの力と反発してしまうだけだろうしな」

「──私は？」

　ユートの後ろからひょっこりと顔をのぞかせたタジェスが問うと、アークはああ、と今思い出したような顔つきで彼を見やった。

「そう言えば、そなたもおったのだな」

「……忘れないで欲しいね」

　複雑な表情で応こたえるタジェスに「冗じよう談だんだ」とあっさり笑って返すと、アークは空中に先程と同じ図形を描いてタジェスの剣にも術を施ほどこした。

「これで文句はなかろう？　ついてきた以上は、しっかり役に立ってもらわねばならんしな」

「素す直なおに喜べないな……まぁ、ユートの足は引っ張りたくないから、全力を尽くすつもりではいるけど」

　言いながら、タジェスは淡く光を帯びた剣を興味深そうに指先でつつく。

　光はまもなく収まり、鞘さやの表面にかすかに紋もん章しようめいた輝かがやきを残すのみとなる。指先で触れても紋章は消えず、タジェスは目を細めてユートに言葉を投げた。

「でも、これで少しは君の力になれそうかな？」

「……お前を頼る時が来るとしたら、もうそれ以外に方法はないってくらいに追い詰つめられた時くらいだろうな」

「それはつまり、私は最後の切り札ってことだろうか？　まさかそこまで信しん頼らいしていてくれたなんて……嬉うれしいよ。絶対に君の信頼に応えてみせるからね！」

「──どうしてそういう結論になるんだ!?」

　すぐ後ろでかわされる二人のやりとりを、アークは目を丸くして見つめたのちに小さく肩かたをすくめるようにして笑った。

「緊きん張ちよう感かんがないな、そなたらは……まぁ、ある意味頼たのもしいとも言えるが」

「……こいつと一いつ緒しよにしないでくれ」

　いかにも嫌いやそうにタジェスを指差しながらユートは言い返し、アークは笑いながらその瞳にわずかに鋭するどい光をのぞかせる。

「なに、やる気があるのは大いにけっこう……ただ気は抜かんほうがいいぞ」

　彼が視線を向けた先に、再び精霊の一群を発見してユートは表情を引き締しめる。

　反射的に剣に手をかけるユートを制して、アークは片手に握にぎったままの鎖くさりの束をしゃらりと高く掲かかげた。

「こうなれば、もはや出し惜おしみなどはしておられんな──来い、蹴け散ちらしてくれる！」

　鎖で繫つなげられた珠たまの一つが光を放ち、アークの正面に緻ち密みつな図形が浮うかび上がる。アークが指先を添そえると図形はいくつにも数を増し、空くうを裂さいて飛ひ翔しようする竜りゆうの周囲をぐるりと取り囲むように並ぶ。

　銀の光を放った図形の中から現れたのは、翼つばさの生えた小型の竜だった。

　ユートたちが乗っているものと比べ半分以下の大きさで、銀色の鱗うろこに包まれた身体からだは華きや奢しやと言ってもいい体格をしている。

　蝙蝠こうもりの皮ひ膜まく状の翼を大きく広げて、竜たちは迫せまり来る精せい霊れいたちへとその顔を向ける。

　緑色の瞳が明るく輝き、大きく開いた口から声なき声が発せられた時、彼らの正面に複雑な構造の図形が浮かび上がった。

　図形の表面に走った光が一いつ瞬しゆんで収束し、精霊たちのただ中に光条となって撃ち込まれる。

　少なからぬ数の精霊がそれで行動不能に陥おちいったのを見ると、他ほかの精霊たちも警けい戒かいするように竜たちから距きよ離りを取った。

　そこにできた隙間を縫ぬうように、カーマイクルの操る竜が飛翔していく。

「……まだ、〈種〉までは遠いのか？」

　小型の竜を供とものように引き連れて、精霊たちの間を飛んでいく竜の背中でユートはアークへと問いの声を放った。

　精霊たちの攻こう撃げきを受けて、銀色の竜が一いつ匹ぴきまた一匹と光の粒つぶとなって霧む消しようする。

「いいや」

　応えるアークの瞳には、この世の何物も映し出されていないように見えた。

　彼は手にした鎖を解ほどいて広げると、目の前の空間に向かって高らかに声を放つ。

「もう、目の前だ──我呼びたるは空間と認識、束そく縛ばくと解除を司つかさどる六の術式！」

　言葉と同時に鎖に繫げられた珠のいくつかが光を発し、彼らの向かう先に巨きよ大だいな光の図形が形作られた。見上げるほどの真円の直径はおよそ二十リーブ──四、五階建ての建物の高さに相当する。

　淡い光をまとった図形の向こうで、空間が歪ゆがむのがわかった。

　揺ゆらめくように変化していく景色の奥に浮かんでくるのは、豊かな葉をたくわえた巨大な樹き──ただし上下逆さまの。

　目の前いっぱいに枝葉を広げる大樹の根元は、天の彼方かなたへと向かって消えている。

「な……」

　その光景に思わず息を吞のむユートに、アークは一転して静かな声で言い放った。

「あれが〈種〉──正確には〈種〉の力によって作り出された天空の大樹。この世界を支える力の源だ」

　幾いく千万の時を経て結けつ晶しようした石を打ち鳴らすがごとく、澄すみきった声で、

「その名は〈アシュヴァータ〉──この世ならざる命を統すべる、天に根を下ろす無花果いちじくの樹」







　空全体を埋うめ尽つくすように伸びる枝の下に入るのと同時に、精霊たちの襲しゆう撃げきが止やんだことにユートは気づいた。

　ふり返ると彼らは、線でも引いたように空中の一点で静止している。

　遠ざかっていく精霊の姿を驚おどろいたように見送るユートを横目に見て、アークはこともなげに言葉を放った。

「あやつらには〈アシュヴァータ〉の領域内に入ることはできん。ここまでくれば一安心──と言いたいところだが」

　その目を天空に広がる大樹の枝葉に向け、アークはやや苦味の混ざる笑えみを浮かべる。

「むしろ、ここからが本番じゃ。見よ──出てくるぞ」

　アークの言葉にユートは反射的に頭上を振ふり仰あおぎ、視界いっぱいに広がる枝の間から次々と獣けものの頭を持った人型の怪かい物ぶつが姿を現すのを目にする。

　人間の数倍に達する身長の彼らの背には、猛もう禽きん類るいのそれに似た大きな翼があった。

「あれも精霊か？」

「いや違ちがう。あれは〈アシュヴァータ〉を侵しん入にゆう者から守るために存在する術式──こやつらと同じようなものだ」

　周囲に数体残る銀色の竜を視線で示してアークは言い、その目を頭上から迫りつつある怪物へと戻もどして鋭く声を発する。

「──行け！」

　銀色の竜は翼を大きくはばたかせて、宙を猛もう烈れつな速度で駆かけ上がっていった。

　怪物たちが手にした武器を振り上げるより早く、竜たちの真上に浮かんだ図形から放たれた光条が彼らの身体に突つき刺ささる。しかし巨大な怪物たちの動きを完全に止めることはできず、振り下ろされた武器が竜たちの身体を一瞬にして消しよう滅めつさせた。

　だが、その時にはもうアークの手元に淡い輝きを放つ図形が一つ完成している。

「行くぞ──しっかり摑つかまれっ！」

　アークの声と同時に竜が上じよう昇しようを開始し、ユートとタジェスは慌あわてて竜の背中にしがみつく。言いながらアークも片手で竜の鱗に素す早ばやく摑まり、その背にぴったりと身を伏ふせるような体勢を取った。先頭で手た綱づなを握るカーマイクルも同様だ。

　ほとんど垂直の角度で宙を駆け上がる竜の背中で、ユートは思わず声をあげる。

「まさか正面から突っ込んでいく気か!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ!!」

　ふり返りもせずに投げられる言葉の真しん偽ぎを問う間もなく、銀色の竜を全ぜん滅めつさせた怪物たちがユートたちの正面へと迫る。

　それだけで大人の身長ほどもある武器を振り下ろされ、ユートは知らず身を硬かたくする。

「──っ！」

　しかし分厚い斧おののような刃はは、彼らの身体には届かなかった。なにもない空中を貫つらぬいていく刃を横目で見送り、ユートはその目をわずかに見はった。

　その先には、自分たちと寸すん分ぶん違たがわない姿をした一団が浮かんでいたのだ。

　銅あかがね色いろに輝く竜に乗った一団は、目の前をかすめた刃やいばに驚いたように方向を急きゆう転てん換かんして怪物たちから離はなれていく。その姿を追って怪物たちはユートに背を向け、見る見るうちに遠ざかっていった。

「あれは……」

「一体ならば、あそこまで精せい巧こうな偽にせ物ものを作ることも可能！　さっきのが失敗などではないのがわかったか!?」

「そんなこと言ってる場合でもないでしょうが……」

　苦く笑しようを声ににじませてカーマイクルが言い、アークは少しばかり顔を赤くしてそうであったな、と返すとユートに続きの言葉を投げる。

「まやかしをかけて、儂わしらの姿が見えんようにもしてある──あまり長くは保もたんがな。奴やつらが騙だまされているうちに、〈アシュヴァータ〉の内部に侵入するぞ！」

「しかし、どうやって……」

　ユートが返した言葉を振り落とすように、竜はさらに加速して〈アシュヴァータ〉の枝の中へと飛び込んでいく。

　密生した枝葉に視界を遮さえぎられて、ユートが小さく声をあげた時だった。

「わっ──あ？」

　突とつ然ぜん変化した視界に、ユートは思わず困こん惑わくした表情を浮かべる。

　目の前を覆おおっていたはずの枝葉が跡あと形かたもなく消失し、かわりに広がっていたのはここに来るまで目にしていたものと同じ抜ぬけるような青空だった。

　空の高みに行くにつれてその色は深みを増し、天頂部には最上級の青サフ玉アイアのような青を背景にいくつもの星が瞬またたいている。空全体を覆うのは真昼の光だが、不思議とその光景には違い和わ感かんが感じられなかった。

「ここが──あの樹の中？」

　困惑と不ふ審しんをたっぷりとのぞかせた声に、アークはにやっと笑って応こたえる。

「そうだ。向こうの世界での常識はここでは通用せん。あまり難しく考えすぎると、頭が混乱してくるぞ？」

「……もう十分過ぎるくらい混乱している」

　ため息混じりにユートは言葉を返し、水平状態に戻った竜の背中で身を起こす。

　視線を下方に転じると、緑に覆われた大きな飛び島が見えた。これまで見てきたものの中で最も大きく、森や山が広がっている様さまはもはや完全な陸地としか見えない。

　島の中央には先さき程ほどまで空を覆っていたものには遠く及およばないものの、十分すぎるほど巨大な樹が一本そびえ立っている。こんもりと茂しげるその梢こずえは、まるで小さな山がそこに存在しているかのようだった。

「あそこに、〈種〉があるのか？」

　飛び島を視線で示しながらユートが問うと、アークは同じ方向を見たままうなずいた。

「あれこそがこの世界の中心──〈種〉の眠ねむる苗なえ床どこだ。その力を封ふう印いんし、永遠に眠り続けさせるための……まさか、その眠りが破られることになろうとは思わなんだが。だが、相手が〈ハルピュイア〉では致いたし方ない──あれは〈種〉とほとんど同質の力を持っておるからな。もとは同じものから作り出されたのだから、無理もないことだが……」

　言葉の後半は呟つぶやくように、ほとんど聞き取れない声で発すると、アークは思考を切り替かえるように首を振ってユートに顔を向けた。

「あの島の上では、これまでのような大規模な術を使うことはできん。〈種〉を傷つける恐おそれがあるからな──ここから先は、そなたたちの剣けんの腕うで前まえだけが頼たよりだ。これまで楽をした分しっかり働いてもらうぞ！」

「……あんまり楽をした気はしないけどね」

　ユートの後ろに座ったタジェスがぼそりと呟き、つい先程まで必死にしがみついていた竜りゆうの背中に視線を落とす。ユートもなにか言いたげな様子をちらりとのぞかせたが、口には出さず微び妙みような視線をあさっての方向に泳がせただけだった。

　幸いそんな二人の様子には気づかず、アークは徐じよ々じよに近づいてくる飛び島を食い入るように見つめている。

　近づいてくるにつれて、飛び島とその上の大樹の巨大さが否いや応おうなしに感じられる。

　小さな山一つ分ほどもある大樹の梢をかすめるように竜は滑かつ空くうし、やがて舞まい降りたのはそこからやや離れた場所にある小高い丘おかの上だった。

「ここで……いいのか？」

　訝いぶかしげな声を、ユートはアークに向かって投げやる。

　大樹までは目と鼻の先のように思えたが、それが上空から見ての印象に過ぎないことは着地するのと同時にわかった。

「ああ。ここが一番安定しておるからな……あの樹きに近づけば近づくほど、〈種〉の影えい響きようは強くなる。降り立った瞬しゆん間かんに罠わなにかかってあの世行き──などということになったら目も当てられんだろう」

　からからと笑いながら物ぶつ騒そうな発言をするアークに、ユートは思わず顔を引きつらせる。

「まぁ、それは最悪の場合だが……用心しておくに越こしたことはなかろう？」

「……確かにな」

　うなずくユートの前で、アークはカーマイクルの手を借りて竜の背中から降りる。

　地面を覆うやわらかい草は彼の足首までを隠かくす深さで、ユートは背中の〈イリュウス〉に気をつけながらその横へ飛び降りた。

「では……これからどうするんだ？」

「うむ。どのみち〈種〉に接せつ触しよくするためには、あの樹に近づかねばならんからな……なんとか気取られずに近づきたいところだが」

「……まさか、歩いてあそこまで行くつもりか？」

　真しん剣けんな顔つきで考え込んでいるアークに、ユートは恐こわ々ごわと尋たずねる。

　アークが答えを返すよりも早く、ユートの横に降り立ったタジェスとカーマイクルが次々と言葉を口にした。

「それはちょっと……無む謀ぼうなんじゃ？　あそこまでは、まだかなりの距きよ離りがありそうだし……歩いていったら何時間──いや、何日かかることになるやら」

「悪いこた言わねえからせめて竜を使いましょうや、ご老体。自分の体力過信してると、ある日突然バッタリポックリ……ってことになりかねませんぜ？　まぁ、どうしてもって言うなら止めやしませんが──俺に責任はないって、一筆残しておいてくれませんかね？」

　二人にも疑わしげな目を向けられ、アークはむっとした顔つきになって彼らを睨にらみ返した。

「やかましいっ！　誰だれがあそこまで歩いていくと言った!?　──というか、なにやらド失礼な発言が聞こえたのは気のせいかっ!?」

　さり気なくあさっての方向に目をやるカーマイクルを半眼で睨みつけ、アークはユートへと視線を戻した。

「ここを選んだのは、なにも危険を避さけるためばかりではないぞ。これだけ安定している場所ならば──」

　言いながら、アークは片手に握にぎりしめたままの鎖くさりをしゃらりと振ふって大きく広げる。

　鎖の各所にちりばめられた珠たまのうちのいくつかが、星のように澄すんだ輝かがやきを放った。同時にアークの足元に、複雑な模様で埋うめ尽つくされた光の円えん環かんが浮うかび上がる。

　その半径はユートたちや、その背後の竜までも含ふくむほどに大きなものだった。

「やはり──ここならば〈種〉の干かん渉しようを受けずに術が使えるな」

　にやりと口元に不敵な笑えみをのぞかせて、アークは集中するようにその目を閉じると徐々に光を強めていく模様の上に片かた膝ひざをつく。

　鎖を握った拳こぶしを、模様の表面にごく軽く触ふれるように落とす。

「今、あの樹まで直通の通路を開いてやる。そのまま、そこを動くでないぞ！」

「え……!?」

　驚おどろいたように目を見開いたユートがなにか言いかけるより早く、その足元に浮かんだ模様が強きよう烈れつな光を放った。

　拡散せずに垂直に空に伸のびていく光が、ユートの視界を白く染め上げる。

「──っ！」

　思わず目をつぶった瞬間、ユートは全身の感覚が残らず消失するのを感じた。







　失った感覚が戻もどってくるのと同時に、ぐらりと体勢が崩くずれるのを感じてユートは両足に力を込めた。

　反動で軽く後ろによろけながら、ユートは閉じていた目を開く。

「……？」

　その目に映ったのは、天を突つき上げるような何本もの巨きよ大だいな木々だった。空を隙すき間まなく覆う梢から洩もれ込む光が、視界全体を淡あわく緑に染めている。

　しかし、視線を巡めぐらせてもあの大樹の姿はどこにも見当たらなかった。

「ここは……？」

「……すまん、妨ぼう害がいが入った」

　告げるアークの声はいかにも苦しそうで、ユートはぎょっとしてその顔に目をやった。

　アークは短い下草の上に座り込んだまま、動くこともできないようだった。うつむいた白い顔には、じっとりと汗あせがにじんでいる。

「してやられた……罠だ。まんまと引っかけられてしもうた……」

「……罠？」

　ユートの顔に警けい戒かいの色が浮かび、アークは眉み間けんに皺しわを寄せて告げる。

「出口の位置をずらすのが限界だった……今すぐこの場所を離はなれろ。じきに連中が儂わしらの居場所を嗅かぎつけてやって来よう……」

　苦しげな声で言い切ったその時、かすかな振しん動どうがユートの足の裏に伝わってくる。

　ユートが表情を厳しくして剣けんを抜き放ち、カーマイクルは小さく舌打ちするとアークを肩かたに抱かかえ上げて竜に飛び乗った。

「おい、あんたも乗れ──！」

　竜の上から投げられた声に、ユートは片手だけで鱗うろこを摑つかんで竜の背中にまたがる。

　その手をタジェスに差し出し、摑んだ腕うでを思いきり引っ張って彼の身体からだを竜の上に引きずり上げるのと同時に、地面を蹴け立たてて竜が走り出した。
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「うわっ！」

　空を飛んでいる時とは異なる振動に、振り落とされそうになって二人は慌あわてて竜の背にしっかりと摑まる。

　しかし文句を言う余よ裕ゆうもなく、二人は背後へと目をやった。

　巨大な木々の間から、それに劣おとらぬくらい巨大な影かげが姿を現すのが見えたのだ。

　異様に長い手足を動かして近づいてくる影は、森の木々がそのまま人の形を取ったかのようだった。距離があるため細部は見えないが、ごつごつした樹皮のようなものがその身体全体を覆おおっている。

「な……なんだ、あれは!?」

　ユートの声に応こたえるように、カーマイクルの前に座ったアークが弱々しい声で言った。

「この森の番人だ……あやつらの巣の中に強制的に送り込まれるところだった。まったく性質たちの悪い……」

「そんなことより、逃にげ切れるのか!?」

「難しい……ところだ。あやつらは一体一体の動きは鈍にぶいが、数が集まれば……取り囲まれでもすれば、逃げるのは……」

「どうやら、その不安が的中したようですぜ！」

　カーマイクルが笑みのかけらもない声を投げ、ユートが前方へと視線を向ける。

　向かっている先に複数の巨大な影が揺ゆれているのを発見し、素す早ばやく周囲に巡らせた視線の先にも同様の影があるのを見て取ってユートは喉のどの奥で呻うめき声を洩らした。

「すでに手て遅おくれか……！」

「上空に逃げるって選せん択たくも──この森の中じゃ使えそうにねえか」

　カーマイクルが顔をしかめて呟つぶやき、ユートはその後ろで油断なく目を光らせて接近してくる樹じゆ人じんたちを見つめる。

　包囲の隙すきをうかがう彼の目に、しかしそれらしい箇か所しよが映ることはなかった。

「こうなったら、あとは撃げき破はする以外に方法はないか……」

　眉まゆを寄せて言うと、ユートは手にした剣を握りしめてアークに言葉を放った。

「あの樹はどっちの方向だ、アーク!?」

　ほんの一いつ瞬しゆんの間のあと、アークは片手を上げて斜ななめ前方を指し示す。

　ユートがそちらに向かうよう指示を出すより先に、カーマイクルが手た綱づなを操あやつって竜りゆうの進路をわずかに修正した。

「やるなら一点突とつ破ぱ──だろ？　間ま違ちがってるかい？」

「いいや、正解だ」

　笑みを含んだ声を投げ返し、ユートは近づいてくる樹人の巨きよ体たいに目を凝こらす。

（どこが弱点だ──？）

「首の付け根が、一番強度が弱い」

　ユートの内心を読み取ったように、アークがやや声を強めて言った。

「関節部は全体的に強度が弱いが──首の付け根が構造的に最も弱くできておる。ただ問題はどうやって、そこまで剣を届かせるかだが……」

「──速度を上げろ」

　ユートは迷いもせずに告げて、軽く両目を閉じる。

　今まで以上に激しい衝しよう撃げきが身体を揺さぶるのを感じながら、ユートは意識を集中して脳のう裏りにこれからの動きの流れを思い描えがく。

　指先が白くなるほど力を込めて、竜の鱗を摑むユートをタジェスが心配そうに見やる。彼も竜の背中に摑まっているだけで精せい一いつ杯ぱいのようだったが、ユートに向ける瞳ひとみには心からその身を案じる光が浮かんでいた。

　その視線にも気づかず、ユートは頭の中で完成した流れのままに身体を動かし始める。

（──迷うな）

　剣を握った右手を、滑なめらかに身体の横へと移動させる。

　わずかに身体から離したところで剣けん先さきを下に向け──そこでぴたりと静止する。

（迷うな──信じろ。この身体は、俺の意志の通りに動く！）

　心の奥底で念じた瞬しゆん間かん、ユートの耳にカーマイクルの鋭するどい声が届いた。

「──目の前だぜっ！　ユート!!」

　ほとんど同時に目を見開き、ユートは打ち据すえるような声を発する。

「跳とべっ!!」

　猛もう然ぜんと駆かける勢いのまま竜が地を蹴けるのと、ユートがその背に膝ひざを乗せるのは同時だった。ひときわ激しい衝撃に耐たえながらユートは膝立ちになり、靴くつ底ぞこで竜の背を思いきり蹴りつけて空中へと跳ちよう躍やくする。

　宙高く跳び上がったユートの真正面に、巨大な樹人の頭部があった。

　目の前に迫せまった樹人の首へ、ユートは手にした剣を叩たたきつけようとした──が、それよりも樹人の身体から伸びた細い枝がユートに襲おそいかかるほうが早かった。

　身動きの取れない空中で、ユートはしかし顔色を変えることもなく矢のように襲い来る枝を切り捨てる。反動で崩れた体勢を一回転して整え、ユートは切り捨てた枝を足がかりに樹人の頭上まで再び跳び上がった。

　落下の勢いも加えて、斜めに振ふり下ろした剣が樹人の首筋に深く食い込む。

　ひと抱えもある丸太のような首は、そう簡単に断たち切れるものとはとても思えなかったが、ユートの刃やいばはその首をあっさりと断ち切って宙に飛ばした。

「──ユート！」

　そのまま首と一いつ緒しよに落下するユートに、タジェスが腕を伸ばす。

　翼つばさを広げて滑かつ空くうする竜の背中に、引きずり込むようにして彼はユートの身体を着地させる。いささか手て荒あらな方法ではあったが、ユートはわずかに顔をしかめただけで文句は言わず、腕を摑んだままのタジェスに礼の言葉を返した。

「悪いな、助かった」

「……まったく、どこまで無む茶ちやをすれば気が済むんだい？　本当に君って人は……心臓に悪いったらありゃしない」

　深々とため息を吐つくタジェスに、ユートは少しだけ申し訳なさそうに言う。

「心配かけたのは悪かったが……ここは無茶でもなんでもすべきところだろう？」

「せめて一言言ってからにしてくれたまえ。こっちにも心構えってものが──第一、私たちが間に合わなかったら黙だまって地上まで落っこちてたつもりかい？」

「いや……その、たぶん空中で受け止めてくれるだろうと思ってたし……」

　途と端たんにタジェスから呆あきれたような視線を向けられて、ユートは口ごもったようになる。その顔を見やるタジェスの視線には温かさもにじんでいたが、ばつの悪そうな表情で視線を逸そらすユートがそれを知ることはなかった。

　滑空から再び疾しつ走そうに移る竜の背中で、アークが小さく笑って二人に声を投げた。

「とんでもない無茶をしでかしてくれたものだが、結果良ければすべて良しだ──おかげで、なんとか森を抜ぬけられそうだしな」

　動きを止めた樹人をはるか後方に置き去りにし、なおも疾走を続ける竜の行く手には明るい光が見え始めていた。梢こずえから洩れ込む光とは格段に差のあるその明るさは、そこで森が途と切ぎれていることを表している。

　ユートの表情がごくわずかに緩ゆるむのを見て取り、アークは釘くぎを刺さすような口調で言った。

「気を引き締しめてかからんと、大おお怪け我がをすることになるぞ──あそこは〈アシュヴァータ〉の心臓部。〈種〉の力に最も強く支配を受けた場所だ。〈種〉を掌しよう握あくしとる〈ハルピュイア〉も、その力のすべてを使って死にもの狂ぐるいで抵てい抗こうしてくることだろう」

「ああ」

　ユートは言って、再び全身に緊きん張ちようをみなぎらせる。

　張りつめた気配はしかし内に向かって溜ため込むもので、研とぎ澄すまされたように異様に静かな背中をタジェスは言葉を吞のんで見つめやった。

　森の出口は見る間に近づき、竜はいささかも速度を落とすことなく光の中に飛び込む。

　森の中とは段だん違ちがいの明るさにユートは目を細めながら、全身の神経を集中して襲しゆう撃げきしてくるなにものかに対して身構えた。
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　明るさに慣れた目にまず飛び込んできたのは、視界のほとんどを覆い尽つくすほど巨きよ大だいな樹きの幹だった。

　無数の木を一つに縒より合わせたような、太くごつごつと隆りゆう起きした樹皮。

　その各所に新芽のようなささやかな緑が顔をのぞかせているのが見えたが、幹と対比しての話であって通常ならば一本の木に相当する大きさだ。そんな枝や深い裂さけ目を至る所にのぞかせながら幹は天に向かって伸のびていき、その彼方かなたに雲のように梢こずえが広がる。

「──っ！」

　しかし呆ぼう然ぜんとそれらに目を奪うばわれたのは、一瞬のことだった。

　頭上から迫り来る気配を察するなり、ユートは滞たい空くうしている竜りゆうの背中で抜き身の剣けんを構えて天を振り仰あおいだ。

　四足の影かげが目に入るのと同時に、ユートは下から弧こを描くように剣を振り上げる。

　襲いかかってきた蹴け爪づめに深く刃が食い込んだが、それ以上の痛手を与あたえるよりも先に影は空中へと逃のがれていった。

　それ以上追うこともできず、ユートは宙に舞まう影を険しい表情で睨にらみ据える。

「なんだ、あれは……？」

　大きな翼を持つ鳥とも獣けものともつかない生き物だった。前まえ肢あしは鳥の蹴爪だが、胴どう体たいから後あと肢あしにかけては大型の肉食状に似た形状だ。猛もう禽きん類るいの形をした頭部では、黄おう褐かつ色しよくの瞳が敵意に満ちた眼光を放っている。

「〈種〉の守護獣──〈グリフォン〉だ」

　草の上に着地した竜の上で、アークが硬かたい声こわ音ねで告げた。

「こやつをどうにかせんことには、先に進めん──が、儂わしにはそなたを手助けするほどの力は残っておらん。今しばらくすれば回復もしようが……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　アークに視線を向けもせず、ユートは言葉だけを放ほうりやった。

「この先に進まないことには、俺がここに来た目的を果たすこともできん。ならば──なんとしてでも押し通る」

　声ににじむ意志の強さはそのまま、なんの気負いも感じさせない落ち着いた口調で告げるとユートは停止した竜の背中に立ち上がった。

　空中の〈グリフォン〉を恐おそれげもなく見返し、剣を構えたその時──

　周囲の地面が波打つように盛り上がり、ずんぐりとした複数の影を吐き出した。それを見たユートの顔に驚おどろきと警けい戒かいの表情が広がる。

「な──!?」

　粘ねん土どで作られたような人型の影は、その体型からは想像もつかない素す早ばやい動きでユートたちへと襲いかかってくる。

　その手の中に凶きよう悪あくな刃のきらめきが宿っていることに気づき、ユートは反射的に身構える。

「ここは私が！」

　迎げい撃げきしようとしたユートの動きを止めたのは、タジェスの声だった。

　剣を抜き放ちざまに飛びかかってきた一体を斬きり捨て、タジェスは竜の背に片かた膝ひざを乗せて肩かた越ごしにユートに声を投げやる。

「こいつらは私が引き受ける──君はあれを！」

「──わかった！」

　言うやユートは竜の背を蹴って、飛来する〈グリフォン〉に斬りかかる。同時にタジェスも竜から飛び降りて、集まってくる土人形もどきのただ中へと飛び込んでいった。

「んじゃ、俺らもいっちょ加勢するとしますか！」

　カーマイクルは言って手た綱づなを片手に握にぎり、抜き放った剣を手に襲い来る土人形を斬り伏ふせていく。その意を汲くんだように竜も爪つめや長い尾おで近づいてくる土人形を叩き伏せ、激しく揺ゆれる背中でアークが慌あわてたような大声をあげた。

「暴れるのはかまわんが、少しは乗っている人間のことも考えんか！」

「口閉じてしっかり摑つかまってて下さいよ、ご老体！　舌した嚙かんでも知りませんぜ！」

　彼らの活かつ躍やくもあって土人形はじりじりと数を減らし、タジェスは剣を振るいながら〈グリフォン〉と交戦するユートにちらりと視線を送った。

　ユートの初しよ太刀だちは胸のあたりを浅く切り裂いただけで致ち命めい傷しようには至らず、草の上に降り立ったユートに〈グリフォン〉は鋭するどい爪とくちばしで猛然と襲いかかっていく。ユートは剣を盾たてにそれを防いでいたが、やがて勢いに耐えきれなくなったように草の上に倒たおれ込んだ。

「ユート！」

　タジェスが叫さけんだ瞬しゆん間かん、横手から現れた土人形が彼の頭部に刃を振り下ろす。

　わずかに反応が遅おくれたものの、すんでのところで身を捻ひねって避よけ、容よう赦しやのない一いち撃げきで土人形の胴体を真っ二つに断ち割る。

　崩くずれていく土人形に見向きもせず、タジェスは残る一体の土人形を竜の方向に向かって思いきり蹴けり飛ばすと、倒れているユートに駆かけ寄っていった。

　しかし、ユートの突つき上げた剣をかわした〈グリフォン〉が、ユートに再び襲おそいかかるほうが早かった。

（──間に合わない！）

　とっさに判断すると、タジェスは手にした剣を〈グリフォン〉めがけて投げつけた。

　回転しながら飛んでいった剣はその翼つばさをかすめただけだったが、注意が逸れた瞬間ユートは横に転がって〈グリフォン〉の爪をかいくぐる。避けきれずに爪の先が頰ほおをかすめたが、ユートは気にもかけずに起き上がって下から剣を振ふり上げる。

「この──っ!!」

　鋭い斬ざん撃げきは、〈グリフォン〉の胴体から肩かたまでざっくりと切り裂いた。

　ユートはそれで手を休めることはせず、ぐらりと体勢を崩した〈グリフォン〉の首へと刃やいばを振り下ろす。重い手て応ごたえとともに首が胴体を離はなれた──と思った次の瞬間、その身体からだは無数の光の粒りゆう子しと化して空中に散じた。

　思わず目を丸くするユートに、竜の上からアークが言葉を投げる。

「行くぞっ、ユート！」

「……え？」

　呆然と立ちすくんだのもつかの間、ユートは走り寄ってくる竜を見るとその鱗うろこに手をかけて地面を蹴り、身軽に竜の背中へと飛び乗る。

　剣を拾って駆け戻もどってきたタジェスの手を摑んで引き上げ、前を向こうとしたところで彼の悲鳴のような声が耳に突き刺さった。

「ユート！　顔に傷が──なんてことだ!!　君の可愛かわいい顔に傷が付くなんて!!」

「そんなことでいちいち騒さわぐな！　女の子じゃあるまいし──こんな傷、ツバでもつけときゃすぐに治るっ!!」

「そうかい？　じゃあ失敬して……」

「誰だれがお前に舐なめろと言った!?　ふざけた真似まねしてると今すぐここから叩たたき落とすぞっ!!」

　額に青筋を立てたユートに竜の背中から突き落とされかけ、タジェスは慌てて笑え顔がおを作ってユートの頰に近づけた顔を離す。

「ごめんごめん、冗じよう談だんだって！」

「この状じよう況きよう下かで冗談を言えるとは、たいした神経の太さだなっ！」

　憤ふん然ぜんと言い捨てて、ユートは今度こそ前を向く。その耳に「いやぁ照れるな」というタジェスの声が届いたが、ユートはあえて聞こえなかったふりをした。

　かわりに視線をアークに移して、ユートは問いの声を投げやる。

「〈種〉はあの樹きの中にあるのか？　それとも──あの樹が〈種〉なのか？」

「そうとも言えるし、そうでないとも言える」

　アークの返した曖あい昧まいな応こたえに、ユートの眉まゆがごくわずかに寄せられる。

　訝いぶかしげな顔で問いを重ねようとするユートに、アークは複雑な笑みを口元にのぞかせて言葉を放った。

「見ればわかる──ほら、もうすぐだ」

　ユートが視線を行く手に戻すのと同時に、巨きよ大だいな樹の幹が彼らの目の前に迫せまる。

　壁かべのように立ちはだかった幹を、ユートはぎょっと目を見開いて見つめる。反射的に後ろに飛び退のきかかる身体を意志の力で強ごう引いんに押さえつけ、身を硬くこわばらせてユートは幹へ突とつ進しんしていく竜の鱗を強く摑んだ。

「──っ！」

　まともに幹にぶつかる──と思った瞬間、その身体は抵てい抗こうなく幹をすり抜ぬける。

　それはこの世界に来た時の再現のようだったが、今度は目をつぶることなくユートは眼前の光景が一転するのを見守った。







　その瞬間、耳にしたのはかすかに聞こえる甘い歌声だった。

　耳に届くぎりぎりの領域で、ささやくように響ひびく歌声はユートの心の奥深くまで知らぬ間に忍しのび込み、その思考を奪い去っていく。

　危機感さえも甘くとろかしていくような、優やさしく懐なつかしい歌声だった。

　幼い日に母の膝ひざの上で聞いたような──胸の奥底に眠ねむる、最も暖かな記き憶おくの中へと心を引き込んでいくような強制力を持った歌声。ぷかりと泡あわのように浮うかぶ懐かい疑ぎや不安さえも、一いつ瞬しゆんのうちにかき消されていく。

　やがて抵抗する意志も失うせて、すべてを歌声に委ゆだねようとした時──







「──しっかりせんか、この阿あ呆ほう!!」

　アークの怒ど声せいが、ユートの意識を現実の光景へと引きずり戻した。

　夢から覚めたような気持ちで、ユートは眼前に広がる光景を見つめる。それは先さき程ほどまでと、少しも変わらぬ場所のように思えた。深い森に囲まれた光溢あふれる草地──違ちがうのは向いている方向だけだ。

　ふり返った背後には、これも先程と変わらない巨大な樹きが高く天へとそびえ立っている。

「……ここ、は？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた瞬間、ユートは先程までの光景にはなかったものに気がついた。

　背を向けた大樹の根元──その大きさとは不ふ釣つり合いなまでに盛り上がりの少ない、大人の背せ丈たけほどの根の上に腰こしを下ろした人ひと影かげに気づいたのだ。

　それは、首から爪つま先さきまで覆おおい隠かくす白いドレスを身につけた一人の女性だった。

　かろうじてのぞく顔と手首の肌はだも滑なめらかに白く、腰に届く髪かみも雪原のような見事な純白だ。一いち分ぶの歪ゆがみもなく整いきった顔の中、その両の瞳ひとみと唇くちびるだけが鮮せん烈れつな紅くれないの色を宿している。

　その女性の腕うでの中に、守られるようにして眠る一人の子供の姿があることに、ユートはやや遅れて気がついた。

「あの子供は……」

　知らず口にした言葉を奪うばうように、アークが険しい表情で怒ど鳴なった。

「──あれが〈種〉じゃっ!!」

　同時に、女性の足あし下もとの地面が爆はぜ割れて、そこから飛び出してきた数十本の樹の根がユートたちへと襲いかかる。

　鋭く尖とがった根の先せん端たんを、竜りゆうは空中に大きく跳とび上がることによってかわした。

　しかし息を吐つく間もなく、別の地面から飛び出した根が、大きく翼を広げて空中に留とどまった竜の身体へ四方八方から迫る。その大半を竜は複雑な軌き道どうを描えがいて飛ぶことによってかわしたが、避けきれなかった数本がその身体に浅い傷を刻んだ。

「うわぁっ！」

「ちょ──落ちるっ！」

　激しい運動に、その背に乗った人間たちも悲鳴じみた声をあげる。

　かろうじて振り落とされることはなかったものの、これではお互たがいに行動を制限されるだけだと察して、ユートは竜の身体が地表に近づいた瞬間その背から飛び降りた。

「ユート！」

　タジェスが声をあげるが、彼が飛び降りようとするよりも早く、再び襲いかかってきた樹の根をかわして竜が空中高く舞まい上がる。

　その背中から、アークが身を乗り出すようにして声を張り上げた。

「その女が──女の姿をしているものが〈ハルピュイア〉だ！　そやつを倒たおせば〈種〉を支配から解き放つことができるっ!!」

　ユートはその言葉に応えることもできず、次々と襲い来る樹の根を必死にかわし、あるいは剣けんで切り払はらっていく。

　大樹までさほどの距きよ離りはなかったが、近づけば近づくほど樹の根の攻こう撃げきも激しくなり、容易に接近することはできない。地面を突き破って出てくる樹の根は前方ばかりではなく、ありとあらゆる方向からユートに襲いかかってくるのだ。

「くそ……っ！」

　ユートの瞳に焦しよう慮りよの色が浮かんだ時、その背後に降り立った影かげがあった。

　反射的に向けたユートの目が丸くなり、その口から驚おどろきとも呆あきれともつかない声が洩もれる。

「タジェス!?」

「及およばずながら、加勢に来たよ！」

　言うやタジェスは襲いかかってきた樹の根を一ひと太刀たちで斬きり伏ふせ、肩かた越ごしに笑いを含ふくんだ声をユートに投げやった。

「乗ってても足手まといなだけだから、手伝って来いって放ほうり出されてね。まったく人使いの荒あらい連中だよ」

　冗談めかした口調はそれが本心ではなく、単なる方便に過ぎないことを物語っていた。

　ユートはとっさに口にしかけた言葉を吞のみこみ、わずかにためらったあとでタジェスに背を向けて言った。

「──ヘマするなよ！　お前の面めん倒どうまで見ている余よ裕ゆうはないっ！」

「了りよう解かい。足を引っ張らない程度に頑がん張ばることにするよ！」

　同時に二人は互いの死角を補い合うような形で、それぞれの方向から襲おそい来る樹の根を斬り捨てて、大樹に向かって走り始める。

　次々と樹の根が二人めがけて襲いかかってきたが、閃ひらめく刃やいばに阻はばまれてその身体からだに届いたものは一つとしてなかった。空中では竜も大樹に接近し、急降下と急上じよう昇しようをくり返して樹の根を引きつけ二人を援えん護ごする。

　やがて、襲い来る樹の根の向こうに純白の女性──〈ハルピュイア〉の姿が見えた。

「ユート!!」

　タジェスの声に背中を押されるように、ユートは目の前の根を斬り伏せると手の届く距離に迫った女性へと斬りかかる。

　感情を宿さない紅玉の瞳が、ユートの姿を映した次の瞬しゆん間かん──にっと不気味に細められた。

　高らかに響く歌声が、ユートの全身から力を奪ったのはその直後だった。

「──っ!?」

　力ばかりか平へい衡こう感かん覚かくまで失い、ユートはぐらりと体勢を崩くずしてその場に膝をつく。

　頭の中に響きわたる歌声が感覚を搔かき乱し、目を開けていても物の形を正常に捉とらえることができなかった。歪んだ視界がぐるぐると目の前で回転し、ユートはこみ上げる吐はき気をこらえて両りよう腕うでに力を込める。

　その腕の在あり処かさえも、今のユートには正確に把は握あくすることはできない。

（まずい、やられる──!!）

「──ユート！」

　混こん濁だくしかけた意識を切り裂さいたのは、宙から投げられた声と目の前に突つき刺ささった強きよう烈れつな光だった。光はユートに襲いかかろうとしていた樹の根を貫つらぬき、一瞬のうちに炎えん上じようさせる。

　炎ほのおは土の中で消え、大樹にまで影えい響きようを及ぼすことはなかったが、その威い力りよくにすくんだように樹の根がわずかばかり攻こう勢せいを弱める。その隙すきをつくように次なる光と、アークの声がユートのもとへと届けられた。

「顔を上げよ！　〈ハルピュイア〉の禍まが歌うたはそなたには届かん──！」

　ユートの足元に突き刺さったいくつかの光は、互いを結ぶように光の図形を作り上げ、その身体を下から淡あわく照らす。

　同時に身体を縛しばる歌の呪じゆ縛ばくから逃のがれ、ユートは〈ハルピュイア〉へと顔を向ける。

　感覚の戻もどった手で、落としかけていた剣をしっかりと握にぎり直し、ユートは膝立ちの姿勢から地を蹴けって〈ハルピュイア〉に斬りかかろうとする。

　──その時、ユートの背中に感じていたかすかな圧力が消えた。

　背負っていた〈イリュウス〉が消失したのだと悟さとったのは、それを背中に固定していた紐ひもがぱらりと身体の前に落ちた瞬間だった。

「──え？」

　そんな場合ではないと思いつつ、困こん惑わくした声がユートの口から洩れる。

　頭では〈ハルピュイア〉を攻撃すべきだと理解していたが、その意志を裏切るように身体はぴくりとも動かなかった。

　ユートは草の上に落ちた紐を呆然と見つめ、それから慌あわてて視線を前方へと戻した。

　その目の前に、ふわりと蛍ほたるが群がるように光が集まった。

　凝ぎよう縮しゆくした光が人の姿を──ユートにとって非常に馴な染じみのある人物の姿をとるのを、彼は愕がく然ぜんと目を見開いて見守った。

　清水を紡つむいだかのように流れる、癖くせのない銀の髪。

　白はく皙せきの美び貌ぼうの中に輝かがやく、薄うすく紫むらさきを含んだ青あお水すい晶しよう色の瞳。秀ひいでた額に同色の宝玉を嵌はめ込んだ銀の額飾かざりを付け、純白の衣い装しようの上から同じ意い匠しようの胸むね飾かざりを身につけている。

「……まさ、か」

　かすれた声を、ユートは半ば自分のものではないように聞いた。

「そんなわけが……」

　ユートの声にも目の前の人物は、表情一つ動かすことはなかった。

　印象は百八十度違えど、その顔立ちは普ふ段だん見慣れている相手のものと寸すん分ぶん違たがわない。整った無表情を頼たよりない微笑ほほえみに、無機質な光を浮うかべた青せい紫し色の瞳を穏おだやかに微笑む薄水色の瞳に変えれば──

「イル──イリュウス」

　そこに立つのはイリュウス──精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉に宿る、精霊としての本ほん性しようをあらわにしたユートの世話係以外のなにものでもなかった。







　知らず動きを止めたユートの目の前で、イリュウスは静かに片手を上げた。

　その手のひらの中に光が集まり、長ちよう剣けん──彼のもう一つの姿である〈イリュウス〉とは違ちがう飾り気のない剣だ──を形作るのをユートは言葉を失ったまま見返す。

（──噓うそだ）

　剣を摑つかんだイリュウスが、自分に斬りかかってくるのを見てもユートは身動き一つできないままだった。

　その瞬間、タジェスが後ろからユートの肩かたを摑んで引き倒していなければ、額を真っ二つに断たち割られていたことだろう。

「ユート!!」

　その声と衝しよう撃げきでようやく我に返り、ユートは転がるように起き上がって剣を構えた。

　しかし彼の表情はためらいと、困惑の色を宿したままだった。ここぞとばかりに攻撃の手を強める樹さの根を切り払いながら、タジェスは彼に向かって叫さけんだ。

「ユート、彼は〈ハルピュイア〉に──！」

「わかっている！」

　顔も向けずに叫び返して、ユートは眼前のイリュウスの姿を見つめる。

　ちらりと脳のう裏りをよぎったのは、〈ハルピュイア〉の支配を受けて自分たちへと襲いかかってきたプリムローズの姿だった。

　今の彼もおそらくそれと同じ──アークは休きゆう眠みん状態に入ることで〈ハルピュイア〉の干かん渉しようを防いでいると言ったが、その方法をもってしても干渉を防ぐことができないくらい相手の力が強まったということなのだろう。

（わかって……いるが）

　この事態は、ある程度覚かく悟ごしておいて然しかるべきものだったのかもしれない。少なくともプリムローズの変へん貌ぼうを目まの当たりにした時から──それでも、その可能性を頭から排はい除じよし続けたのはそれが考えたくもなかったことだからだ。

　イリュウスが、自分に対して刃を向けるなどということは──

「──イリュウス！」

　呼びかけるユートの声に応こたえることなく、イリュウスは再びその手の剣けんをユートに向かって振ふり下ろす。

　普段の彼からは想像もつかない、正確で無む慈じ悲ひな一いち撃げきだった。

　身を捻ひねってぎりぎりで刃をかわし、ユートはイリュウスの肩かた口ぐちを狙ねらって剣を突き出す。だがユートの心情を反映したようにその攻こう撃げきには鋭するどさがなく、イリュウスはなんなくその刃を打ち払はらうとユートの喉のど元もとに剣先を滑すべり込ませる。

　自ら重心を崩すことで、その刃をかわすのがユートには精せい一いつ杯ぱいだった。

「──っ！」

　草の上に倒たおれたユートにイリュウスはなおも追つい撃げきをかける。胴どう体たいを両断するがごとき一撃を横に転がってかわし、起き上がろうとしたところでユートは再び身体を沈しずめる。首のすぐ上を薙ないでいった刃を目の端はしで見送り、ユートは思い切って両足を振り上げた。

　身体が一直線に伸のびたところで両腕に力をこめ、思いきり地面を押し上げる。空中で一回転して危なげなく地面に降り立つのと同時に、ユートは目の前へと迫せまっていたイリュウスの振り下ろす刃を手にした剣で受け止めた。

「……くっ！」

　両手でしっかり握っていても、一撃で剣を持っていかれてしまいそうな衝撃が腕うでから肩まで伝わり、ユートは思わず顔をしかめる。

（この……馬ば鹿か力ぢからめっ！）

　かろうじて力負けすることなく、その身体を強ごう引いんに押し戻してユートは素す早ばやく距きよ離りを取ろう──とする。

　だがイリュウスはその隙を与あたえようとはせず、突き放された瞬間に剣を横よこ薙なぎに振るった。

　反射的に振り上げた剣で防いだものの、衝撃を殺しきれずユートは草の上に吹ふき飛ばされてしまう。

「──っ!!」

　無防備に転がるユートに、イリュウスが容よう赦しやない斬ざん撃げきを叩たたき入れようとした時、その足元に白い光の刃やいばが立て続けに突き立った。

「ユート、そやつは儂わしが押さえる！　そなたは〈ハルピュイア〉を──!!」

　光は瞬しゆん時じに一つの図形を描えがき上げ、イリュウスの身体からだが青白い電光に包まれる。図形の範はん囲いから一歩も動くことのできないイリュウスを見やり、ユートはあるかなしかの安あん堵どの色を瞳ひとみに漂ただよわせた。

　しかし、次の瞬間──その目が驚きよう愕がくに見開かれた。

　電光を身体にまといつかせたまま、イリュウスが強引に図形の中から出てくるのを目にしたためだった。青白い光に照らされるイリュウスの顔は、いつもと変わらぬ無表情であったが、ぞっとするような陰いん影えいがその顔には与えられていた。

（──違う）

　ユートの胸に、今いま更さらのようにそんな思いが浮かぶ。

　白く整った無表情は変わらずとも、いつものイリュウスの瞳には確かな意志の光があった。顔には出さなくとも──ユートを気き遣づかう思いが行動の端はし々ばしから感じられた。それはイルの──仮の姿をしている時も変わらなかった。

『王子、見て下さい！　一人でお茶を淹いれられるようになりましたよ！』

　得意満面の笑えみを浮かべて、真っ黒になった茶を差し出してみせた時も。

『大だい丈じよう夫ぶですよ、このくらい私にも片付けられ──あっ！』

　床ゆかにばらまいた書類を前に、ぽかんとした表情で立ちすくんでいた時も。

『──王子、と呼べばよろしいのですか？　我が主あるじ』

　人間にしては不自然なほどに端たん整せいな顔で、差し出された眼鏡を表情一つ変えることなく受け取った時も。

　その瞳には、ただ一人の主であるユートに向ける彼の心が確かに存在していた。それは目の前の精霊からは感じられないものだった。

　そこにいるのは、ただ同じ姿形をしているだけのまったく別の存在だ。

（これは──イルではない！）

　ユートは素早く起き上がり、その手の剣をきつく握にぎりしめて鋭い斬撃を放つ。

　まとわりつく電光に動きを妨さまたげられているイリュウスの胴体へ、吸い込まれるように剣先は伸びていき──







『──どうしたの？』

　首を傾かしげると、長い髪かみがさらりと肩から滑り落ちた。

　氷の結けつ晶しようのような材質でできた壁かべが、光を無限に乱反射させる不思議な部屋の中で。

『どうして、そんなところにいるの？』

　壁に額を付けるようにして呼びかけると、応えるように刀身がかすかに震えた。

　そこにあるのは、一振りの優美な長剣。

　言葉が届くはずもなかったが、少しの疑いを抱くこともなく微笑みを浮かべ、剣に向かって声を投げかける。

『おいで──いっしょにかえろう。ずっと、わたしのことを呼んでいたよね……？』

　手をついた壁が、なんの力を加えてもいないのに音を立ててひび割れる。

　目の前に走った亀き裂れつにも、少しも驚おどろくことはなく笑って彼はずっと胸の中にしまっておいた一言を口にした。

『──むかえにきたよ、〈イリュウス〉』







　イリュウスの胸むな元もとをばっさりと切り裂さこうとしていた刃が、その手前──紙一枚分の距離を残したところでぴたりと停止した。

　動きを止めた自分自身の手を、ユートは信じられないものを見るように見下ろす。

「ユートっ！」

　愕がく然ぜんとしたのは一いつ瞬しゆんだったが、それだけで十分だった。

　タジェスの声にはっと顔を上げた時、ユートの目の前にはすでにイリュウスが振り下ろした刃が迫っていた。

　刃の表面を滑り落ちた光が、身動きもできずそれを見つめるユートの瞳を刺さす。

「──っ!?」

　その瞬間、首の後ろに衝しよう撃げきを覚えてユートは前につんのめった。

　タジェスが首の後ろを摑つかんで、彼の身体を思いきり抱かかえ込んだのだと悟さとったのは視界が黒く塗ぬり潰つぶされるのと同時だった。直後、タジェスの身体を伝って鈍にぶい衝撃が届き、ユートは彼の手を振り払って顔を上げた。

「タジェ──」

　その顔に、ぱたりと数すう滴てきの血が降りかかる。

　タジェスの額からこめかみにかけて深い傷口が口を開け、流れ落ちる血が半面を朱あかく染めている。片目に入った血に視界を奪うばわれ、タジェスが顔をしかめたその時、

「やめ──!!」

　イリュウスが容赦なく、その手の剣をタジェスに向かって横よこ薙なぎに振るう。

　反射的にユートがその身体を突つき飛ばし、直ちよく撃げきは免まぬがれたが肩かたから胸にかけてざっくりと深く切り裂かれる。身体を朱あけに染めて横たわるタジェスは身動きもせず、ユートは愕然とその姿を見下ろしかけてからイリュウスに素早く向き直った。

　怒ど気きの混ざる瞳で、彼は血ち塗ぬられた剣を下げて立つイリュウスを睨にらみつける。

「イリュウス──！」

　その声に応えようともせず、イリュウスはユートに向かって剣を高々と振り上げる。

　燃えるような怒気を宿した深緑色の瞳を見ても、その瞳に浮うかぶ光はいささかも揺ゆるがないままだった。
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　仮面じみた無表情のまま、イリュウスは手にした剣をユートの額に振ふり下ろす。

　ユートはそれをまばたきもせずに見つめた。その目にはどこか透とう徹てつした覚かく悟ごの色が浮かんでおり、彼は寸分のためらいも見せることなく──構えていた剣を下ろした。

「──ユート!?」

　ぎょっとしたようなアークの声も、ユートの耳には入らない。

　迫り来る刀身に無防備な身をさらしたまま、彼はその向こうの青せい紫し色の瞳から目を逸そらさずありったけの声を張り上げる。

「──誰だれに剣けんを向けているっ！」

　一いつ喝かつした瞬間、ユートの額を割ろうとしていた刃が凍こおりついたように静止した。

　額に触ふれる寸前、まるで見えない壁に阻はばまれたように動きを止めた刃にユートは目をやろうともせず、

「主の顔を見忘れたか!?　〈イリュウス〉っ!!」

　その声を聞いた瞬間、イリュウスの瞳の奥にかすかな光がよぎった。

　それは感情と呼べるほどはっきりしたものではなかったが、同時にユートの額に触れそうになっていた刃がわずかに引き戻もどされる。

　色を失った唇くちびるが、わななくように動いてなにかの言葉を作りかける。

「ユート!!」

　その瞬間、アークが空中から声と白い光とを放った。

　光はイリュウスの身体に当たった瞬間、蜘蛛くもの巣のように広がってその動きを封ふうじ込める。

「今だ──行け！」

　ユートはもはやなにも考えず、剣を大きく振りかぶって〈ハルピュイア〉に駆かけ寄る。

　津つ波なみのように襲おそい来る樹きの根を、彼は一刀で切り捨てた。そのまま動きを止めず、木の根元に腰こしを下ろした〈ハルピュイア〉の白い姿に向かって剣先を突き入れる。

〈ハルピュイア〉の全身が大きく膨ふくれ上がり、その姿を変えても剣先は鈍らなかった。

　見上げるような身長の、全身に白い羽う毛もうをまとった人とも鳥ともつかない存在──その背には大きな一いつ対ついの翼つばさがある。

　それだけは変わらぬ美しい顔の、真しん紅くの瞳をきらめかせて人鳥は高らかに歌う。

　頭の中を搔かき回されるような目眩めまいと不快感を覚えたが、それは先さき程ほどのように激しいものではなかった。

　ユートは顔を歪ゆがめながらも、狙ねらいを狂くるわすことなくその胸に剣を突き立てる。

「──っ！」

　寸前、〈ハルピュイア〉が大きく羽ばたいて空中に逃のがれた。

　さらに高く舞まい上がろうとする〈ハルピュイア〉に、ユートは樹の根を蹴けって思いきり跳ちよう躍やくし、勢いをつけて斬きりかかる。

「逃にがすか──!!」

　大きく真横に振るった剣が、〈ハルピュイア〉の翼の付け根を切り裂く。

　空中で体勢を崩くずした〈ハルピュイア〉が、草の上に落ちるよりも早くユートはもう一度剣を振るって、その身体からだを縦に断たち割った。

　上半身をほとんど真っ二つに両断されて、草の上へと落ちていく〈ハルピュイア〉の身体が一瞬のあと、無数の小さな輝かがやきに変わってかけらも残さず消失する。あっけないほどはかなく散っていく光点が、〈ハルピュイア〉の最さい期ごの姿だった。
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　草の上に降り立つのと同時に、ユートはわずかに上体をよろめかせた。

　今いま更さらのように目眩めまいと吐はき気が激しくなり、倒たおれそうになる身体をユートは両りよう膝ひざに力を込めて懸けん命めいに支える。今までは意識に上のぼらなかった〈ハルピュイア〉の歌の影えい響きようが、集中が途と切ぎれた途と端たんに一気に現れたかのようだった。

　ようやく目眩がおさまったところで、ユートははっとした顔をタジェスに向ける。

「──タジェス!?」

「大丈夫だ」

　あお向けに横たわったタジェスの側そばには、竜りゆうから降りたアークの姿があった。

　その手元に浮かぶ真円を基もととした図形を見て取って、ユートはわずかに表情を緩ゆるめる。タジェスの身体を朱く染める血はそのままだったが、出血はすでに止まり容態も安定しているようだった。

　安あん堵どの息を吐いて、ユートは視線をさらに転じる。

　自分のすぐ横──草の上に立ち尽つくしているイリュウスへ目をやって、ユートはゆっくりと口を開いた。

「イリュウス……？」

　その身体はすでに拘こう束そくを解かれていたが、彼は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま身動き一つしない。

　宝玉のような青せい紫し色の瞳ひとみの奥に、どこか悄しよう然ぜんとした光があるのを見て取って、ユートは安堵とも苦く笑しようともつかない表情をその顔にのぞかせた。

「……なにか、言うことはあるか？」

　わざと冷ややかな声こわ音ねを作って問いかけると、精せい霊れいの顔に動どう揺ようの気配が浮かぶ。

「お前のおかげで大変な目に遭あったぞ。何度死ぬかと思ったかわからん──ようやくここまでたどり着いたら、当のお前から攻こう撃げきを受ける羽目になるし」

「………」

「いくらお前の意志ではないとはいえ、タジェスにまで負傷させてしまうし……」

　淡たん々たんと告げるユートの顔を、イリュウスは黙だまって見つめる。

　整いきった無表情を保ったまま、瞳の奥に様々な感情を宿してイリュウスは何度も口を開きかけては止め、といったことをくり返し──

　困り果てたように沈ちん黙もくしたイリュウスの肩を、ユートは拳こぶしの背でやや強く叩たたいた。

「──冗じよう談だんだ。お前があの時剣を止めなかったら、俺の頭は真っ二つにかち割られていた──助かったぞ」

「………」

　驚おどろいたように見開かれた瞳が、ユートの顔へと向けられる。

　ユートははっきりとした笑えみを宿した瞳で、その視線を真っ向から受け止めた。

「お前に俺は斬れない。たとえ操あやつられていようとも──お前がお前として存在する限り、俺を裏切ることはできない。ただ──そう信じただけだ」

「……申し訳、ありません」

　目を伏ふせて、イリュウスはやっとその一言だけを口にした。

　忸じく怩じたる表情を瞳の奥にのぞかせて黙り込む彼に、ユートはふっと口元を緩めて言葉を放ほうりやった。

「お前に面めん倒どうをかけられるなんて、いつものことだ──その姿のお前にじゃないけどな。でもどっちのお前であろうと、俺がお前の主人であることに変わりはない。多少おかしくなろうとお前の面倒を見るのは、主あるじたる俺の務つとめだ」

「……はい。我が主」

　イリュウスの声には、心の底から安堵したような響ひびきがあった。

　ユートは目を細めてその顔を見つめ、ふと心配そうな表情になって問いかけた。

「それより……本当に、どこもなんともないのか？　〈ハルピュイア〉の影響はもう残ってはいないようだが……」

　そう言ったところで、ユートは一つ大事なことを忘れているのに気づく。

「──そうだ、〈種〉はっ!?」

「思い出すのが遅おそいぞ」

　苦笑を嚙かみ殺そうとして失敗したような顔で、アークがユートに言葉を投げた。

　タジェスの傷は完全にふさがったらしく、その身体の上に浮かんでいた図形はすでに姿を消している。

　アークはばつの悪そうな表情で黙り込んだユートの横を通り抜ぬけ、先程までと変わらず天にそびえ立つ大樹へと歩み寄っていった。

　その先に目をやり──ユートはそこに立つ一人の子供の姿に気づいた。

　それが〈ハルピュイア〉の腕うでに抱いだかれていた子供だと気づくのに、一いつ拍ぱくほどの間が空あいた。

　大樹の根元に立つ子供の印象が、先程とはあまりにも違ちがっていたためだった。

　いつの間にその腕から脱だつしていたのか──〈ハルピュイア〉の腕の中で眠ねむっていた時とは、まるで異なる存在感が小さな身体から発せられている。外見は三歳にもならないほどの小さな子供なのだが、その威い圧あつ感かんは背後の大樹にも引けを取らない。

「あれが……〈種〉？」

　呟つぶやくユートの声に気づいたように、子供は伏せていた目を上げた。

　いっさいの感情を感じさせることのない、黒曜石のような漆しつ黒こくの瞳だった。白い顔を縁ふち取どる癖くせのない髪かみも同じぬばたまの黒で、顎あごのすぐ下で一直線に切りそろえられている。

　見たことのないゆったりとした衣服を身にまとった姿は、幼さのためもあって男女の判別もつかなかった。ただその整った面おも差ざしは、イリュウスやプリムローズ──それに〈ハルピュイア〉にもどこか共通する硬こう質しつな美しさを感じさせた。

　言葉を吞のんで見守るユートの前で、アークはゆっくりと子供に歩み寄っていく。

　目の前で足を止めたアークの姿を、子供は大きな瞳で静かに見つめ返した。その瞳は夜空を切り取ってそのまま嵌はめ込んだような、底の見えない光を湛たたえたものだった。

「……そなたには、もうわかっておろうな」

　淡あわい微び笑しようを宿らせた瞳で、アークは子供を見下ろして告げた。

「そなたには、なんの非もない──あの時と同じに。しかし、そなたを悪用しようとする輩やからが現れた以上──そなたを支配しうる可能性がこの世に存在している以上、そなたをこのままにしておくわけにはいかん」

　無言のまま、子供は穏おだやかに語りかけるアークの顔を見返す。

「──すまぬな。これは儂わしの責任だ。そなたに干かん渉しようしうる術すべが、この世にはすでにないものと決め付けておった儂の判断の甘さが招いたこと……このようなことでそなたを煩わずらわせてしまうとはな」

　アークは膝ひざをついて、子供の目の高さに視線を合わせた。艶つややかな紫むらさきの瞳に浮うかぶ微笑みはどこまでも深く、同時にどこか切なげでもあった。

「そなたには詫わびの言葉もないが──翼つばさの後こう継けい者しやの名にかけて、そなたの力を今の世に送り出すことはできん。かつての過あやまちをくり返させるようなことは……そなたは〈種〉として眠り続けるよう定められた存在。未来に希望を運ぶために──いつか人間が、再びそなたの力を手にする資格を得るその時まで」

　静かに告げるアークの手から、しゃらりと鎖くさりの端はしが滑すべり落ちる。

　草の上に落ちた鎖は、その端を軽く引くと生き物のようにうねって広がる。同時に鎖にちりばめられた珠たまが淡く光を発し、地面に落ちた星座のように規則正しい配置で輝いた。

　アークはそれに目をやることもせずに、鎖から手を離はなして朗々と言葉を紡つむぐ。

「翼の後継者アークトゥールの名において、〈種〉の再さい封ふう印いんを──」

　言葉が途切れたのは、子供が彼の目を見てゆっくりと首を横に振ふったためだった。

　感情の切れ端はしものぞかせない、深く澄すんだ瞳で子供はアークを見返し──星の瞬またたきのような笑みをその顔に浮かべる。

　幼い顔に浮かんだ、幾いく年とせもの年を経た古老のような微笑にアークは知らず声を吞み、

「──っ！」

　次の瞬しゆん間かん、子供の足元から芽め吹ぶいた若木の枝が、見る間に生長してその身体からだを一瞬のうちに包つつみ隠かくした。

　その寸前、ちらりと向けられた視線にユートはわけもなく背筋が冷えるのを覚える。

　年相応の子供どころか、この世のどんな存在にも持ち得ない奥深い眼まな差ざしは、深い闇やみの淵ふちをのぞきこむような畏い怖ふと、奇き妙みような温かさを同時に感じさせるものだった。

　戸と惑まどいを覚えるユートの前で、子供の身体を包み込んだ若木はさらに生長を続ける。

　数十本の若木は伸のびていくうちに寄り集まって一つの木となり、やがて側に立つ大樹の幹と融ゆう合ごうしていく。

「……やれやれ」

　その勢いに圧おされたように、ユートの側そばまで後じさってきたアークが呟きを発した。すでに若木は完全に幹と一体化して、どこが境目であったのかさえ判然としない。

「儂の手はわずらわせん……か。その程度の手間、さしたる負担にもならぬというのに」

　どこか寂さびしさの混ざる微笑を湛えて呟き、アークはユートに顔を向けるとその笑みを力強いものへと変えた。

「さて、これでこの世界で果たすべき役割はすべて終えた！　向こうの世界に戻もどるぞ──今、道を開く！」







　アークが作り出した扉とびらを抜けて、再び〈封印の森〉の巨きよ木ぼくの前に竜りゆうが姿を現す。

　体重を感じさせない動きでふわりと地面に降り立った竜の背中で、ユートは心配そうな声を前に腰こし掛かけたアークへと投げやった。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「し、心配いらん……これしきのこと」

　強がる言葉とは裏腹に、アークの顔色は紙のように白い。

　自分の背中に半分もたれかかるように座るアークを、呆あきれたように見やってカーマイクルが口を開いた。

「術具の補助なしに扉を開きゃ、そうなって当然ってもんでしょうが……うっかり鎖をなくしたりするから。あんた言ってませんでしたっけ？　『普ふ通つうなら二十人がかりで行う術。一人で成功させただけでも世紀の偉い業ぎよう』って──そんな術、自分自身の力だけで使ったらどうなるかわかってるでしょうに」

「仕方なかろう！　あんなことになろうとは思ってもおらんかったから……!!」

　反射的に怒ど鳴なり返し、アークは目眩めまいを覚えたようにその背中に顔を埋うずめる。

〈種〉が大樹と同化した時──アークによれば、そうすることでさらに深い眠りについたのだという──彼が〈種〉の封印に使うために手放していた鎖はそれに巻き込まれ、行方ゆくえ不明になってしまったのだ。

　やむを得ずアークは独力で現実世界に通じる扉を開き──その結果が、ぐったりとカーマイクルの背中に寄りかかる彼の姿だった。

「向こうからこちらに道を繫つなぐのは、さほど難しいことでもないし……なんとかなると思ったんだが。それ以前の消しよう耗もうが響ひびいたか……」

「歳としっすよ、歳。少しは自分の年ねん齢れいを考えないと──術具で間に合わせられると思ったから、あんた帰き還かん用の準備はなんにもしていかなかったんでしょうが。その大事な術具をうっかりで紛ふん失しつするなんて……まさかあんた、自分の力だけで扉を開けるって言ったあの言葉を証明するつもりだったんで？」

　妙みように楽しげな口調で言葉を投げるカーマイクルに、アークは伏ふせていた顔を上げてくわっと言い返す。

「やかましい、不ふ可か抗こう力りよくだ！　というか、いちいち歳のことを言うでないっ!!」

　その様子から見た目よりも元気そうだと判断し、ユートは表情をわずかに和やわらげて背後へと視線をやった。

　そこには人間の姿に戻ったイルが、タジェスを抱かかえるようにして座っている。

　タジェスの意識はまだ回復していなかったが、その額に付いた傷きず痕あとはきれいに消えていた。衣服や顔を汚よごしていた血のあともなく──そればかりか、裂さけた衣服までがもとに戻っていることに気づいてユートは目をしばたたかせる。

「──向こうの世界で負った傷は、こちらの世界の肉体には残らん」

　それに気づいて、アークが弱々しい笑えみを浮かべて言った。

　ユートは思い出して自分の頰ほおに触ふれてみるが、そこに傷の感かん触しよくはなかった。ただ傷のあった場所に触れた途と端たん、皮ひ膚ふの内側にぴりっと痛みが走るのが感じられた。

「傷は残らんが、その記き憶おくは精神たましいに残る──肉体の傷が癒いえるくらいまでの間は、同じ痛みを感じることになろう」

　アークはそう言って、イルの腕うでに支えられているタジェスの身体に目をやる。

「そやつの傷も治しはしたが、しばらくは安静にしておるよう伝えておけ。記憶に残るほどの傷は残っておらんが──体力がかなり低下しておるからな。それに治ち癒ゆの術を使った直後は、同じ傷を引き寄せやすくなるきらいがある」

　そなたは知っていようがな、と視線を向けられて、ユートはやや微び妙みような顔つきで黙だまり込んだあとで小さくうなずく。

「まぁ、一月ほどもゆっくり休めば体力も回復するだろう……その間、そなたが甲斐かい甲斐がいしく世話を焼いてやれば、そやつも無理に動き回ったりはすまい」

　にやりと唇くちびるの端を吊つり上げて付け加えるアークに、ユートは顔を赤く染めて言い返す。

「あ、あんな悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんを本気で受け取るなっ！　こいつはいつも、俺の女顔をそうやってからかって……っ!!」

「それはまた、気の毒にな。ここまで献けん身しん的に尽つくしてその言われようとは」

「だから、こいつは──!!」

　ユートが思わず大声をあげかけたところで、アークはくつくつと肩かたを小刻みに揺ゆらしながら悪い、と言葉を投げた。

「すまんすまん、冗談だ。そなたは本当に顔のことでからかわれるのが嫌いやなようだな」

「……できるなら、他ほかの顔に生まれたかったと思うくらいにな」

　憮ぶ然ぜんとした顔つきでユートが言うと、その様子を肩かた越ごしに見ていたカーマイクルが「もったいねえ、せっかくの別べつ嬪ぴんだってのに」とこれ見よがしに呟つぶやく。

　その顔をぎっと睨にらみつけて、ユートは剣けん吞のんな光を帯びた視線をアークに戻した。

「傭よう兵へいの仕事を始めた時は、この顔のせいで本当に苦労したんだからな！　頼たよりなく見られてなかなか仕事は見つからないし、女と思われて妙な連中には付きまとわれるし、挙げ句の果てには妙な趣しゆ味みの男に襲おそわれそうになるし！」

「……そりゃ気の毒に」

　あながち他人ひと事ごととも思えなさそうな口調でアークが言い、ユートは怒いかりに肩を震ふるわせながら言葉を続ける。

「もちろん実力で思い知らせてやったが、そんなことが何度も続いてみろ！　別の顔に生まれたかったと思っても無理はないだろ！　──家族にも、あまり似ていないし」

　最後の一言を不満そうに付け加えて、口を閉じたユートにアークは苦く笑しようしながら「すまん」とあらためて謝罪の言葉を放りやった。

「そこまで気にしているとは思わなんだ──悪かった。まぁ、生まれもっての顔はおいそれと取り替かえられるものでもないしのう……なんとか自分の中で、折り合いを付けていくより他にあるまい？　二目と見られぬ顔というのならともかく、造りに関しては上等の部類なのだし。良すぎて男にはとても見えんというだけで」

「……そこが一番の問題なんだ」

　呻うめくように言葉を返すユートに、アークは瞳ひとみに奇妙な光を宿して短く付け加える。

「それは仕方のないことだ──そなたの場合はな」

「……え？」

　ユートが訝いぶかしげな目をアークに向けると、彼はふうっと息を吐はくように微笑ほほえんで「いや」と声を返した。その瞳に先さき程ほどの光はもう残ってはいなかった。

「あまり気にするな。まだ成長期なのだし、いずれはそれなりに男っぽく……なるかどうかはともかく、どうせ百年もたったら男も女も関係ないシワシワの爺じじいだ！　顔のことなんぞくよくよ気にしないのが一番！」

「百年……って、普通は生きていないと思うぞ」
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「それに百年以上生きていても、十代にしか見えない化け物の実例がここにいますしね……」

　ぼそりとカーマイクルが言葉を投げ、ユートがえっ、と驚おどろいたように二人の間で視線を往復させる。

　アークは「言うなと言っておろうが！」とカーマイクルに怒鳴り声を返すと、目を丸くしているユートに慌あわてたように顔を向けた。

「気にするな！　こやつのはただの戯たわ言ごとだ……それより、城に戻らんでいいのか!?　そやつを早く休ませてやったほうがよいと思うぞ！」

「あ、ああ……」

　タジェスに目をやってユートはうなずき、イルの手を借りてタジェスの身体からだを抱えながら、慎しん重ちように竜の背中を降りる。

　地上に降り立ったユートの隣となりに、へっぴり腰ごしでイルが着地するとユートはタジェスの身体を彼に預け、竜の背に残る二人に目をやった。

「それじゃ、色々と世話になったな──あ」

　ユートはなにか思い出したように腰こしの小物入れに手をやると、中から革かわの小こ袋ぶくろを取り出して逆さにひっくり返し、中身を半分ほど手のひらの上にあける。

　鈍にぶく光る白い石──金ダイ剛ヤモ石ンドの原石をそのまま小物入れに戻もどして、小袋の口を紐ひもで縛しばり直すとユートはそれをアークに向かって放ほうり投げた。

　反射的に受け止めてから、アークは困こん惑わくしたような視線と声をユートに返す。

「……なんのつもりだ、これは？」

「力を貸してもらった礼だ。俺一人の力では〈ハルピュイア〉を倒たおすことはもちろん──あの世界に行くことすらできなかった。うちの世話係を取り戻せた礼……とするにはいささか少なすぎるだろうが、残りはいずれ労働で返すということで勘かん弁べんしてくれ」

　堂々と言い放ったユートを、アークは目を丸くして見つめ──やがてこらえきれないようにその頰を緩ゆるませた。

「そなた……いい根こん性じようをしておるな。儂わしがもう二度と会う機会がないことを願うと言ったこと──まさか忘れておるわけではあるまい？」

「もちろん、覚えているとも」

　しれっとした表情でユートは言葉を返し、わずかな笑みを瞳にのぞかせる。

「だから、次の機会がないことを俺も祈いのっている。俺にとってもそのほうが都合がいいし──そちらにとっても好都合だろう？」

「……そうだな」

　苦笑を浮うかべてアークは応こたえ、受け取った小袋をゆったりとした衣ころもの懐ふところにしまう。

「ただ──万が一、その機会が訪おとずれることがあれば」

　アークの顔を見上げたまま、ユートは声に真しん剣けんなものを含ふくませて言った。

「その時は、持てる限りの力を貸すことを約束しよう。それが契けい約やくだからではなく、俺自身の自由な意志によって。お前が──お前たちがどのような集団なのかはわからんが、少なくとも信用には値あたいするように思える。それに受けた恩義には必ず報むくいるのが、俺の流りゆう儀ぎだ」

「………」

　しばらくの間、黙ってユートの顔を見つめ返したあと、アークは片手で顔を覆おおうようにして笑いながらカーマイクルに声を投げた。

「……おぬしがあやつを気に入っているわけが、わかった気がするぞ」

「でしょ？」

　満面の笑みを浮かべてカーマイクルは応え、ユートに顔を向けて言い放った。

「そんなこと言ったら、人使いの荒あらいこのご老体に散々こき使われる羽目になるぜ、ユート！　うかつな言葉は口にしないのが一番だ！」

「こき使ったと言われるほど、たいした活かつ躍やくをしておらんだろうが！　もっと役に立ってから言わんか、そういうことは!!」

「今回獅し子し奮ふん迅じんの活躍だった俺に向かって、そういうこと言いますかい？　あんたたち乗せて散々飛び回ったじゃないですか！」

「飛び回っておったのはこやつであって、おぬしではなかろうが!!」

　腰の下の竜りゆうを指差してアークが言えば、竜自身もその通りだと言わんばかりの顔つきで朱しゆ橙とう色いろの瞳を細める。

　そんな両者の反応を無視して、カーマイクルは手た綱づなを取り上げるとユートに笑え顔がおを向けた。

「じゃあな、ユート！　二度あることは三度ある──って格言通り、またどこかで会えるのを楽しみにしてるぜ！」

「言っておくが、お前の賞金をあきらめたわけではないんだからな！　のこのこ顔を出したら即そく座ざにとっ捕つかまえて、組連の窓口に連行してやる！」

　おお怖こわい、と笑ってカーマイクルは竜の脇わき腹ばらを軽く蹴けり、大きく翼つばさを広げた竜が風を叩たたいて大空へと舞まい上がる。

　竜の背中からアークが軽く手を振ふってみせるのを、ユートは風圧に細めた目で見て取った。

　梢こずえの隙すき間まにわずかばかり広がる空に、竜の姿は瞬またたく間に消えていく。

　小さな影かげさえ見えなくなったところで、ユートは視線を下ろしてイルの背中に負われているタジェスに目をやった。

「さて……あいつも言っていた通り、早くこいつを城に連れ帰って休ませてやらないと……」

「私がお運びいたします！」

　慌てたようにイルが言って、背中のタジェスに申し訳なさそうな視線を向ける。

　その顔の造作は精せい霊れいの姿をしている時と寸分変わらなかったが、今にも泣きべそをかきそうな情けない表情が別人に近い印象を与あたえた。

「そのくらいのことはさせていただきませんと……とても罪つみ滅ほろぼしにはならないでしょうが。しかもその上、王子にまで剣けんを向けてしまうなんて……信じられません！　不良品にもほどがあります！　私の馬ば鹿か馬鹿馬鹿……！」

　近くの木の側そばまで歩いていって、その幹にごつごつと頭を打ち付けようとするイルを慌ててユートが制止する。

「やめろ！　お前が馬鹿なのは今に始まったことじゃ──そんなことをして、これまで以上に馬鹿になったらどうする!?」

「……王子、その言い方ってあんまりなんじゃ」

　恨うらめしげな顔つきで告げるイルに「事実だろう」と表情一つ変えずに言い返して、ユートは彼の腕うでに手をかけた。背負っているタジェスを落とさないよう、力加減に気を配りながらその腕を引いて彼を木の側から引き離はなす。

「あれは操あやつられてやったことだ──不ふ可か抗こう力りよくなんだから気にするな。それに言っただろう？　お前に面めん倒どうをかけられることなど慣れていると。今回はちょっと面倒の規模が大きかっただけで、いつもやっていることと変わりはない」

「ですが……」

「うるさい、済んでしまったことを今いま更さらごちゃごちゃ言うな！　悪いと思ってるんだったら、これからはできるだけ面倒をかけないように精しよう進じんしろ！」

「そ、それはもちろん頑がん張ばります！　──けど、今回のようなことがまたあったりしたら」

「そんなことが起きないように〈種〉を封ふう印いんし直したんだ。とはいえ……不安がないわけではないがな」

　ユートの瞳に、わずかに案じるような色が浮かぶ。

〈ハルピュイア〉を操って〈種〉を目覚めさせようとした人間の正体は、結局不明のままである。〈ハルピュイア〉に類する術式を使って、再び〈種〉に接せつ触しよくしようとすることがないと断言することはできない。

「──それは、アークに任せておくさ」

　内心の懸け念ねんを振り払はらうように、首を振ってユートは強い口調で言った。

「向こうはおそらく、それが本業──俺がここであれこれ頭を悩なやませたところで、なんの足しにもなるまい」

　切り捨てるように断じて、ユートは崖がけ下したの方向に向かって歩き始める。

　そのあとをイルが付いてくるのを確かめようともせず、彼は前方に顔を向けたまま肩かた越ごしに言葉を放ほうりやった。

「それより、問題なのはどうやってタジェスを無事に城まで連れ帰るかだ。お前みたいに鞍くらにくくり付けておくわけにもいかんだろうし……かといって、落っことしでもしたら一大事だ。どうしたものかな……いっそ背中に紐で縛り付けておくか？」

「それもどうかと思いますけど……赤ちゃんじゃないんですから」

「仕方ないだろう！　他ほかに方法がないんだから……馬車でも用意してくるべきだったか。失敗したな……まさか帰りにこんなことになろうとは」

「私の扱あつかいがぞんざいだから、こんなことで困る羽目になるんですよ……」

　そんなことを言い合いながら森を抜ぬけて、崖下に到とう着ちやくした二人の前に現れたのは思いもかけない人物だった。

「──どこに行っていた、ユート！　捜さがしたぞ！」

「ティエル姉上……」

　馬を繫つないだ木の側で、仁に王おう立だちになって待っているティエルをユートは呆ぼう然ぜんと見返す。

　ティエルの後ろには数人の兵士の姿もあり、彼らは森の中から戻ってくるユートの姿を見てほっとしたように表情を緩めた。

　足早に彼らに歩み寄ると、ユートは問いの声をティエルに向かって放つ。

「どうしたんです、姉上？　それに、彼らは……？」

「リーシャに様子を見に行って欲しいと頼たのまれたんだ。もしかしたら、困ったことになってるかもしれないと言われてな……念のためにと思ってこいつらも連れてきた」

　兵士たちに目をやって告げるティエルに、ユートは思わず目をしばたたかせる。

「森の外に馬車も待機させてある──どうやらリーシャの勘かんが的中したらしいな。困ったことというのは、そのタジェス殿どのの状態か」

　ひょいとイルの背中をのぞき込んで、ティエルは悪びれない口調で「生きているのか？」と問いかける。

「当たり前です！　縁えん起ぎでもないことを言わないで下さい!!」

「悪い悪い、あんまりぐったりしているもんだから……にしても、そんなに血相を変えて怒おこらなくてもよかろう？　普ふ段だんは邪じや険けんに扱ってるくせに」

「それは、その……こんなことになったのも私の責任ですし」

「責任？　ということは、もしタジェス殿がこのまま寝ねたきりにでもなったら、婿むこにもらってやるつもりか？　責任を取るというのはそういうことだろう？」

「どこで仕入れてきたんですか、その激しく偏かたよった知識は!?　責任を取るというのはそういうことではなく──っていうか、このまま寝たきりになどなったりはしません！　ちょっと体力を消しよう耗もうして意識を失っているだけです!!」

「なんだ、そうか──ずいぶん生気がないもんだから、死にかけているのかと思ったぞ」

　平然とした顔で言い返し、ティエルは笑みを宿した視線をユートへと向けた。

「まぁ、大事ないのならなによりだ。とりあえず、こいつらに手伝わせてタジェス殿を馬車に運んでしまおう──」

　ティエルが目配せを送ると、兵士たちがイルの背中からタジェスの身体からだを下ろし、てきぱきとした動作で近くに繫いであった馬の背中に乗せる。

「あ、私が──！」

「いいから、任せておけ」

　一人が馬に乗ってタジェスの身体をしっかりと背後から支え、別の一人がその手綱を引いてゆっくりと歩き始める。

　それを見送るユートと──その側のイルを横目に見やって、ティエルはにこりと曇くもりのない笑みを浮うかべた。

「ここに来た目的も、無事に果たせたみたいだし……城に戻もどるとしよう！　皆みな、首を長くしてお前たちの帰りを待ってるはずだぞ！」







　ぴしりと鋭するどい音を立ててひび割れた竪たて琴ごとを、男はさほどの興味もないような冷めた眼まな差ざしで見やった。

　その異変に顔色を変えたのは、そこに居合わせていた女性のほうだった。

「……どういうこと、レイド？」

　低く抑おさえた声に不ふ審しんと怒いかりの色をにじませて、薄うす茶ちや色いろの髪かみを乱れなく結ゆい上げた女性は男に問いの言葉を投げる。

　対する男の答えは、口調も声こわ音ねもきわめて淡たん々たんとしたものだった。

「術式が破は壊かいされたようだな。思った以上に早かったが……あの御おん大たいがじきじきに乗り込んででも来たのか」

　可能性としてはあり得るが、と独りごちる男に女性は苛いら立だたしげな目を向ける。

「一人で納なつ得とくしていないで、説明してもらえないかしら？　あなたの言う試験が失敗した理由も──ヴェスカ様から預かった大切な遺物を破損して平然としている理由も」

「……これは、俺が自分で復元したものなんだがな」

　ぼそりと呟つぶやく男に、女性──ラシェンナは冷ややかな視線を向けたまま「誰だれの援えん助じよで研究を続けていられると思ってるの？」と鋭く切り返す。

　レイドはやや辟へき易えきしたように視線を逸そらし、ひび割れた竪琴に目をやって言った。

「術式が破壊されるのは織り込み済みだ。〈種〉の異変にあの連中が気づかないはずがないし、あそこには腕の立つ術者が大勢いる。おそらく、今回動いたのはその中でも桁けた外はずれの化け物──今回の件で少しでも寿じゆ命みようを縮めていてくれれば御おんの字だが」

「それは、いったい……」

　問いかけようとするラシェンナの言葉を、レイドは熱のない口調で遮さえぎった。

「今回は本気で〈種〉を掌しよう握あくするつもりなどなかった。手に入れたところで、たいして意味のない力だからな──精せい霊れいの意志に干かん渉しようして自由に操ることができると言っても、肝かん心じんの精霊がほとんど存在していないのでは意味がない。もしお前が失敗していなければ、例の神殿で一体入手できていたかもしれないが……」

　意地の悪い笑えみを浮かべた瞳ひとみを向けられ、ラシェンナは悔くやしげに顔を背そむける。

「〈種〉の力で新たな精霊を生み出したとしても、こちらに召しよう喚かんするためには媒ばい体たいが必要──それを作り出す技術はとうに失われているときている。できるのはせいぜい、フォーレの王子から精霊剣けんの力を取り上げることくらい──ああ」

　ふと気づいたような光が、薄うすい藤ふじ色いろの瞳の奥をよぎった。

「案外今回の件も、あの王子が関かかわっているのかもしれないな。フォーレとあそこには繫がりがないこともないし……〈イリュウス〉と契けい約やくしうるだけの器うつわの持ち主を、この火急の事態に放っておくとも考えられない。いや──あの化け物なら、むしろ真っ先に利用することを考えそうだ。それならば、あれほどの短時間で術式が破壊されたことにも納得がいく」

　呟くレイドの言葉は、すでにラシェンナの耳には半ば以上入ってはいなかった。

　菫すみれ色いろの瞳に剣けん吞のんな色を浮かべ、彼女は唇くちびるをきつく嚙かみしめる。レイドが言葉を止め、彼女の横顔に興味深げな目を向けていることに気づかなかった。

（またしても……あの王子が妨ぼう害がいしたということ？　どうして、こうも毎回毎回……ヴェスカ様の命めいがなければ、今すぐにでも葬ほうむってやるところなのに！）

「今回の件は失敗ではない──と言っても、すでに聞いてはいないようだな」

　失しつ笑しようをこらえるような顔つきでレイドは言葉を投げ、それも相手の耳には届いていない様子とわかると、口元に浮かべた笑みを濃こくして視線を竪琴に戻した。

（目的は、十分に達せられた）

　ひび割れた竪琴を見やる目には、狂くるおしく熱ねつ狂きよう的な輝かがやきがのぞいていた。

（復元に成功したということは、保存されていた情報に欠損はないということ──おそらく、あれは本物の〈遺稿ビブリオ〉だ。ついに、見つけたぞ──！）







　　　　終章




「……ユート、そこのカーテンを少し閉めてくれないかな？　机の上の水差しに光が当たって眩まぶしいんだ」

　妙みように楽しげな口調でベッドの上から投げられた言葉に、ユートは無言で立ち上がって細長い窓に掛かけられたカーテンをひいた。

　部屋の片かた隅すみに置かれた小しよう卓たくの前に戻ろうとしたところで、再び声がかけられる。

「あ、そうしたら君の手元も暗くなるか──やっぱりカーテンは開けたままにして、水差しの位置を移動させてもらえないかい？　ついでに喉のどが渇かわいたから、グラスに一いつ杯ぱい注ついでもらえるとありがたいんだけど」

「──お前なぁ！」

　口にしかけた文句を半ばで吞のみこみ、ユートは小卓の上から水差しとグラスを取り上げる。

　水を注いだグラスを持ってベッドの側そばまで歩み寄ると、ベッドに半身を起こしたタジェスにユートは突つき出すような勢いでそれを差し出した。

「──ありがとう、ユート」

　にっこり笑って、タジェスはユートの手からグラスを受け取る。

　楽な部屋着を身につけ、ベッドに入ってはいたものの、その顔色はさほど悪くはなかった。むしろベッドの脇わきに立つユートのほうが、爆ばく発はつ寸前まで溜ため込んだ怒りと疲ひ労ろうの色を白い顔にのぞかせている。

「もう用はないな？　だったら俺は仕事に戻るぞ！」

「まぁまぁ、君も少し休んだらどうだい？　エイル姫ひめからいただいた果物がそこに置いてあるから……」

　小卓に積んだ書類のところに戻ろうとするユートを、タジェスは笑顔で引き留める。

「ナイフもあるから、皮をむいてくれないかな？　君に手ずから食べさせて欲しい──なんてことは言わないから。言いたいけど」

　十分言ってるだろうが、と心の中だけで呟いて、ユートは飾かざり棚だなの上に置かれた果物の籠かごを取り上げる。中には皿と鞘さやに収められたナイフも入っており、ベッドの側の椅い子すに腰こし掛かけるとユートはするすると慣れた手つきで果物の皮をむき始めた。

「それにしても、ここまで仕事を持ち込まなくてもいいと思うんだけど。そんなに急ぎの書類なのかい？　エイル姫からも、しばらく仕事は休んでいいと言われてるんだろう？」

「やりかけの仕事を放ほうり出すわけにはいかないし……あの金ダイ剛ヤモ石ンドの件もある。原石のまま売るよりも、磨みがいて価値を高めて売ったほうが儲もうけが大きいからな。王家の細工物を一任している職人に、今仕事の手配をさせているところだ」

　言いながらユートはあっという間に果物の皮をむき終わり、適当に切り分けて皿に載のせるとフォークを添そえてタジェスの前に差し出す。

　再び礼を言って受け取りながら、タジェスは悪戯いたずらっぽい眼差しをユートの顔に向けた。

「君の手から食べさせて──くれないよね、やっぱり」

「丸ごと一個口に押し込んで欲しければ、やってやってもいいぞ」

　果物をもう一個手にとって、笑みのかけらもない表情で告げるユートに、タジェスは慌あわてて首を横に振ふってみせる。

　残念、と目を逸らして呟くタジェスに呆あきれたような視線を向け、ユートは手に持ったままの果物にかじりつく。

　精霊の領域から帰き還かんしてすでに二日。タジェスの体調はいまだ完全に回復してはいなかったが、いつもの軽口を叩たたく元気は戻っているようだった。

「あ、王子！」

　二人が果物を食べ終わったところで、部屋の扉とびらが前まえ触ぶれもなく開いた。

　そこから顔をのぞかせたイルが、タジェスの手元の皿を見て非難じみた声をあげる。

「果物をむいて差し上げたんですか？　そういうことは、私にやらせて下さいませんと……！　私のしでかしたことで、これ以上王子の手をわずらわせることなど……!!」

「ああ、いや……」

　ずかずかと室内に踏ふみ込んで、食ってかかるイルにユートが微び妙みような表情で声を返す。

「お前にやらせると、大だい惨さん事じになるのが目に見えているというか……どうせたいした手間じゃないんだし、これくらい俺がやっても……」

「駄だ目めですよ！　今回の件では王子にも多大な迷めい惑わくをおかけしてるんです!!　これ以上は私の気がおさまりません!!　そういう時はすぐ私を呼んで下さい!!」

「あ……そういや、お前どこに行ってたんだ？」

　イルの剣けん幕まくに気け圧おされて、ユートは言葉を探したあとで話題を変えるように言った。

「ずっと付きっきりだったのに……なにか頼たのまれごとでもあったのか？　だったら、そっちの用事を先に片付けたほうが……」

　やや強ごう引いんにイルの注意を余所よそに向けようとするユートに、イルはようやく思い出したように片手に持っていた特大のグラスをずいとタジェスに差し出してみせた。

「タジェス様の体力が少しでも早く戻もどるようにと思って、特製の健康ジュースを作ってきたんです！　これを飲めば、きっと一発で元気になりますよ……!!」

　グラスをなみなみと満たした、黄色とも赤とも紫むらさきともつかない凄すさまじい刺し激げき臭しゆうを放つ液体をユートとタジェスは恐おそろしそうに見やる。

「……これを飲んだら、きっと一発であの世行きになるぞ」

「いったいなにをどう配合したらこんな色になるんだい？　しかもこの臭におい……どう考えても飲用に適しているとは……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　見た目はちょっと悪いですが──健康にいいものしか入ってませんから！　ニンジンにタマネギに唐とう辛がら子しに、ニンニクにセージにバジルに山さん椒しようにニガヨモギにイヌサフランの球根に……」
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「ちょっと待て！　イヌサフランの球根は有毒だぞ!!」

「え、そうなんですか？　ネイア姫様に教えていただいた通りに作ったんですが……けっこう材料を集めるのが大変だったんですよ。他ほかにも蛾がの幼虫だとかイモリの薫くん製せいだとか蝙蝠こうもりの翼つばさの皮だとか……蝙蝠は捕つかまえられなかったのでナマズの皮で代用しましたけど」

「するな、そんなもん！　というか、それは間ま違ちがいなく姉上の試作品だ!!」

「でも、有害な成分は本当に入ってませんよ……！　ネイア姫様も『これを飲めば元気百倍、死んだ人間も生き返って踊おどり出す』っておっしゃってましたし!!」

「その謳うたい文句がすでに怪あやしいだろうが!!」

　いつになく強きよう硬こうなイルの態度に、ユートは額に冷や汗あせをにじませて懸けん命めいに食い下がる。

　そんな主従のやりとりを、タジェスは背に当てたクッションに身をもたせかけ、苦く笑しようめいた笑みを浮うかべて見つめやった。

「いいからよこせ！　これは廃はい棄きしたほうが──」

「駄目ですよ！　タジェス様に元気になってもらうために作ったのに!!」

　言い争う二人の間で、奪うばい合われていたグラスが両者の手から滑すべって宙を舞まい──

　中身をまともに頭から浴びたタジェスの、声にならない悲鳴が部屋中に響ひびきわたった。





──現在の借金総額　２１億４千８百７２万グラン









　あとがき







　そろそろ春の兆きざしが見え始めている頃ころでしょうか？　今はまだ一面の雪景色の中より、こんにちは、岩城広海です。

　皆みな様さまのご声せい援えんのおかげで、『王子はただいま出稼ぎ中』四巻を出させていただけました。一巻を出した時は「伏ふく線せん張りまくっちゃったけど、続くのかなぁ……大だい丈じよう夫ぶかなぁ」とドキドキしておりましたが、なんとか続けさせていただいております。ありがとうございます！

　しかし今回は、もはや出稼ぎとはまったく無む縁えんのお話に……（汗）。結果的には稼いでますけどね。しっかり者のキャラたちに感謝するのと同時に、今後にちらりと不安も……タイトルを『出稼ぎ中』にした時点で抱いだいていた不安ではありますが。でも基本は『出稼ぎ中』ですから！　今回もある意味、出稼ぎと言えないこともなくは……！（見苦しい抵てい抗こう）

　今回登場のアークは、外見、性格ともに二転三転したキャラでした。ぎりぎりでプロットを全面改かい訂ていしたり……ゴホゴホ、まぁ色々あったため、一番書きやすい現在の形に落ち着きました。こういう口が達者なキャラ、個人的には好きだったりします。ただ彼が出張った分、久しぶりに登場した某ぼうキャラが割を食ってしまいましたが……（汗）。

　そうそう、今回はようやく未登場だったユートの双ふた子ごのお姉さんを出すことができました。実は双子キャラ大好きなので、登場させることができて嬉うれしいです。一番強きよう烈れつな性格している二人ですしね……（笑）。




　さて、恒こう例れいとなりましたが、この本を出版するにあたってお世話になった皆様方にお礼を。

　担当様。「間に合ったら奇き跡せきです」と言っていたら、本当に奇跡が起こりました。たぶん、気前のよいサンタからのプレゼントだと思います（本気）。年末年始お忙いそがしい中、色々ご迷めい惑わくおかけしてしまってすみませんでした。

　イラストのサマミヤアカザ様。当方の力不足でたいへんご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ありませんでした。極ごく悪あくなスケジュールの中、麗うるわしいイラストありがとうございます！　三月から漫まん画がの連れん載さいも始まりますし、これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　校こう閲えつの皆様。またしても大ポカをやらかすところを指し摘てきして下さってありがとうございます。本当に危ないところでした……まさか足し算と引き算間ま違ちがえるとは（汗）。

　そして、この本を読んで下さった皆様方。皆様のおかげで、こうして一年『王子は～』を書き続けて来られました。まだまだ未熟な書き手ですが、皆様に少しでも楽しんでもらえるよう頑がん張ばりますので、よろしくお願いいたします。またお目にかかれる時まで、どうか元気で楽しくお過ごし下さい！





岩城　広海　　
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王おう子じはただいま出で稼かせぎ中ちゆう
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